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防災に関する取組みを効果的に集約するサマリーレポート構築の実践

－コロナ状況下での災害時避難を対象に－

千葉洋平＊・佐野浩彬＊・前田佐知子＊・池田千春＊・三浦伸也＊・臼田裕一郎＊

Creating Summary Report that Effectively Aggregates the Efforts of  
Disaster Resilience

－ Focus on Disaster Evacuation and Sheltering with COVID-19 －

Yohei CHIBA, Hiroaki SANO, Sachiko MAEDA, Chiharu IKEDA, Shinya MIURA, and Yuichiro USUDA 

*Center for Comprehensive Management of Disaster Information,
National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience, Japan

Abstract

This study aims to create a summary report that effectively aggregates the essential points from information 
published on websites about disaster evacuation and sheltering with COVID-19. It collects the relevant web-
contents and categorizes them into three classifications of a challenge, countermeasure and practice under ten 
themes including: nine matters about disaster evacuation and sheltering with COVID-19 suggested by the Japan’s 
Cabinet Office notification; and evacuation at home. Then, it extracts essential points from the web-contents by 
category. Finally, it creates a summary report that aggregates the essential points. The format of the summary report 
to be refined can be utilized as a template for effectively aggregating essential points on the efforts of disaster 
resilience all over Japan. 

Key words: Summary report, Disaster information, COVID-19, Evacuation and sheltering

1. はじめに

自然災害の発生を機に表出した様々な災害経験や

防災上の課題が全国各地に散在している．また，災

害に備えるための課題解決に向けた様々な取組みが

全国各地で行われている．これらに関する情報は

ウェブサイトやメディア等を通じて日々発信されて

いるが，一元的にアーカイブされている状況とは言

えず（千葉ほか，2020），防災行動に役立つ知見とし

て適切に共有・活用されている状況とは言い難い．

上述に加えて，昨今の新型コロナウイルス感染症

（以下，コロナ）が蔓延している状況下では，コロナ

対応を考慮した災害時の避難や避難所の新たな備え

（以下，コロナ状況下での災害時避難）が急務である．

そこで，全国各地で生まれているコロナ状況下での

災害時避難に関する取組みを集約し，各地で役立つ

知見や実践を特定し，防災現場のニーズに応じて参

考にできるよう支援することが必要である．

実際に，土木研究所水災害・リスクマネジメント

国際センター（ICHARM）や人と防災未来センター

ではコロナ状況下での災害時避難に関する情報を

まとめて整理した対策集をウェブで公開しており

（ICHARM，2020a；ICHARM，2020b；人と防災未
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来センター，2020），専門家の手による有益な知見

の整理が行われている．これらの整理はコロナの拡

大という社会情勢を鑑みて速報的に行われたもので

あり，今後は実災害での経験や知見を踏まえた内容

の反映や更新が望まれるところである．

本稿では，ウェブサイト上で発信されているコロ

ナ状況下での災害時避難に関する情報を定期的に集

約し，課題・対策・実践事例の要点を抽出して取り

まとめるサマリーレポートの構築方法を検討する．

本来，防災に役立つ知見を適切に共有・活用するた

めには，取組みに関する情報を精緻にまとめたコン

テンツとすることが有効である．しかし，精緻な内

容を含むコンテンツは，適切な理解や活用に時間を

要する課題もあり，人々にとって必要な情報へのア

クセスが困難な可能性もある．そこで，取組みに関

する情報の要点のみを整理し，その中から必要な

情報へと深く掘り下げることが可能な「サマリーレ

ポート」の構築が有効であると考えた．

筆者らが実践したサマリーレポート構築までの流

れは，以下のとおりである（図 1）．
1. コロナ状況下での災害時避難に関するウェブ

情報を，キーワード検索等を用いて収集する

2. 収集したウェブ情報を内閣府通知の 9 項目に基

づいてカテゴリ別に分類する

3. カテゴリ別に整理されたウェブ情報から要点

を抽出する

4. 抽出した情報をもとにサマリーレポートを構

築する

ウェブ情報を収集する際の検索キーワード，収集期

間・頻度等は以下のとおりである．

 • 検索キーワード：コロナ and ( 避難 or 避難所 )
 • 収集期間：2020 年 4 月 1 日～ 2021 年 2 月 19 日

 • 収集頻度：1 週間に一度

 • コンテンツ内容：ニュース記事，自治体の実践

事例，研究機関等の対策マニュアル・手引き，

また，中央官庁の通知・通達，など

収集したウェブ情報は，収集対象が掲載されてい

るウェブページのリンク切れに対処するため PDF
形式で保存した．さらに，当該ウェブ情報を一元的

に管理するため，Microsoft Excel を用いてウェブ情

報の一覧表を作成した．一覧表の項目については以

下のとおりである．

 • リファレンス番号（ウェブ情報に付与した固有

番号）

 • 発行組織名

 • 年月日

 • 表示名（ウェブ情報のタイトル）

 • リンク先（URL）

3. ウェブ情報の分類

次にウェブ情報から必要な知見を引き出し易くす

るため，収集したウェブ情報をカテゴリ別に分類し

た．災害時避難においては，避難所への避難や避難

所に至る前の安全確保など，「難」を「避」けることが

必要である（内閣府ほか，2020a）．
そこで，コロナ状況下での災害時避難において，

状況毎に異なる対応を分類するために，「避難所に

おける新型コロナウイルス感染症への更なる対応に

ついて（以下，内閣府通知）」（内閣府ほか，2020b）
の 9 項目に，「在宅避難」を加えた以下の 10 項目を

カテゴリとして用いた（表 1）．「在宅避難」を新たに

加えた理由としては，サマリーレポートの構築を行

う中で自治体の防災担当職員と意見交換を行った際

に，災害時避難の接触感染を避けるための手段とし

て「在宅避難」を意識していることが明らかになった

ためである．

さらに，項目別に課題・対策・実践事例の 3 区分

に分類し，サブカテゴリとして設定した．この 3 区

分は筆者らが参画している研究プロジェクトで研究

開発を行ってきた「地域防災 Web」（三浦，2018）のコ

ンテンツ分類になぞらえて設定したものである．

図 1 サマリーレポート構築までの流れ

Fig. 1 Flow of Creating Summary Report.

今後，本稿で示すサマリーレポート様式を構造化

していくことで，全国各地の防災に関する取組みの

要点を効果的に集約するテンプレートとして活用さ

れることを目指す．

2. ウェブ情報の収集

まず，サマリーレポートを構築するための第 1 段

階として，ウェブサイト上で発信されるコロナ状況

下での災害時避難に関するウェブ情報を収集した．
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4. 要点の抽出

カテゴリ別に整理したウェブ情報を精査し，課題・

対策・実践事例の 3 区分で要点になる箇所を抽出し

た（図 2）．なお，ウェブ情報のどの部分から抽出し

たかを参照できるように，該当する部分にマーカー

で色付けした．区分別のマーカー色は以下のとおり

である．

 • 課題：赤色

 • 対策：青色

 • 実践事例：緑色

また，抽出した要点を一元的に管理するため，

Microsoft Excel を用いて表を作成した．この表では

縦にウェブ情報の一覧，横に 10 項目のカテゴリと

そのサブカテゴリである課題・対策・実践事例から

なる軸をとって整理を行った．なお，要点の抽出に

あたっては，内閣府通知上で使用されている語を手

がかりにした． 

5. サマリーレポートの構築

最後に，抽出した要点を集約したサマリーレポー

トを構築した（表 2）．抽出した要点は，10 項目の課

題・対策・実践事例ごとに最新の情報から降順で一

覧化した．また，新規で追加した情報は黄色ハイラ

イトすることで目立つよう工夫を行った．さらに，

要点の出所を参照できるように，要点の文末にソー

スを記載した（表 3）．
 • 対策箇所：内閣府よりコロナ状況下での災害時

避難対応に関するポイントが継続的に公開され

ており留意すべき事項であるため，内閣府によ

る対策ポイントと専門家等が推奨する対策を区

別

 • 実践事例箇所：令和 2 年 7 月豪雨等の実災害後

に災害時対応に関する情報が数多く発信されて

いるため災害時と平時の実践事例を区別，また，

市区町村順に記載

表 1 ウェブ情報のカテゴリ

Table 1 Categories of web-contents.

項目 1 可能な限り多くの避難所の開設

項目 2 親戚や友人の家等への避難の検討

項目 3 自宅療養者等の避難の検討

項目 4 避難者の健康状態の確認

項目 5 手洗い，咳エチケット等の基本的な対策の

徹底

項目 6 避難所の衛生環境の確保

項目 7 十分な換気の実施，スペースの確保等

項目 8 発熱，咳等の症状が出た者のための専用の

スペースの確保

項目 9 避難者が新型コロナウイルス感染症を発症

した場合

項目 10 在宅避難

図 2 抽出した要点のイメージ

Fig. 2 Image of essential points extracted.

表 2 サマリーレポート様式

Table 2 The format of summary report.
項目名 課題 • 要点 1（ソース）

• 要点 2（ソース） 
…

対策ポイント

（内閣府）

• 要点 1（ソース）

• 要点 2（ソース） 
…

対策 • 要点 1（ソース）

• 要点 2（ソース） 
…

実践事例 :
災害時

都道府

県名

• 市区町村 A：要点（ソー

ス）

• 市区町村 B：要点（ソー

ス） 
…

実践事例 :
平時

都道府

県名

• 市区町村 A：要点（ソー

ス）

• 市区町村 B：要点（ソー

ス） 
…
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筆者らが実践し構築したサマリーレポートは 2020
年 5 月 29 日に初版を公開後，2 週間ごとに更新し，

第 21版（2021年 2月 19日）まで継続的に公開した（防

災科学技術研究所 総合防災情報センター自然災害

情報室，2020）．実際に構築したサマリーレポート

の詳細については，後述の添付資料に示す．

6. おわりに

本稿では，ウェブサイト上で発信されるコロナ状

況下での災害時避難に関する情報から要点を取りま

とめるサマリーレポートの構築方法について，実践

を踏まえて検討した．具体的には，当該ウェブ情報

を収集し，内閣府通知の 9 対応項目に在宅避難を加

えた 10 項目に対して課題・対策・実践事例ごとに

分類した．次に，カテゴリ別に分類したウェブ情報

から要点を抽出した．そして，抽出した要点を集約

するサマリーレポートを構築した．当該サマリーレ

ポートは，コロナ状況下での災害時避難に関する要

点の集約を目的としたが，本稿で示すサマリーレ

ポート様式を構造化していくことで，全国各地の防

災取組の要点を集約するテンプレートとして活用さ

れることを目指したい．

謝辞

本研究におけるウェブ情報の収集および分類，サ

マリーレポートの更新にあたり，国土防災技術株式

会社の大沼乃里子氏・野村栞理氏の協力を得た．末
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表 3 ソースの記載方法

Table 3 The format of source.

ケース 表記 表記例

ソースが 1 つ

の場合

( 発行組織名，公開日 ) (NHK，2020/8/4)

ソースが複数

の場合

( 発行組織名 A，公

開日；発行組織名 B，
公開日 ) 

( 河北新報，

2020/7/30；山形県

大江町 )

ソースが自治

体の場合

( 都道府県市区町村

名 )
( 宮城県仙台市 )
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要　旨

本稿では，ウェブサイト上で発信されるコロナ状況下での災害時避難に関する情報を集約し，課題・

対策・実践事例の要点を抽出し取りまとめるサマリーレポートの構築方法を検討した．具体的には，当

該ウェブ情報を収集し，内閣府通知の 9 対応項目と在宅避難の計 10 項目の課題・対策・実践事例ごと

に分類した．次に，カテゴリ別に分類したウェブ情報から要点を抽出した．そして，抽出した要点を集

約するサマリーレポートを構築した．今後，当該サマリーレポート様式を構造化していくことで，全国

各地の防災に関する取組みの要点を効果的に集約するテンプレートとして活用されることを目指す．

キーワード：サマリーレポート，災害情報，COVID-19，災害時避難
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※ 防災科研調べ．情報は更新される可能性があります．
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関

す
る

問
い

合
わ

せ
は

こ
ち

ら
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＜
更

新
履

歴
＞

20
20

.0
5.

29
　

初
版

公
開

20
20

.0
6.

05
　

第
2
版

公
開

20
20

.0
6.

11
　

第
3
版

公
開

20
20

.0
6.

19
　

第
4
版

公
開

20
20

.0
6.

26
　

第
5
版

公
開

20
20

.0
7.

03
　

第
6
版

公
開

20
20

.0
7.

12
　

第
7
版

公
開

20
20

.0
8.

07
　

第
8
版

公
開

20
20

.0
8.

28
　

第
9
版

公
開

20
20

.0
9.

11
　

第
10

版
公

開

20
20

.0
9.

25
　

第
11

版
公

開

20
20

.1
0.

09
　

第
12

版
公

開

20
20

.1
0.

21
　

第
13

版
公

開

20
20

.1
0.

30
　

第
14

版
公

開

20
20

.1
1.

13
　

第
15

版
公

開

20
20

.1
1.

27
　

第
16

版
公

開

20
20

.1
2.

11
　

第
17

版
公

開

20
21

.0
1.

08
　

第
18

版
公

開

20
21

.0
1.

22
　

第
19

版
公

開

20
21

.0
2.

05
　

第
20

版
公

開

20
21

.0
2.

19
　

第
21

版
公

開
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①
可
能
な
限

り
多
く
の
避
難
所
の
開
設

◯
多

く
の

避
難

所

の
開

設

課
題

• 
東

京
都

地
域

公
益

活
動

推
進

協
議

会
が

運
営

す
る

一
部

の
施

設
や

事
業

所
に

お
い

て
，

行
政

と
新

型
コ

ロ
ナ

に
対

応
し

た
福

祉
避

難
所

の
運

営
に

つ
い

て
協

議
が

十
分

な
さ

れ
て

い
な

い
（

東
京

都
地

域
公

益
活

動
推

進
協

議
会

，
20

20
/1

2/
14

）

• 
多

摩
川

と
野

川
同

時
氾

濫
時

の
想

定
避

難
者

数
が

，
コ

ロ
ナ

禍
で

収
容

人
数

が
大

き
く

制
限

さ
れ

，
収

容
能

力
が

追
い

つ
い

て
い

な
い
（

東

京
都

狛
江

市
）（

東
京

新
聞

，
20

20
/1

0/
17

）

• 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
で

福
祉

避
難

所
は

避
難

者
の

受
入

れ
が

困
難
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
14

；
N

H
K
，

20
20

/1
2/

22
；

N
H

K
，

20
21

/1
/4
；

山
陰

中
央

新
報

，
20

21
/1

/1
2）

• 
10

0
市

町
村

38
3
カ

所
の

避
難

所
で

定
員

に
達

し
た
（

内
閣

府
，

20
20

/9
/2

3，
20

20
/1

0/
8；

時
事

通
信

社
，

20
20

/9
/2

3）
• 
台

風
の

強
風

の
中

の
移

動
は

危
険

が
伴

う
こ

と
や

，
高

齢
者

に
対

し
て

空
き

の
あ

る
別

の
避

難
所

へ
の

徒
歩

移
動

を
打

診
す

る
こ

と
は

出
来

ず
，

定
員

を
超

え
て

受
け

入
れ

せ
ざ

る
を

得
な

い
（

福
岡

県
大

牟
田

市
；

鹿
児

島
県

鹿
児

島
市

）（
西

日
本

新
聞

，
20

20
/9

/8
）

• 
高

台
の

施
設

や
エ

ア
コ

ン
完

備
な

ど
特

定
の

避
難

所
に

希
望

が
殺

到
し

，
一

部
避

難
所

が
満

員
（

長
崎

県
長

崎
市

）（
西

日
本

新
聞

，

20
20

/9
/8
）

• 
避

難
所

の
増

設
に

よ
り

，
避

難
所

運
営

の
職

員
や

保
健

師
が

人
手

不
足
（

福
岡

県
久

留
米

市
；
佐

賀
県

小
城

市
；
佐

賀
県

西
松

浦
郡

有
田

町
）

（
N

H
K
，

20
20

/9
/7
；

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/8
；

 佐
賀

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

• 
避

難
所

の
受

入
れ

人
数

を
減

ら
し

た
と

こ
ろ

，
定

員
に

達
し

新
た

な
受

入
れ

が
で

き
な

い
（

九
州

・
山

口
県

）（
N

H
K
，

20
20

/9
/7
，

日
テ

レ
N

EW
S2

4，
20

20
/9

/7
）

• 
ネ

ッ
ト

を
み

る
こ

と
が

で
き

な
い

高
齢

者
へ

の
情

報
伝

達
も

含
め

，
避

難
所

が
定

員
に

達
し

た
際

の
増

設
分

の
周

知
の

徹
底

が
困

難
（

佐

賀
県

佐
賀

市
；

福
岡

県
久

留
米

市
）（

西
日

本
新

聞
，

20
22

0/
9/

8；
佐

賀
新

聞
，

20
20

/9
/9
）

• 
台

風
9
号

で
は

34
人

，
台

風
10

号
で

は
最

大
4,

47
2
人

が
避

難
し

て
お

り
，

避
難

者
数

の
予

想
が

難
し

い
（

福
岡

県
福

岡
市

）（
西

日
本

新
聞

，
20

20
/9

/8
）

• 
避

難
所

開
設

に
際

し
参

集
す

る
職

員
の

仕
組

み
が

十
分

整
っ

て
い

な
い
（

京
都

府
京

都
市

）（
京

都
新

聞
，

20
20

/7
/9
）

• 
使

え
る

施
設

や
対

応
で

き
る

自
治

体
職

員
･
保

健
師

の
数

が
足

り
な

い
（

N
H

K
，

20
20

/4
/1

8；
N

H
K
，

20
20

/4
/3

0；
時

事
通

信
社

，

20
20

/5
/2
；

毎
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
0；

北
海

道
新

聞
，

20
20

/9
/9
）

• 
長

期
間

の
避

難
所

開
設

の
場

合
に

は
対

応
が

難
し

い
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

• 
熊

本
地

震
の

復
旧

が
終

わ
っ

て
い

な
い

公
共

施
設

が
多

い
た

め
対

応
が

難
し

い
(熊

本
県

益
城

町
)（
熊

本
日

日
新

聞
，

20
20

/4
/1

9）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
避

難
先

の
確

保
に

関
す

る
情

報
や

避
難

情
報

，
避

難
所

の
混

雑
状

況
に

関
す

る
情

報
の

周
知

に
つ

い
て

は
，
（

台
風

の
際

に
音

が
聞

こ
え

づ
ら

い
）
防

災
行

政
無

線
だ

け
で

な
く

，
個

別
受

信
機

や
固

定
電

話
へ

の
配

信
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

情
報

提
供

な
ど

効
果

的
な

情
報

発
信

の
手

段
や

，
防

災
メ

ー
ル

や
SN

S
等

の
登

録
者

の
確

保
な

ど
情

報
が

適
切

に
伝

わ
る

仕

組
み

を
検

討
（

内
閣

府
，

20
20

/1
0/

8，
20

20
/1

2/
17

）

• 
避

難
所

の
場

所
，

収
容

人
数

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

取
組

方
針

等
を

周
知

し
，

収
容

人
数

の
関

係
で

他
の

避
難

所
へ

避
難

せ
ざ

る
を

得
な

い
場

合
に

備
え

，
早

め
の

避
難

を
促

し
つ

つ
，

住
民

が
避

難
す

る
前

に
混

雑
状

況
を

周
知

す
る

方
法

を
事

前
に

検

討
し

て
住

民
に

周
知
（

内
閣

府
，

20
20

/9
/2

3，
20

20
/1

0/
8）

• 
他

の
避

難
所

へ
行

く
こ

と
に

危
険

を
伴

う
天

候
の

場
合

な
ど

に
は

，
他

の
避

難
所

の
紹

介
は

避
け

る
べ

き
で

あ
り

，
避

難
所

の
収

容
人

数
を

超
過

し
た

際
，

当
該

避
難

所
で

避
難

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
想

定
し

て
い

た
以

外
の

ス
ペ

ー
ス

を
避

難
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

開
設

で
き

る

場
合

は
対

応
（

内
閣

府
，

20
20

/9
/2

3，
20

20
/1

0/
8）
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対
策

• 
防

災
科

学
技

術
研

究
所

な
ど

の
チ

ー
ム

が
，
「

防
災

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
」
と

呼
ば

れ
る

A
Iや

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

，
避

難
所

ご
と

の

混
雑

具
合

を
最

大
6
時

間
先

ま
で

予
測

し
，

3
密

を
回

避
す

る
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
着

手
（

読
売

新
聞

，
20

21
/1

/2
7）

• 
福

祉
避

難
所

と
な

る
施

設
で

の
受

入
れ

が
難

し
い

場
合

，
一

般
避

難
所

に
福

祉
避

難
所

の
機

能
を

備
え

，
人

的
な

体
制

を
整

え
た

上
で

要
配

慮
者

を
受

け
入

れ
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
14

）

• 
避

難
所

の
混

雑
状

況
な

ど
の

情
報

は
，

防
災

行
政

無
線

，
エ

リ
ア

メ
ー

ル
，

SN
S，

H
P
と

様
々

な
媒

体
を

使
い

，
受

け
た

情
報

を
地

域

の
中

で
共

有
化

す
る

こ
と

が
重

要
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

6）
• 
小

型
発

信
機

B
LE

ビ
ー

コ
ン

を
利

用
し

て
避

難
者

数
を

集
計

，
避

難
所

の
混

雑
状

況
を

自
治

体
H

P
で

表
示
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/1

5；
福

岡
工

業
大

学
，

20
21

/1
/2

1）
• 
自

治
体

は
避

難
所

が
住

民
の

数
に

対
し

て
ど

れ
く

ら
い

不
足

し
て

い
る

か
を

公
表

し
，

商
業

施
設

な
ど

の
公

的
機

関
以

外
の

施
設

の
確

保
や

避
難

所
の

混
雑

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

発
信
（

N
H

K
，

20
20

/9
/7
）

• 
避

難
所

が
学

校
の

場
合

に
体

育
館

の
み

な
ら

ず
教

室
の

活
用
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

• 
学

校
の

教
室

･
廊

下
や

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
活

用
（

神
奈

川
県

内
市

町
村

）（
N

H
K
，

20
20

/4
/3

0）
• 
地

区
ご

と
に

広
さ

な
ど

か
ら

感
染

症
対

策
を

講
じ

る
こ

と
の

で
き

る
優

先
順

位
を

設
定

し
，

そ
の

順
で

避
難

所
を

開
設
（

千
葉

県
南

房
総

市
）

実
践

事
例

（
令
和

2
年

7
月

豪
雨
）

（
令
和

2
年
台
風

第
9・

10
号
）

山
形

県
•	
山

形
県

大
蔵

村
：

地
域

の
中

で
も

浸
水

が
懸

念
さ

れ
る

世
帯

に
向

け
て

，
3
密

回
避

を
視

野
に

入
れ

電
話

等
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
で

早
期

避
難

を
呼

び
掛

け
（

河
北

新
報

，
20

20
/1

1/
13

）

山
口

県
•	
山

口
県

下
関

市
：

一
部

の
避

難
所

が
定

員
に

達
し

住
民

が
近

隣
施

設
へ

移
動
（

中
国

新
聞

，
20

20
/9

/1
9）

•	
山

口
県

山
口

市
：

35
カ

所
開

設
し

た
避

難
所

の
う

ち
3
カ

所
で

定
員

に
達

し
，

約
60

人
が

近
く

の
小

中
学

校
へ

移
動
（

中
国

新
聞

，

20
20

/9
/1

9）
•	
山

口
県

萩
市

：
一

部
の

避
難

所
が

定
員

に
達

し
住

民
が

近
隣

施
設

へ
移

動
（

中
国

新
聞

，
20

20
/9

/1
9）

福
岡

県
•	
福

岡
県

北
九

州
市
：
避

難
所

を
増

設
し

，
定

員
の

3
～

４
割

で
受

け
入

れ
を

停
止

し
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/8
）
，
受

け
入

れ
で

き
な

か
っ

た
人

を
周

辺
の

避
難

所
に

案
内
（

N
H

K
，

20
20

/9
/6
）

•	
福

岡
県

福
岡

市
：

一
部

の
避

難
所

で
定

員
に

達
し

，
避

難
所

を
増

設
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/8
）

• 
福

岡
県

久
留

米
市

：
通

常
よ

り
多

く
の

避
難

所
を

準
備

し
た

が
受

入
れ

人
数

を
減

ら
し

た
こ

と
等

が
原

因
で

定
員

に
達

し
，

急
き

ょ
避

難
所

を
増

設
（

東
京

新
聞

，
20

20
/9

/6
；

N
H

K
，

20
20

/9
/7
）

• 
福

岡
県

飯
塚

市
：

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
SN

S
で

避
難

所
の

混
雑

状
況

を
発

信
（

N
H

K
，

20
20

/9
/7
）

•	
福

岡
県

嘉
麻

市
：

避
難

所
が

定
員

に
達

し
，

会
員

制
交

流
サ

イ
ト
（

SN
S）

を
使

っ
て

他
の

避
難

所
を

案
内
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/8
）

• 
福

岡
県

糸
島

市
：

受
入

れ
人

数
を

減
ら

し
た

こ
と

等
が

原
因

で
定

員
に

達
し

，
急

き
ょ

避
難

所
を

増
設
（

N
H

K
，

20
20

/9
/7
）

佐
賀

県
•	
佐

賀
県

佐
賀

市
：

小
学

校
や

支
所

の
会

議
室

・
廊

下
を

活
用

す
る

等
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/8
）
増

設
し

た
が

，
情

報
伝

達
が

行
き

届
か

ず

あ
る

高
齢

者
が

避
難

所
3
カ

所
を

回
っ

て
入

所
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

•	
佐

賀
県

唐
津

市
：

5
月

中
旬

か
ら

分
散

避
難

の
た

め
，

地
域

の
区

長
や

自
治

会
長

ら
に

自
主

避
難

所
の

開
設

を
要

請
し

た
結

果
，

24
カ

所
立

ち
上

が
り
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/9

/9
）
，

高
齢

者
ふ

れ
あ

い
会

館
「

り
ふ

れ
」
で

は
和

室
や

ロ
ビ

ー
，

軽
運

動
室

を
活

用
し

，
定

員
の

6
倍

に
上

る
避

難
者

を
受

け
入

れ
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/8
）

•	
佐

賀
県

嬉
野

市
：

予
定

し
た

避
難

所
が

足
り

ず
3
カ

所
増

設
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

•	
佐

賀
県

白
石

町
：

避
難

所
が

定
員

に
達

し
，

避
難

所
を

増
設
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/8
）
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長
崎

県
•	
長

崎
県

佐
世

保
市

：
台

風
10

号
の

規
模

の
大

き
さ

を
勘

案
し

，
台

風
9
号

時
の

約
2
倍

の
避

難
所

を
開

設
し

た
と

こ
ろ

，
感

染
防

止
用

品
や

担
当

職
員

を
直

ち
に

準
備

で
き

ず
，

30
カ

所
の

避
難

所
が

2
時

間
遅

れ
て

開
設
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/9

/8
）

•	
長

崎
県

松
浦

市
：

避
難

所
に

約
90

0
人

避
難

し
た

こ
と

を
受

け
，

新
た

な
避

難
所

を
追

加
開

設
（

長
崎

新
聞

，
20

20
/1

0/
18

）

•	
長

崎
県

五
島

市
：

市
の

指
定

避
難

所
40

カ
所

の
う

ち
15

カ
所

で
定

員
に

達
し

，
小

学
校

な
ど

20
カ

所
を

急
遽

増
設
（

中
国

新
聞

，

20
20

/9
/1

9）

熊
本

県
•	
熊

本
県

：
運

営
は

熊
本

県
経

営
協

D
W

AT
が

行
い

，
被

災
地

周
辺

で
比

較
的

被
災

の
少

な
い

施
設

の
ゾ

ー
ニ

ン
グ

さ
れ

た
ホ

ー
ル

を
利

用
し

て
福

祉
避

難
所

を
設

営
（

東
京

都
地

域
公

益
活

動
推

進
協

議
会

，
20

20
/1

2/
14

）

•	
熊

本
県

水
俣

市
：

高
台

の
避

難
所

が
避

難
者

を
7，

8
割

受
付

し
た

段
階

で
，

防
災

無
線

や
メ

ー
ル

を
用

い
て

市
民

に
他

の
避

難
所

を
利

用
す

る
よ

う
呼

び
か

け
（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/1
9）

宮
崎

県
•	
宮

崎
県

宮
崎

市
：

定
員

に
達

し
た

避
難

所
に

避
難

者
が

来
た

場
合

，
周

辺
の

避
難

所
を

案
内

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
避

難
所

の
混

雑
状

況
を

周
知
（

東
京

新
聞

，
20

20
/9

/6
；

N
H

K
，

20
20

/9
/6
）

そ
の

他
• 
収

容
人

数
を

超
え

た
場

合
は

，
避

難
所

の
ス

ペ
ー

ス
の

拡
大

や
他

の
避

難
所

の
紹

介
，

急
き

ょ
避

難
所

を
増

設
す

る
な

ど
し

て
対

応
（

内

閣
府

，
20

20
/9

/2
3，

20
20

/1
0/

8；
N

H
K
，

20
20

/9
/2

4）
• 
避

難
所

の
廊

下
や

ロ
ビ

ー
，

学
校

の
音

楽
室

な
ど

，
従

来
の

避
難

ス
ペ

ー
ス

以
外

で
も

避
難

者
を

受
け

入
れ
（

N
H

K
，

20
20

/8
/4
）

実
践

事
例

北
海

道
• 
北

海
道

：
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

改
訂

し
避

難
所

の
増

設
を

市
区

町
村

に
要

求
（

北
海

道
新

聞
，

20
20

/9
/9
；

北
海

道
）

• 
北

海
道

札
幌

市
：

避
難

所
の

混
雑

状
況

が
分

か
る

よ
う

な
形

で
表

示
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

，
情

報
を

開
示

す
る

こ
と

で
分

散
避

難
を

促
す
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

6）

宮
城

県
• 
宮

城
県

仙
台

市
：

指
定

避
難

所
に

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

で
き

な
い

場
合

に
は

補
助

避
難

所
（

市
民

セ
ン

タ
ー

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

セ

ン
タ

ー
）
や

地
区

避
難

施
設
（

地
域

の
集

会
所

な
ど

）
の

活
用

を
検

討
（

宮
城

県
仙

台
市

）

• 
宮

城
県

気
仙

沼
市

：
警

戒
レ

ベ
ル

3
の
「

避
難

準
備

・
高

齢
者

等
避

難
開

始
」
の

発
令

段
階

で
，

従
来

の
倍

の
25

カ
所

を
開

設
（

秋
田

魁

新
報

社
，

20
20

/5
/2

7；
宮

城
県

気
仙

沼
市

）

秋
田

県
• 
秋

田
県

由
利

本
荘

市
：

避
難

所
の

定
員

を
半

分
程

度
に

抑
え

，
開

設
場

所
を

増
や

す
こ

と
を

検
討
（

秋
田

魁
新

報
社

，
20

20
/5

/2
7）

福
島

県
• 
福

島
県

郡
山

市
：

株
式

会
社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

福
島

民
友

新
聞
，

20
20

/1
1/

2；
福

島
県

郡
山

市
）

00
0

• 
福

島
県

い
わ

き
市

：
株

式
会

社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
し

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

Io
TN

EW
S，

20
20

/1
0/

27
；

福
島

県
い

わ
き

市
）
，

訓
練

に
お

い
て

災
害

時
の

情
報

発
信

等
の

対
応

を
確

認
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

21
/1

/2
5；

福
島

県
い

わ
き

市
）

• 
福

島
県

福
島

市
：

1
次

避
難

所
に

集
会

所
を

加
え

る
な

ど
避

難
所

を
19

カ
所

か
ら

10
0
カ

所
以

上
に

増
設
（

福
島

民
友

新
聞

，

20
20

/1
0/

11
）

• 
福

島
県

い
わ

き
市

：
避

難
所

を
45

カ
所

か
ら

79
カ

所
に

増
設

し
，

浸
水

地
域

内
の

学
校

な
ど

で
，

垂
直

避
難

の
導

入
を

検
討
（

福
島

民

友
新

聞
，

20
20

/1
0/

11
）

• 
福

島
県

会
津

坂
下

町
：

災
害

の
種

類
を

踏
ま

え
て

，
活

用
可

能
な

施
設

全
て

を
避

難
所

と
し

て
位

置
づ

け
（

福
島

民
友

新
聞

，

20
20

/1
0/

11
）

• 
福

島
県

湯
川

村
：

近
隣

市
町

村
と

の
協

定
締

結
な

ど
，

避
難

所
の

広
域

化
を

検
討
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/1

0/
11
）

栃
木

県
• 
栃

木
県

足
利

市
：

足
利

大
本

城
キ

ャ
ン

パ
ス

の
緊

急
避

難
場

所
活

用
の

協
定
（

下
野

新
聞

，
20

20
/4

/1
0）
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群
馬

県
•	
群

馬
県

桐
生

市
：

株
式

会
社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

上
毛

新
聞

，
20

20
/1

1/
8；

群
馬

県
桐

生
市

）

•	
群

馬
県

太
田

市
：

避
難

所
の

開
設

や
6
段

階
の

混
雑

状
況

を
配

信
す

る
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

設
置
（

上
毛

新
聞

，
20

20
/1

1/
8；

群
馬

県

太
田

市
）

•	
群

馬
県

富
岡

市
：

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
集

会
所

等
を
「

地
域

避
難

所
」
と

し
，

小
中

学
校

の
体

育
館

だ
け

で
な

く
，

武
道

室
や

理
科

室

な
ど

の
特

別
教

室
も

開
放
（

東
京

新
聞

，
20

20
/9

/1
1；

群
馬

県
富

岡
市

a；
群

馬
県

富
岡

市
b）

•	
群

馬
県

明
和

町
：

株
式

会
社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

PR
 T

IM
ES

，
20

20
/1

1/
5）

埼
玉

県
•	
埼

玉
県

志
木

市
：

株
式

会
社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

埼
玉

県
志

木
市

）

•	
埼

玉
県

東
松

山
市

：
学

校
の

体
育

館
だ

け
で

な
く

教
室

も
避

難
所

に
指

定
（

東
京

新
聞

，
20

20
/5

/1
9；

埼
玉

県
東

松
山

市
）

千
葉

県
• 
千

葉
県

千
葉

市
：

町
内

自
治

会
集

会
所

な
ど

を
避

難
先

と
し

て
指

定
す

る
「

地
域

避
難

施
設

認
定

制
度

」
を

開
始
（

日
本

経
済

新
聞

，

20
21

/1
/2

5）
•	
千

葉
県

南
房

総
市

：
あ

る
程

度
区

切
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

確
保

の
必

要
性

か
ら

学
校

施
設

な
ど

適
正

な
場

所
を

開
設
（

千
葉

県
南

房
総

市
）
，

株
式

会
社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，
避

難
所

の
混

雑
可

視
化

シ
ス

テ
ム

の
運

用
を

開
始
（

房
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
30
；
千

葉
県

南
房

総
市

）

東
京

都
•	
東

京
都

千
代

田
区

：
災

害
時

に
お

け
る

要
配

慮
者

等
の

安
全

確
保

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
，

福
祉

避
難

所
の

開
設

等
に

関
す

る
協

定
を

ジ
ロ

ー
ル

麹
町

，
TH

E 
 B

A
N

C
H

O
，

か
ん

だ
連

雀
と

締
結
（

東
京

都
千

代
田

区
，

20
20

/1
2/

10
）

•	
東

京
都

大
田

区
：

浸
水

地
域

が
広

い
た

め
浸

水
地

域
を

避
け

て
避

難
所

を
開

設
す

る
こ

と
が

困
難

だ
っ

た
が

，
2
階

以
上

の
建

物
に

限
定

す
る

な
ど

し
て

数
を

増
や

し
，

区
内

で
89

カ
所

の
避

難
所

を
当

初
か

ら
開

設
す

る
見

通
し
（

Sa
nk

ei
B

iz
，

20
20

/7
/3
；

東
京

都
大

田
区

）

• 
東

京
都

豊
島

区
：

株
式

会
社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

日
本

経
済

新
聞
，

20
20

/1
1/

13
；

東
京

新
聞

，
20

20
/1

1/
14

；
東

京
都

豊
島

区
）

•	
東

京
都

調
布

市
：

避
難

所
の

開
設

状
況

や
混

雑
状

況
な

ど
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
確

認
で

き
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

企
業

の
「

サ
イ

ボ
ウ

ズ
」
が

開
発

し
た

シ
ス

テ
ム

を
試

験
的

に
導

入
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/7

/3
0；

FN
N
，

20
20

/9
/1
；

東
京

新
聞

，
20

20
/1

0/
13

；
 東

京
都

調
布

市
）

神
奈

川
県

•	
神

奈
川

県
藤

沢
市
：
大

規
模

な
駐

車
場
（

車
両

受
入

約
50

0
台

）
を

有
し

，
体

育
室

や
観

覧
席

等
の

広
い

避
難

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
で

き
る
「

秋

葉
台

文
化

体
育

館
」
を

水
害

避
難

所
と

し
て

新
た

に
指

定
（

神
奈

川
県

藤
沢

市
）

•	
神

奈
川

県
横

浜
市

：
地

域
防

災
拠

点
の

開
設

・
運

営
の

ポ
イ

ン
ト

を
作

成
，

避
難

所
・

避
難

場
所

の
増

設
に

つ
い

て
記

載
（

タ
ウ

ン

ニ
ュ

ー
ス

，
20

20
/9

/3
；

神
奈

川
県

横
浜

市
）
，

防
災

ア
プ

リ
に

避
難

所
の

混
雑

状
況

が
わ

か
る

機
能

を
追

加
予

定
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
21

/1
/7
）

•	
神

奈
川

県
相

模
原

市
：

城
山

ダ
ム

の
緊

急
放

流
を

想
定

し
，

区
内

の
風

水
害

時
避

難
場

所
を

約
2
倍

に
拡

充
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
0/

1；
神

奈
川

県
相

模
原

市
）

•	
神

奈
川

県
厚

木
市

：
風

水
害

時
の

避
難

所
に

つ
い

て
，

想
定

収
容

人
数

と
実

際
の

避
難

者
数

を
30

分
～

1
時

間
お

き
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
（

東
京

新
聞

，
20

20
/1

1/
15

；
神

奈
川

県
厚

木
市

）

•	
神

奈
川

県
伊

勢
原

市
：

避
難

所
と

し
て

学
校

の
体

育
館

や
教

室
，

ま
た

，
新

た
に

地
域

の
自

治
会

館
の

活
用

を
検

討
（

N
H

K
，

20
20

/4
/3

0；
神

奈
川

県
伊

勢
原

市
）

•	
神

奈
川

県
葉

山
町

：
製

薬
会

社
「

第
一

三
共

」
の

保
有

す
る

研
修

施
設

を
災

害
時

避
難

所
と

し
て

利
用

す
る

協
定

を
締

結
（

逗
子

葉
山

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/3
0；

神
奈

川
県

葉
山

町
)

•	
神

奈
川

県
三

浦
市

：
震

災
時

，
風

水
害

時
の

避
難

所
数

を
2
カ

所
ず

つ
増

設
（

東
京

新
聞

，
20

20
/1

1/
15

）
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岐
阜

県
• 
岐

阜
県

：
避

難
所

と
し

て
学

校
の

体
育

館
だ

け
で

な
く

教
室

も
使

う
ほ

か
高

校
･
大

学
･
専

門
学

校
・

宿
泊

施
設
（

旅
館

・
ホ

テ
ル

）
な

ど
の

活
用
（

岐
阜

県
）

静
岡

県
• 
静

岡
県

：
観

光
バ

ス
を

避
難

所
と

し
て

貸
し

出
す

こ
と

を
検

討
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/7

/1
2）

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

芦
屋

市
：
指

定
避

難
所

で
は

な
い

図
書

館
や

集
会

所
を

避
難

先
の

候
補

と
し

て
掲

示
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/4

/2
0；

兵
庫

県
芦

屋
市

）

• 
兵

庫
県

西
脇

市
：
株

式
会

社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/1

0/
22
；

兵
庫

県
西

脇
市

）

• 
兵

庫
県

三
木

市
：

災
害

協
定

を
結

ぶ
市

内
の

大
型

複
合

施
設

の
活

用
検

討
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/4

/2
0；

兵
庫

県
三

木
市

）

• 
兵

庫
県

：
福

祉
施

設
を

福
祉

避
難

所
と

す
る

た
め

に
必

要
な

感
染

防
止

対
策

の
工

事
費

用
を

一
部

助
成
（

N
H

K
，

20
21

/1
/2

1）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
和

歌
山

市
：
自

主
避

難
の

段
階

か
ら

小
中

学
校

な
ど

市
10

3
カ

所
の

指
定

避
難

所
の

広
い

場
所

を
提

供
（

和
歌

山
県

和
歌

山
市

）

岡
山

県
• 
岡

山
県

岡
山

市
：

定
員

に
達

し
そ

う
な

避
難

所
の

情
報

を
防

災
メ

ー
ル

や
防

災
行

政
無

線
で

住
民

に
周

知
す

る
こ

と
を

検
討
（

中
国

新
聞

，
20

20
/9

/1
9）

，
東

京
の

IT
企

業
と

協
定

を
締

結
し

，
避

難
所

の
混

雑
状

況
を

確
認

で
き

る
専

用
サ

イ
ト

を
設

置
（

山
陽

新
聞

，

20
20

/1
1/

4；
岡

山
県

岡
山

市
）

広
島

県
• 
広

島
県

安
芸

高
田

市
：
株

式
会

社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，

避
難

所
の

混
雑

可
視

化
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
（

広
島

県
安

芸
高

田
市

）

• 
広

島
県
：
株

式
会

社
「

バ
カ

ン
」
と

協
定

を
締

結
，
避

難
所

の
混

雑
可

視
化

シ
ス

テ
ム

の
運

用
を

開
始
（

時
事

通
信

社
，

20
20

/1
1/

30
；
広

島
県

）

• 
広

島
県

呉
市

：
定

員
に

達
し

そ
う

な
避

難
所

の
情

報
を

防
災

メ
ー

ル
や

防
災

行
政

無
線

で
住

民
に

周
知

す
る

こ
と

を
検

討
（

中
国

新
聞

，

20
20

/9
/1

9；
広

島
県

呉
市

）

• 
広

島
県

広
島

市
：

定
員

に
達

し
そ

う
な

避
難

所
情

報
を

周
知

し
，

超
過

し
た

場
合

で
も

マ
ス

ク
着

用
，

手
指

消
毒

を
徹

底
し

，
廊

下
な

ど
を

活
用

し
て

受
け

入
れ

る
方

向
で

検
討
（

中
国

新
聞

，
20

20
/9

/1
9）

• 
広

島
県

廿
日

市
市

：
定

員
に

達
し

そ
う

な
避

難
所

の
情

報
を

防
災

メ
ー

ル
や

防
災

行
政

無
線

で
住

民
に

周
知

す
る

こ
と

を
検

討
（

中
国

新

聞
，

20
20

/9
/1

9）

徳
島

県
• 
徳

島
県

：
「

サ
ブ

避
難

所
」
と

し
て

消
防

団
の

詰
め

所
や

民
間

事
業

所
の

活
用
（

徳
島

県
a；

徳
島

県
b）

熊
本

県
• 
熊

本
県

熊
本

市
：

通
常

の
避

難
所

と
は

別
に

感
染

者
を

受
け

入
れ

る
「

保
健

避
難

所
」
を

市
内

5
カ

所
に

設
置

す
る
（

日
本

経
済

新
聞

，

20
20

/6
/2

9；
熊

本
県

熊
本

市
）

福
岡

県
• 
福

岡
県

：
指

定
避

難
所

以
外

に
臨

時
避

難
所

の
確

保
，

近
隣

市
町

村
の

指
定

避
難

所
も

利
用

で
き

る
よ

う
予

め
協

定
の

締
結

，
体

育
館

が
避

難
所

と
な

る
学

校
で

は
空

き
教

室
の

活
用

，
ホ

テ
ル

や
旅

館
の

活
用

に
際

し
事

前
に

協
定

の
締

結
（

福
岡

県
）

• 
福

岡
県

朝
倉

市
：
初

期
避

難
所

開
設

を
従

来
の

3
施

設
か

ら
6
施

設
に

増
や

し
，
避

難
所

従
事

者
も

2
人

1
組

か
ら

3
人

1
組

に
増

員
（

福

岡
県

朝
倉

市
）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

石
垣

市
：

避
難

者
が

増
え

た
場

合
，

避
難

所
の

2
階

に
利

用
を

広
げ

る
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/8

/2
4；

沖
縄

県
石

垣
市

）

• 
沖

縄
県

糸
満

市
：
避

難
所

内
の

空
き

部
屋

，
空

き
教

室
を
「

サ
ブ

避
難

所
」
と

し
て

利
用
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/8

/2
4；

沖
縄

県
糸

満
市

）

そ
の

他
• 
学

内
に

あ
る

地
上

9
階

建
て

の
教

室
棟

が
豪

雨
災

害
時

の
広

域
避

難
所

と
し

て
活

用
可

能
（

日
大

工
学

部
）（

福
島

民
友

新
聞

，

20
20

/1
0/

18
）
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◯
ホ

テ
ル

･
旅

館

等
の

活
用

課
題

• 
地

域
全

体
が

被
災

し
た

場
合

は
広

域
的

な
避

難
と

な
り

，
地

元
の

ホ
テ

ル
・

旅
館

だ
け

で
は

対
応

が
で

き
な

い
（

旅
行

新
聞

，

20
20

/1
0/

31
）

• 
コ

ロ
ナ

対
策

で
入

所
者

と
家

族
の

面
会

を
制

限
し

て
い

る
等

の
理

由
か

ら
，

高
齢

者
施

設
，

障
害

者
施

設
で

の
避

難
者

の
受

け
入

れ
が

困
難
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
14

）

• 
協

定
を

結
ん

だ
ホ

テ
ル

や
，

住
民

が
自

主
避

難
を

し
よ

う
と

し
た

ホ
テ

ル
が

満
室

と
な

り
利

用
・

予
約

が
出

来
な

い
（

内
閣

府
，

20
20

/9
/2

3，
20

20
/1

0/
8；

N
H

K
，

20
20

/9
/2

4）
• 
台

風
10

号
で

は
積

極
的

に
ホ

テ
ル

や
旅

館
な

ど
を

活
用

し
て

避
難

す
る

人
も

お
り

一
部

満
室

と
な

る
宿

泊
施

設
が

あ
っ

た
（

佐
賀

県
武

雄
市

；
長

崎
県

雲
仙

市
；

鹿
児

島
県

志
布

志
市

；
鹿

児
島

県
喜

界
島

）（
日

テ
レ

N
EW

S2
4，

20
20

/9
/7
；

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/8
；

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/9
；

長
崎

新
聞

，
20

20
/1

1/
22

）

• 
ホ

テ
ル

が
満

室
の

際
に

，
避

難
者

の
安

全
や

ス
タ

ッ
フ

の
対

応
人

数
を

考
慮

す
る

と
，

客
室

以
外

へ
の

受
入

れ
が

で
き

な
い
（

鹿
児

島
県

志
布

志
市

）（
南

日
本

新
聞

，
20

20
/9

/1
3）

• 
民

宿
側

と
し

て
，

宿
泊

客
が

い
た

場
合

，
避

難
者

の
受

入
は

難
し

い
（

北
海

道
標

津
町

）（
N

H
K
，

20
20

/6
/2
）

• 
感

染
の

疑
わ

し
い

人
へ

の
対

応
を

誰
が

担
う

の
か

，
宿

泊
客

で
埋

ま
っ

て
い

た
場

合
，

避
難

所
と

し
て

利
用

で
き

る
の

か
と

い
っ

た
問

題
（

秋
田

魁
新

報
社

，
20

20
/5

/2
7）

• 
ホ

テ
ル

や
旅

館
そ

の
も

の
が

あ
ま

り
な

い
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/4

/2
0；

毎
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
0）

• 
一

時
避

難
所

と
し

て
協

定
を

結
ぶ

ホ
テ

ル
や

専
門

学
校

の
風

評
被

害
を

考
え

た
場

合
に

協
力

を
お

願
い

し
づ

ら
い
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/4
/2

8）
• 
小

規
模

災
害

で
の

宿
泊

施
設

借
り

上
げ

の
費

用
の

負
担
（

福
島

民
報

，
20

20
/4

/1
8）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
災

害
救

助
法

が
適

用
さ

れ
る

場
合

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
と

し
て

ホ
テ

ル
・
旅

館
等

を
避

難
所

と
し

て
設

置
，
維

持
，

管
理

す
る

費
用

は
国

庫
負

担
の

対
象

と
な

り
，

同
法

が
適

用
さ

れ
な

い
場

合
で

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
応

地
方

創
生

臨
時

交
付

金

の
活

用
を

検
討
（

内
閣

府
，

20
20

/1
2/

17
）

• 
国

が
自

治
体

に
提

供
し

て
い

る
，

協
力

可
能

な
全

国
1,

20
0
超

の
宿

泊
施

設
情

報
，

ま
た

，
国

お
よ

び
独

立
行

政
法

人
等

が
所

有
し

災
害

時
の

施
設

活
動

状
況

に
応

じ
て

避
難

所
と

し
て

貸
出

可
能

な
約

93
0
の

研
修

所
や

宿
泊

施
設

等
に

係
る

情
報

の
活

用
を

検
討
（

内
閣

府
，

20
20

/1
2/

17
）

• 
事

前
に

関
係

団
体

等
と

協
定

等
に

よ
り

情
報

の
共

有
に

つ
い

て
も

予
め

調
整

す
る

こ
と

で
，

空
室

の
あ

る
ホ

テ
ル

・
旅

館
へ

の
自

主
的

な
避

難
を

円
滑

化
し

，
満

室
情

報
を

避
難

所
の

準
備

に
役

立
て

る
（

内
閣

府
，

20
20

/9
/2

3，
20

20
/1

0/
8，

20
20

/1
2/

17
）

• 
宿

泊
団

体
等

か
ら

情
報

提
供

さ
れ

た
受

入
可

能
な

ホ
テ

ル
・
旅

館
等

の
リ

ス
ト

も
参

考
に

借
り

上
げ

に
係

わ
る

調
整
（

開
始

時
期
・
期

間
・

費
用

等
）
，

優
先

的
に

避
難

す
る

者
（

高
齢

者
・

基
礎

疾
患

者
・

障
が

い
者

・
妊

産
婦

・
訪

日
外

国
人

旅
行

者
等

お
よ

び
そ

の
家

族
等

）
を

検
討

し
優

先
順

位
を

決
め

事
前

に
リ

ス
ト

を
作

成
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

16
）

対
策

• 
宿

泊
施

設
を

借
り

上
げ

福
祉

避
難

所
と

し
て

活
用

す
る

場
合

に
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

な
い

想
定

外
の

事
態

に
備

え
，

事
前

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
や

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
準

備
を

実
施
（

現
代

ビ
ジ

ネ
ス

，
20

21
/1

/2
2）

• 
近

隣
の

宿
泊

施
設

と
互

い
に

空
室

を
案

内
す

る
な

ど
連

携
を

強
化
（

D
IA

M
O

N
D

 o
nl

in
e，

20
20

/1
1/

5）
• 
広

域
避

難
な

ど
で

大
勢

が
一

気
に

避
難

し
て

く
る

場
合

に
備

え
た

チ
ェ

ッ
ク

イ
ン

や
誘

導
方

法
の

準
備
（

D
IA

M
O

N
D

 o
nl

in
e，

20
20

/1
1/

5）
• 
寺

や
神

社
を

避
難

所
と

す
る

た
め

の
耐

震
補

強
工

事
に

行
政

が
補

助
金

を
交

付
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

20
）

• 
大

学
で

学
生

の
避

難
を

受
け

入
れ
（

東
大

新
聞

オ
ン

ラ
イ

ン
，

20
20

/1
0/

20
）
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• 
地

域
住

民
と

民
間

企
業

が
分

散
避

難
の

選
択

肢
を

増
や

す
た

め
独

自
の

災
害

協
定

を
結

ぶ
な

ど
，

行
政

に
頼

り
切

ら
な

い
避

難
体

制
を

構
築
（

上
毛

新
聞

，
20

20
/1

0/
17

）

• 
民

間
施

設
等

を
「

協
定

避
難

所
」
と

し
て

避
難

所
数

を
増

加
，

民
間

ホ
テ

ル
等

を
「

借
上

げ
避

難
所

」
と

し
て

供
与
（

ま
ち

座
，

20
20

/5
/2

1）
• 
空

い
た

仮
設

住
宅

の
活

用
，

休
校

中
の

学
校

の
教

室
使

用
，

宿
泊

施
設

の
借

り
上

げ
（

熊
本

日
日

新
聞

，
20

20
/4

/2
7）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県

宇
和

島
市

：
5
月

に
申

請
を

開
始

し
た

宿
泊

費
の

補
助

制
度

を
利

用
し

て
多

く
の

市
民

が
ホ

テ
ル

に
避

難
（

テ
レ

ビ
愛

媛
，

20
20

/9
/2

8；
愛

媛
県

宇
和

島
市

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

人
吉

市
：

ホ
テ

ル
・

旅
館

を
応

急
的

に
補

修
し

，
避

難
所

と
し

て
利

用
（

熊
本

県
人

吉
市

）

• 
熊

本
県

：
県

旅
館

ホ
テ

ル
生

活
衛

生
同

業
組

合
と

の
協

定
に

基
づ

き
，

県
下

全
域

で
受

入
れ

可
能

な
ホ

テ
ル

・
旅

館
を

確
保

，
被

災
し

た
ホ

テ
ル

・
旅

館
は

応
急

的
に

補
修

し
避

難
所

と
し

て
活

用
（

一
般

財
団

法
人

日
本

防
火

・
防

災
協

会
，

20
20

/1
0/

15
；

熊
本

県
）

• 
熊

本
県

津
奈

木
町

：
町

施
設
「

つ
な

ぎ
文

化
セ

ン
タ

ー
」
駐

車
場

に
お

い
て

車
中

泊
す

る
人

に
対

す
る

受
付

の
呼

び
か

け
（

7
月

5
日

午
後

10
時

時
点

で
8
世

帯
22

人
が

申
し

出
）（

読
売

新
聞

，
20

20
/7

/6
；

熊
本

県
津

奈
木

町
）

鹿
児

島
県

• 
鹿

児
島

県
鹿

児
島

市
：

市
が

ホ
テ

ル
に

提
案

し
た

避
難

目
的

の
宿

泊
割

引
プ

ラ
ン

や
，

G
o 

To
ト

ラ
ベ

ル
を

利
用

し
て

多
く

の
人

が
ホ

テ

ル
に

避
難
（

南
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/1

3）
• 
鹿

児
島

県
志

布
志

市
：

避
難

所
で

の
密

を
避

け
る

た
め

，
急

き
ょ

市
役

所
の

隣
に

あ
る

図
書

館
を

開
放
（

日
テ

レ
N

EW
S2

4，
20

20
/9

/7
）

そ
の

他
• 
令

和
2
年

7
月

豪
雨

災
害

時
の

避
難

の
た

め
，

9
団

体
に

お
い

て
35

5
名

が
20

カ
所

の
ホ

テ
ル

・
旅

館
を

利
用
（

内
閣

府
，

20
20

/1
2/

17
）

• 
頼

る
当

て
の

無
い

高
齢

者
を

自
治

会
独

自
で

交
渉

し
ホ

テ
ル

の
宴

会
場

に
無

償
で

受
入

れ
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
15

）

• 
障

が
い

者
や

高
齢

者
世

帯
が

ホ
テ

ル
な

ど
に

避
難

し
た

場
合

に
宿

泊
費

を
補

助
，

バ
ス

を
用

意
し

て
住

民
を

隣
市

へ
広

域
避

難
（

北
海

道

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

• 
G

o 
To

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
利

用
し

，
多

く
の

人
が

ホ
テ

ル
に

避
難
（

テ
レ

ビ
朝

日
，

20
20

/9
/7
）

実
践

事
例

岩
手

県
• 
岩

手
県

八
幡

平
市

：
宿

泊
施

設
を

避
難

所
と

し
て

利
用
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
13

；
岩

手
県

八
幡

平
市

）

山
形

県
• 
山

形
県

：
災

害
時

に
旅

館
ホ

テ
ル

へ
要

配
慮

者
を

一
時

的
に

受
け

入
れ

て
も

ら
う

た
め

の
協

定
を

山
形

県
旅

館
ホ

テ
ル

生
活

衛
生

同
業

組
合

と
締

結
（

旅
行

新
聞

，
20

20
/1

0/
31

；
山

形
県

）

福
島

県
• 
福

島
県

西
郷

村
：

災
害

発
生

時
に

避
難

所
と

し
て

宿
泊

施
設

の
提

供
を

受
け

る
た

め
「

国
立

那
須

甲
子

青
少

年
自

然
の

家
」
と

協
定

を
締

結
（

福
島

県
西

郷
村

）

• 
福

島
県

：
民

間
の

ホ
テ

ル
や

旅
館

な
ど

を
避

難
所

と
し

て
活

用
し

，
市

町
村

が
指

定
し

た
施

設
の

利
用

料
金

の
半

分
を

県
が

負
担
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/6

/1
；

福
島

県
）

• 
福

島
県

郡
山

市
：

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
で

重
篤

化
し

や
す

い
高

齢
者

や
妊

婦
な

ど
を

分
散

避
難

さ
せ

る
た

め
，

水
害

時
な

ど
の

避
難

先
と

し
て

部
屋

を
活

用
で

き
る

よ
う

，
郡

山
市

旅
館

ホ
テ

ル
組

合
と

協
定

を
締

結
（

福
島

テ
レ

ビ
，

20
20

/9
/2

7；
福

岡
県

郡
山

市
）

• 
福

島
県

い
わ

き
市

：
災

害
時

に
2
次

避
難

所
と

し
て

宿
泊

施
設

の
提

供
を

受
け

る
た

め
，

市
旅

館
・

ホ
テ

ル
業

連
絡

協
議

会
と

協
定

を

締
結
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/1

1/
6；

福
島

県
い

わ
き

市
）

• 
福

島
県

本
宮

市
：

宿
泊

施
設

と
協

定
を

締
結
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/1

0/
11
；

福
島

県
本

宮
市

）

• 
福
島
県
：
指
定
避
難
所
以
外
に
活
用
可
能
な
県
管
理
施
設
の
情
報
お
よ
び
，
協
定
書
ひ
な
形
を
市
町
村
に
提
供（

全
国
知
事
会
，

20
20

/8
/2

1）

茨
城

県
• 
茨

城
県

：
約

38
0
施

設
が

加
盟

す
る

茨
城

県
ホ

テ
ル

旅
館

生
活

衛
生

同
業

組
合

と
災

害
時

の
宿

泊
施

設
の

提
供

に
つ

い
て

の
協

定
を

締

結
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/9

/3
；

茨
城

県
）

• 
茨

城
県

水
戸

市
：

指
定

避
難

所
が

定
員

を
超

え
た

場
合

な
ど

に
，

空
き

室
の

提
供

を
受

け
る

た
め

茨
城

県
ホ

テ
ル

旅
館

生
活

衛
生

同
業

組
合

水
戸

支
部

と
協

定
を

締
結
（

茨
城

新
聞

，
20

20
/7

/8
；

茨
城

県
水

戸
市

）
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• 
茨

城
県

つ
く

ば
市

：
茨

城
県

ホ
テ

ル
旅

館
生

活
協

同
組

合
つ

く
ば

支
部

と
避

難
所

提
供

に
関

す
る

協
定

を
締

結
，

食
事

代
を

含
め

た
宿

泊
費

は
市

が
助

成
（

1
人

1
泊

あ
た

り
上

限
7,

00
0
円

程
度

）
し

，
市

職
員

は
自

力
で

の
移

動
が

困
難

な
避

難
者

の
送

迎
や

，
避

難
者

の
健

康
状

態
確

認
を

実
施
（

H
ot

el
 B

an
k，

20
20

/1
0/

16
；

産
経

新
聞

，
20

20
/1

0/
16

；
茨

城
県

つ
く

ば
市

）

• 
茨

城
県

神
栖

市
：

コ
ン

テ
ナ

型
ホ

テ
ル

を
運

営
す

る
デ

ベ
ロ

ッ
プ
（

千
葉

県
市

川
市

）
と

災
害

時
の

宿
泊

施
設

提
供

に
関

す
る

協
定

を
締

結
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/7

/1
4；

産
経

新
聞

，
20

20
/7

/2
1；

茨
城

県
神

栖
市

）

栃
木

県
• 
栃

木
県

矢
板

市
：

コ
ン

テ
ナ

型
ホ

テ
ル

を
運

営
す

る
デ

ベ
ロ

ッ
プ
（

千
葉

県
市

川
市

）
と

災
害

時
の

宿
泊

施
設

提
供

に
関

す
る

協
定

を
締

結
（

産
経

新
聞

，
20

20
/7

/2
1；

栃
木

県
矢

板
市

）

群
馬

県
• 
群

馬
県
：
一

時
的

な
緊

急
避

難
場

所
と

し
て

ゴ
ル

フ
場

の
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
や

，
要

配
慮

者
優

先
の

避
難

所
と

し
て

ホ
テ

ル
や

旅
館

と
い

っ

た
民

間
施

設
を

利
用

で
き

る
よ

う
協

定
を

結
び

，
既

往
の

避
難

所
で

あ
る

学
校

も
体

育
館

に
限

ら
ず

個
別

の
教

室
を

使
用

す
る

予
定
（

朝

日
新

聞
，

20
20

/7
/7
；

群
馬

県
）

• 
群

馬
県

桐
生

市
：

3
密

回
避

を
考

慮
し

た
場

合
，

指
定

避
難

所
の

収
容

人
数

が
地

震
想

定
で

は
従

来
の

4
分

の
1
程

度
に

減
少

す
る

こ
と

を
発

表
，

車
中

泊
可

能
な

駐
車

場
の

提
供

や
民

間
建

物
の

活
用

を
図

り
つ

つ
市

民
に

分
散

避
難

を
促

す
（

上
毛

新
聞

，
20

20
/9

/2
4；

群
馬

県
桐

生
市

）

• 
群

馬
県

渋
川

市
：

避
難

所
運

営
の

リ
ア

ル
な

体
験

を
通

じ
て

施
設

の
責

任
者

と
従

業
員

に
危

機
意

識
を

共
有

さ
せ

る
「

借
り

上
げ

福
祉

避

難
所
（

宿
泊

施
設

避
難

所
）
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

群
馬

県
伊

香
保

温
泉

で
実

施
（

現
代

ビ
ジ

ネ
ス

，
20

21
/1

/2
2；

群
馬

県
渋

川
市

）

千
葉

県
• 
千

葉
県

市
川

市
：

軽
症

者
の

宿
泊

療
養

施
設

と
し

て
成

田
空

港
な

ど
で

検
疫

を
受

け
た

帰
国

者
ら

が
滞

在
し

て
い

る
市

内
ホ

テ
ル

の
活

用
（

ホ
テ

ル
敷

地
内

に
は

PC
R
検

査
セ

ン
タ

ー
が

併
設

）（
東

京
新

聞
，

20
20

/5
/9
；

千
葉

県
）

• 
千

葉
県

流
山

市
：

敷
地

内
の

駐
車

場
や

，
乗

車
し

た
ま

ま
待

機
や

移
動

の
で

き
る

車
路

な
ど

で
受

け
入

れ
が

可
能

な
物

流
施

設
「

D
PL

流

山
I」
を

，
水

害
時

一
時

避
難

施
設

と
し

て
使

用
で

き
る

よ
う

大
和

ハ
ウ

ス
と

協
定

を
締

結
（

LN
EW

S，
20

20
/1

1/
11
；

千
葉

県
流

山
市

）

• 
千

葉
県

千
葉

市
：

最
重

度
知

的
障

害
者

向
け

生
活

介
護

事
業

所
で

あ
る
「

IT
SU

M
O
」
で

避
難

者
を

40
人

ほ
ど

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
感

染
症

対
策

を
実

施
（

＠
Pr

es
s，

20
20

/1
0/

21
）

東
京

都
• 
東

京
都

：
災

害
時

に
避

難
所

が
不

足
し

区
市

町
村

か
ら

要
請

を
受

け
る

な
ど

し
た

場
合

に
客

室
の

提
供

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

都
内

の
ホ

テ
ル

や
旅

館
の

3
つ

の
団

体
と

協
定

を
締

結
（

N
H

K
，

20
20

/7
/8
；

東
京

都
）
，

車
で

の
避

難
を

想
定

し
，

店
舗

や
駐

車
場

を
避

難
場

所
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
の

業
界

団
体

と
協

定
を

締
結
（

N
H

K
，

20
20

/9
/7
；

東
京

都
）

• 
東

京
都

：
区

市
町

村
に

お
け

る
ホ

テ
ル

・
旅

館
等

の
活

用
を

支
援

す
る

協
定

等
を

ホ
テ

ル
等

団
体

と
締

結
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

1/
22

；

東
京

都
）

• 
東

京
都

足
立

区
：

地
域

に
あ

る
運

送
会

社
と

の
連

携
や

民
間

施
設

な
ど

の
利

用
に

よ
る

避
難

所
の

増
設

を
検

討
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

3；
東

京
都

足
立

区
）

• 
東

京
都

江
戸

川
区

：
区

内
5
つ

の
ホ

テ
ル

と
新

た
に

協
定

を
締

結
，

妊
産

婦
な

ど
一

定
の

配
慮

が
必

要
な

世
帯

を
優

先
に

，
避

難
勧

告

発
令

時
な

ど
垂

直
避

難
が

必
要

な
場

合
に

区
が

空
室

を
借

り
上

げ
，

食
料

品
，

生
活

物
資

等
の

供
給

を
行

う
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

1/
22

；

東
京

都
江

戸
川

区
）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
葉

山
町

：
台

風
や

大
雨

で
ホ

テ
ル

・
旅

館
に

避
難

す
る

町
民

の
宿

泊
費

に
つ

い
て

，
宿

泊
費

の
半

額
か

1
人

1
泊

5,
00

0
円

の

い
ず

れ
か

少
な

い
額

を
補

助
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

21
/2

/4
）
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福
井

県
• 
福

井
県

福
井

市
：

災
害

時
に

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
の

立
体

駐
車

場
や

フ
ー

ド
コ

ー
ト

な
ど

店
内

の
一

部
を

避
難

場
所

と
し

て
利

用

し
，
可

能
な

範
囲

で
ト

イ
レ

，
食

料
，
生

活
物

資
等

を
提

供
し

て
も

ら
う

た
め

，
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
と

協
定

を
締

結
（

福
井

新
聞

，

20
20

/1
2/

15
；

福
井

県
福

井
市

）

• 
福

井
県

鯖
江

市
：

妊
婦

や
高

齢
者

等
が

一
時

的
に

滞
在

で
き

る
ト

レ
ー

ラ
ー

ハ
ウ

ス
の

提
供

に
つ

い
て

協
定

を
締

結
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1，
20

20
/1

0/
22

）

長
野

県
• 
長

野
県

長
野

市
：

重
症

化
す

る
リ

ス
ク

が
高

い
高

齢
者

ら
の

避
難

所
と

し
て

，
市

内
の

五
つ

の
ホ

テ
ル

と
協

定
を

締
結
（

中
日

新
聞

，

20
20

/7
/2

0；
長

野
県

長
野

市
）

• 
長

野
県

岡
谷

市
：
災

害
時

に
市

内
の

ホ
テ

ル
や

民
宿

等
を

避
難

所
と

し
て

利
用

す
る

た
め

，
岡

谷
旅

館
組

合
と

協
定

を
締

結
（

長
野

日
報

，

20
20

/1
2/

24
）

• 
長

野
県

須
坂

市
：

市
民

が
市

内
の

宿
泊

施
設

を
利

用
し

た
場

合
に

宿
泊

費
の

一
部
（

1
人

1
泊

あ
た

り
最

大
70

00
円

）
を

助
成
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/7

/1
4；

長
野

県
須

坂
市

）

• 
長

野
県

駒
ヶ

根
市

：
災

害
時

に
高

齢
者

や
妊

産
婦

な
ど

配
慮

が
必

要
な

方
の

避
難

所
と

し
て

旅
館

等
を

活
用

で
き

る
よ

う
，

早
太

郎
温

泉
事

業
協

同
組

合
と

協
定

を
締

結
（

長
野

県
駒

ケ
根

市
）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

：
民

間
団

体
の

研
修

所
や

宿
泊

施
設

の
活

用
に

対
す

る
補

助
金

と
，

市
町

村
と

民
間

施
設

等
と

の
協

定
締

結
を

促
進
（

岐
阜

県
）

静
岡

県
• 
静

岡
県

：
ホ

テ
ル

･
旅

館
･
組

合
と

被
災

者
受

け
入

れ
の

協
定
（

N
H

K
，

20
20

/4
/1

6；
静

岡
県

富
士

市
）

• 
静

岡
県

下
田

市
：

宿
泊

施
設

を
福

祉
避

難
所

に
転

用
す

る
「

賀
茂

モ
デ

ル
」
と

し
て

県
と

県
ホ

テ
ル

旅
館

生
活

衛
生

同
業

組
合
（

40
組

合

64
5
軒

）
が

協
定

を
締

結
，

市
町

の
境

を
超

え
て

利
用

が
可

能
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
11
）

• 
静
岡
県
長
泉
町
：
大
規
模
災
害
発
生
時
に
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
た
め
，
ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
協
定
を
締
結（

静
岡
新
聞
，

20
21

/2
/7
）

愛
知

県
• 
愛

知
県

瀬
戸

市
：

市
内

14
の

寺
院

を
一

時
避

難
場

所
と

し
て

活
用

す
る

た
め

の
協

定
を

締
結
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

20
；

愛
知

県
瀬

戸
市

）

三
重

県
• 
三
重
県
：
妊
婦
や
高
齢
者
等
が
一
時
的
に
滞
在
で
き
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
協
定
を
締
結（

全
国
知
事
会
，

20
20

/1
0/

22
）

滋
賀

県
• 
滋

賀
県

：
県

旅
館

ホ
テ

ル
生

活
衛

生
同

業
組

合
と

連
携

し
て

避
難

所
と

し
て

協
力

要
請

が
可

能
な

事
業

者
の

リ
ス

ト
化
（

中
日

新
聞

，

20
20

/5
/1

8；
滋

賀
県

）

京
都

府
• 
京

都
府

京
都

市
：
市

内
ホ

テ
ル

事
業

者
お

よ
び

，
タ

ク
シ

ー
業

界
団

体
と

協
定

を
締

結
し

，
避

難
所

が
混

雑
し

た
場

合
に

妊
婦

や
乳

幼
児

，

高
齢

者
な

ど
の

世
帯

が
ホ

テ
ル

に
タ

ク
シ

ー
で

移
動

で
き

る
よ

う
，

ホ
テ

ル
代

金
（

1
人

1
泊

分
1
万

円
を

上
限

）
と

タ
ク

シ
ー

運
賃

を
手

配
も

含
め

て
市

が
負

担
（

FN
N
，

20
20

/9
/1
；

京
都

府
京

都
市

）

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

神
戸

市
：
神

戸
市

内
の

ホ
テ

ル
・
旅

館
な

ど
の

宿
泊

施
設

に
避

難
す

る
場

合
，

対
象

者
に

そ
の

宿
泊

費
を

助
成
（

兵
庫

県
神

戸
市

）

• 
兵

庫
県

西
脇

市
：

指
定

避
難

所
に

避
難

者
が

入
り

き
ら

な
い

場
合

，
宴

会
場

や
ロ

ビ
ー

な
ど

，
最

大
約

18
0
人

が
使

用
で

き
る

よ
う

西

脇
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

テ
ル

と
協

定
を

締
結
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/1

2/
11
；

兵
庫

県
西

脇
市

）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
那

智
勝

浦
町
：
町

内
の

宿
泊

施
設

を
避

難
所

と
し

て
活

用
，
避

難
宿

泊
者

1
人

に
つ

き
5
千

円
を

宿
泊

施
設

に
支

払
う

方
針
（

紀

伊
民

報
，

20
20

/6
/5
；

Sa
nk

ei
B

iz
，

20
20

/6
/2

6；
朝

日
新

聞
，

20
20

/8
/1

3；
和

歌
山

県
那

智
勝

浦
町

 ）

島
根

県
• 
島

根
県

松
江

市
：

感
染

症
が

重
篤

化
す

る
恐

れ
が

あ
る

基
礎

疾
患

の
あ

る
人

な
ど

の
受

入
れ

に
つ

い
て

，
ホ

テ
ル

側
と

協
議
（

山
陰

中
央

新
報

，
20

21
/1

/1
2）

岡
山

県
• 
岡

山
県

：
岡

山
県

旅
館

ホ
テ

ル
生

活
衛

生
同

業
組

合
に

避
難

所
と

し
て

活
用

可
能

な
ホ

テ
ル

・
旅

館
等

の
リ

ス
ト

を
提

供
し

て
も

ら
い

，

避
難

所
近

隣
に

あ
る

宿
泊

施
設

の
マ

ッ
プ

デ
ー

タ
と

合
わ

せ
て

市
町

村
に

提
示
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）
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広
島

県
• 
広

島
県

三
次

市
：

道
の

駅
や

市
民

ホ
ー

ル
な

ど
の

利
用

検
討
（

中
国

新
聞

，
20

20
/5

/3
1；

広
島

県
三

次
市

）

• 
広

島
県

大
崎

上
島

町
：

町
内

ホ
テ

ル
と

協
定

を
締

結
し

，
指

定
避

難
所

が
定

員
を

超
え

た
場

合
ホ

テ
ル

に
避

難
で

き
る

よ
う

，
費

用
は

町
が

負
担
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/9
；

広
島

県
大

崎
上

島
町

）

• 
広

島
県
：
生

活
衛

生
同

業
組

合
連

合
会

と
締

結
し

た
協

定
を

基
に

，
避

難
行

動
要

支
援

者
が

ホ
テ

ル
を

避
難

所
と

し
て

利
用

で
き

る
よ

う

宿
泊

施
設

の
提

供
フ

ロ
ー

を
整

備
，

市
町

村
に

は
協

定
対

象
ホ

テ
ル

の
リ

ス
ト

を
情

報
提

供
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1，
20

20
/1

0/
22

）

徳
島

県
• 
徳

島
県
：「

W
IT

H・
コ

ロ
ナ

事
前

避
難

緊
急

対
策

事
業

補
助

金
」
と

し
て

，
宿

泊
施

設
へ

避
難

し
た

要
配

慮
者

へ
宿

泊
費

を
補

助
（

徳
島

県
）
，

避
難

所
と

し
て

活
用

す
る

ホ
テ

ル
・

旅
館

の
改

修
に

対
し

て
補

助
制

度
を

設
置
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県

宇
和

島
市

な
ど

：
土

砂
災

害
警

戒
区

域
に

居
住

す
る

市
民

等
を

対
象

に
，

市
内

の
ホ

テ
ル

や
民

宿
を

避
難

所
と

し
た

場
合

の
補

助
制

度
の

創
設
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
愛

媛
県

宇
和

島
市

）

高
知

県
• 
高

知
県

高
知

市
：

寺
や

神
社

を
避

難
所

に
指

定
す

る
た

め
の

協
定

を
締

結
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

20
）
，

ホ
テ

ル
や

旅
館

を
避

難
所

と
し

て
活

用
（

高
知

さ
ん

さ
ん

テ
レ

ビ
，

20
21

/1
/1

9）

福
岡

県
• 
福

岡
県

志
免

町
：

10
0
台

分
の

車
中

泊
が

可
能

な
駐

車
場

や
シ

ャ
ワ

ー
室

等
が

あ
り

，
常

駐
の

管
理

人
が

い
る
「

丸
久

」
の

敷
地

を
避

難
場

所
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う
，

協
定

を
締

結
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/1

5；
福

岡
県

志
免

町
）

• 
福

岡
県

鞍
手

町
：

町
内

の
高

台
に

あ
る

工
業

団
地

メ
ー

カ
ー
（

工
場

な
ど

計
9,

50
0
平

方
メ

ー
ト

ル
の

敷
地

）
と

協
力

協
定

を
締

結
，

車
中

泊
を

含
め

約
30

0
世

帯
が

避
難

で
き

る
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/7
/3
；

福
岡

県
鞍

手
町

）

• 
福

岡
県

：
災

害
時

に
ホ

テ
ル

等
を

活
用

す
る

協
定

の
締

結
を

促
す

た
め

，
宿

泊
施

設
の

一
覧

を
市

町
村

に
配

布
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

• 
福

岡
県

朝
倉

市
：

高
齢

や
持

病
な

ど
で

配
慮

が
必

要
な

人
を

対
象

に
，

ホ
テ

ル
の

空
き

部
屋

を
活

用
で

き
る

よ
う

地
元

の
組

合
と

協
定

を
締

結
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

長
崎

県
• 
長

崎
県

：
要

配
慮

者
の

避
難

先
と

し
て

対
応

可
能

な
施

設
を

被
災

市
町

に
紹

介
す

る
た

め
県

内
28

8
軒

の
宿

泊
施

設
が

加
盟

す
る

県
旅

館
ホ

テ
ル

生
活

衛
生

同
業

組
合

と
災

害
時

の
協

力
協

定
を

締
結
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/7
/3
；

長
崎

県
）

• 
長

崎
県

島
原

市
：

島
原

市
と

島
原

観
光

ビ
ュ

ー
ロ

ー
宿

泊
部

会
が

，
災

害
時

避
難

生
活

に
配

慮
や

支
援

が
必

要
な

高
齢

者
ら

の
避

難
所

と
し

て
，

同
市

近
郊

の
旅

館
や

ホ
テ

ル
を

円
滑

に
提

供
す

る
た

め
の

協
定

を
締

結
（

長
崎

新
聞

，
20

20
/6

/2
8）

熊
本

県
• 
熊

本
県

嘉
島

町
：
災

害
時

に
工

場
を

避
難

所
と

し
て

活
用

す
る

た
め

，
オ

フ
ィ

ス
機

器
製

造
会

社
「

金
剛

」
と

協
定

を
締

結
（

テ
レ

ビ
熊

本
，

20
21

/1
/2

6）
• 
熊

本
県

益
城

町
：

感
染

症
対

応
避

難
所

運
営

訓
練

に
お

い
て

，
車

中
避

難
者

の
自

己
申

告
に

よ
る

避
難

所
内

で
の

受
付

や
車

中
避

難
者

の
有

無
を

巡
回

し
確

認
す

る
と

い
っ

た
車

中
避

難
者

対
応

訓
練

を
実

施
（

熊
本

県
益

城
町

）

大
分

県
• 
大

分
県

：
市

町
村

が
感

染
時

に
重

症
化

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

対
象

者
を

旅
館

・
ホ

テ
ル

を
活

用
し

て
避

難
さ

せ
た

場
合

に
，

経
費

の
二

分
の

一
を

補
助

す
る

事
業

の
創

設
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

那
覇

市
：
県

ホ
テ

ル
協

会
，

県
ホ

テ
ル

旅
館

生
活

衛
生

同
業

組
合

と
空

き
室

を
利

用
す

る
た

め
の

協
定

を
締

結
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/8
/2

4；
沖

縄
県

那
覇

市
）

• 
沖

縄
県

名
護

市
：

今
年

3
月

に
市

内
の

ホ
テ

ル
と

防
災

協
定

を
締

結
し

，
別

の
2
ホ

テ
ル

と
も

締
結

を
調

整
中
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/8
/2

4；
沖

縄
県

名
護

市
）
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②
親
戚
や
友

人
の
家
等
へ
の
避
難
の
検
討

◯
親

戚
や

友
人

の

家
等

へ
の

避
難

の

検
討

課
題

• 
民

間
施

設
の

駐
車

場
を

車
中

避
難

所
と

し
た

場
合

，
営

業
時

間
外

は
店

舗
内

の
ト

イ
レ

を
使

え
な

い
場

合
が

あ
る

ほ
か

，
行

政
の

職
員

ら
が

配
置

さ
れ

ず
，

毛
布

な
ど

の
物

資
提

供
も

難
し

い
（

福
島

民
報

，
20

20
/1

1/
30

）

• 
広

域
避

難
協

定
を

結
ん

だ
自

治
体

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

受
入

れ
出

来
な

く
な

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
住

民
自

身
で

知
人

宅
な

ど
避

難
先

を
探

す
必

要
性

が
生

じ
て

い
る
（

埼
玉

県
加

須
市

）（
毎

日
新

聞
，

20
20

/1
0/

10
；

埼
玉

県
加

須
市

）

• 
車

中
泊

で
は

，
排

ガ
ス

を
浴

び
な

い
よ

う
駐

車
の

向
き

を
揃

え
る

こ
と

や
，

事
故

の
リ

ス
ク

管
理

が
必

要
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/9
）

• （
特

に
都

心
部

で
は

）
頼

れ
る

親
戚

や
知

人
が

い
な

い
と

あ
き

ら
め

て
い

る
人

が
多

い
（

東
京

新
聞

，
20

20
/5

/1
5）

• 
多

数
の

集
落

が
孤

立
し

て
お

り
，

車
中

泊
避

難
者

の
把

握
が

困
難
（

熊
本

県
球

磨
村

）（
西

日
本

新
聞

，
20

20
/7

/1
5）

対
策

ポ
イ

ン
ト

 
（

内
閣

府
）

• 
避

難
所

外
避

難
者

に
対

し
て

，
物

資
の

提
供

や
安

否
確

認
等

の
支

援
が

適
切

に
行

わ
れ

る
よ

う
，

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
対

応
（

協
力

・

連
携

）
を

検
討
（

内
閣

府
，

20
20

/1
2/

17
）

• 
冬

期
に

や
む

を
え

ず
車

中
避

難
す

る
場

合
，

防
寒

対
策

に
十

分
注

意
す

る
よ

う
注

意
喚

起
し

，
必

要
な

毛
布

や
防

寒
着

を
供

与
，

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

対
策

の
実

施
，

夜
間

等
の

就
寝

時
に

エ
ン

ジ
ン

，
エ

ア
コ

ン
を

つ
け

た
ま

ま
に

す
る

と
一

酸
化

炭
素

中
毒

と

な
る

危
険

性
が

あ
る

こ
と

を
周

知
（

内
閣

府
，

20
20

/1
2/

17
）

• 
や

む
を

え
ず

車
中

泊
し

て
い

る
方

に
対

し
て

は
感

染
症

対
策

と
し

て
受

付
の

際
に

車
と

車
の

間
の

ス
ペ

ー
ス

を
十

分
と

る
よ

う
案

内
，

車
両

ナ
ン

バ
ー

と
乗

車
人

員
を

把
握

，
可

能
で

あ
れ

ば
避

難
所

内
へ

の
入

所
者

と
受

付
を

分
け

る
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

15
）

対
策

• 
車

中
泊

が
可

能
か

自
治

体
の

ル
ー

ル
等

を
確

認
，

車
中

泊
体

験
を

行
う

等
の

事
前

準
備

を
実

施
（

セ
ゾ

ン
自

動
車

火
災

保
険

株
式

会
社

，

20
20

/1
0/

26
）

• 
地

域
社

会
の

高
齢

化
に

よ
り
「

老
老

救
護

」
と

な
る

こ
と

や
，
分

散
避

難
に

よ
る

車
移

動
が

増
え

る
こ

と
で

，
避

難
に

時
間

が
か

か
る

た
め

，

早
め

に
動

き
出

す
避

難
シ

ス
テ

ム
に

変
更
（

東
京

新
聞

，
20

20
/1

0/
14

）

• 
分

散
避

難
先

で
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
が

起
き

る
リ

ス
ク

も
考

慮
し

て
避

難
先

を
選

定
，

ホ
テ

ル
避

難
や

，
母

子
避

難
所

も
選

択
肢

と
す

る
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/3

0）
• 
分

散
避

難
に

は
，

避
難

所
で

な
い

と
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

な
い

，
避

難
者

の
安

否
が

分
か

ら
な

い
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

た
め

，

避
難

所
に

行
か

な
く

て
も

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

仕
組

み
や

，
避

難
者

の
所

在
を

自
己

申
告

に
よ

り
行

政
が

把
握

で
き

る
仕

組

み
を

構
築
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/9

/1
3）

• 
車

中
泊

で
は

，
熱

中
症

や
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

等
の

リ
ス

ク
を

自
覚
（

東
海

テ
レ

ビ
，

20
20

/9
/4
）

• 
車

中
泊

避
難

に
つ

い
て

は
，
事

前
に

ル
ー

ル
を

決
め

て
告

知
し

，
自

治
体

が
医

療
用

着
圧

ス
ト

ッ
キ

ン
グ

の
備

蓄
や

，
車

中
泊

希
望

者
を

避
難

所
に

誘
導

・
集

約
し

支
援

を
行

う
こ

と
で

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

リ
ス

ク
を

低
減
（

さ
ん

す
い

防
災

研
究

所
，

20
20

/6
/2

0）
• 
車

中
泊

や
テ

ン
ト

の
活

用
（

時
事

通
信

社
，

20
20

/3
/2

9；
N

H
K
，

20
20

/4
/1

8；
N

H
K
，

20
20

/4
/2

2；
A

ER
A
，

20
20

/4
/2

3；
日

テ
レ

N
EW

S2
4，

20
20

/4
/2

9；
佐

賀
新

聞
，

20
20

/5
/9
；

Sa
nk

ei
B

iz
，

20
20

/5
/1

1；
東

京
新

聞
，

20
20

/5
/1

5）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

：
車

中
泊

等
に

お
け

る
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

予
防

の
た

め
弾

性
ス

ト
ッ

キ
ン

グ
を

配
布
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/7

/1
2）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

：
避

難
所

内
で

高
齢

者
が

密
集

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
，

市
町

村
に

対
し

希
望

者
に

は
宿

泊
施

設
の

提
供

や
，

親
類

宅
へ

の
移

動
を

勧
め

る
（

衛
生

対
策

と
し

て
原

則
と

し
て

部
屋

を
別

に
す

る
）
運

営
を

呼
び

掛
け
（

琉
球

新
報

，
20

20
/8

/3
1；

沖
縄

県
）
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実
践

事
例

福
島

県
• 
福

島
県

福
島

市
：

葬
祭

場
や

ス
ー

パ
ー

，
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

の
駐

車
場

を
有

事
の

際
に

車
中

避
難

所
と

し
て

開
放
（

福
島

民
報

，

20
20

/1
1/

30
；

福
島

県
福

島
市

）

• 
福

島
県

郡
山

市
：

車
両

，
車

中
避

難
用

と
し

て
パ

チ
ン

コ
店

駐
車

場
や

浸
水

区
域

外
の

公
園

を
確

保
（

福
島

民
友

新
聞
，

20
20

/1
0/

11
；

福
島

民
報

，
20

20
/1

1/
30

；
福

島
県

郡
山

市
）
，

20
20

年
11

月
に

車
中

避
難

所
の

認
知

度
を

市
の
「

ま
ち

づ
く

り
ネ

ッ
ト

モ
ニ

タ
ー

」
で

調

査
し

た
結

果
，

約
43

％
が
「

知
っ

て
い

る
」
と

回
答
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

21
/1

/3
1）

• 
福

島
県

い
わ

き
市

：
車

中
避

難
所

の
設

置
に

向
け

，
民

間
施

設
の

活
用

に
つ

い
て

協
議

を
開

始
（

福
島

民
報

，
20

20
/1

1/
30

）

茨
城

県
• 
茨

城
県

境
町
：
全

戸
配

布
の

住
民

向
け

広
報

紙
で

，
ま

ず
は

各
自

で
避

難
先
（

親
戚
・
友

人
宅

，
職

場
な

ど
）
を

確
保

す
る

よ
う

呼
び

掛
け

，

確
保

で
き

な
い

場
合

に
広

域
避

難
と

し
た
（

施
設

内
は

要
配

慮
者

，
車

の
無

い
避

難
者

を
優

先
，

車
の

あ
る

避
難

者
は

避
難

所
の

駐
車

場

や
避

難
場

所
で

車
中

一
時

避
難

）（
茨

城
県

境
町

）

千
葉

県
• 
千

葉
県

市
川

市
：

災
害

発
生

時
に

宿
泊

可
能

な
キ

ャ
ン

ピ
ン

グ
カ

ー
を

借
り

入
れ

る
た

め
，

ワ
ン

ズ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

中
古

車
レ

ン
タ

ル

会
社

）
と

協
定

を
締

結
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

21
/1

/5
）

• 
千

葉
県

印
西

市
：

避
難

所
運

営
ゲ

ー
ム

内
で

コ
ロ

ナ
対

策
に

よ
る

車
中

泊
の

増
加

や
高

リ
ス

ク
避

難
者

へ
の

対
応

を
踏

ま
え

た
疑

似
体

験
を

す
る

研
修

会
を

実
施
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

12
）

福
井

県
• 
福

井
県

：
車

中
泊

す
る

こ
と

な
ど

も
感

染
リ

ス
ク

を
避

け
る

た
め

の
避

難
方

法
と

し
て

活
用
（

福
井

県
）

長
野

県
• 
長

野
県

：
安

全
な

親
戚

や
友

人
宅

へ
の

避
難

が
難

し
い

場
合

に
限

っ
て

車
で

の
避

難
も

選
択

肢
に

す
る

よ
う

複
数

台
が

駐
車

で
き

る
避

難
場

所
を

示
す

地
図

を
作

成
し

車
で

一
時

的
に

避
難

で
き

る
場

所
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
公

表
す

る
作

業
に

着
手
（

県
は

エ
コ

ノ
ミ

ー

ク
ラ

ス
症

候
群

の
恐

れ
を

考
慮

車
中

泊
に

よ
る

長
期

滞
在

は
認

め
な

い
方

針
）（

信
濃

毎
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
3）

，
県

独
自

の
取

組
と

し
て

車
に

よ
る

避
難

と
警

戒
レ

ベ
ル

が
2
以

下
に

な
る

ま
で

の
車

内
で

の
安

全
確

保
が

可
能

な
場

所
を

地
図

化
（

長
野

県
）

• 
長

野
県

大
町

市
：

親
戚

・
友

人
宅

，
車

中
泊

可
能

な
安

全
な

場
所

ま
で

の
避

難
経

路
を

確
認

す
る

よ
う

マ
イ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
作

成
を

呼
び

掛
け

る
（

長
野

県
大

町
市

）

静
岡

県
• 
静

岡
県

富
士

市
：

洪
水

時
に

浸
水

区
域

の
住

民
が

車
を

駐
車

し
，

車
内

で
一

時
避

難
で

き
る
「

洪
水

時
車

い
っ

と
き

避
難

場
所

」
を

3
カ

所
設

定
，
車

中
滞

在
を

前
提

と
し

物
資

の
配

布
は

せ
ず

，
開

設
は

1
日

程
度

の
短

期
間

を
想

定
（

静
岡

新
聞

，
20

21
/1

/1
5；

静
岡

県
富

士
市

）

大
阪

府
• 
大

阪
府

三
島

地
域

の
自

治
体

：
大

阪
府

三
島

地
域

を
モ

デ
ル

地
域

と
し

て
分

散
避

難
を

検
討

し
，
「

感
染

症
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
水

害
時

の
避

難
計

画
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

案
）
」
を

国
土

交
通

省
近

畿
地

方
整

備
局

，
大

阪
管

区
気

象
台

と
共

同
で

作
成
（

国
土

交
通

省
，

20
20

/7
/1

0）

熊
本

県
• 
熊

本
県

：
車

中
泊

の
点

在
の

抑
制

や
効

率
的

な
把

握
体

制
な

ど
の

留
意

点
を

対
応

指
針

に
ま

と
め

，
市

町
村

に
提

示
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
；

熊
本

県
）

鹿
児

島
県

• 
鹿

児
島

県
：

公
共

施
設

の
駐

車
場

・
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
・

学
校

の
校

庭
・

グ
ラ

ウ
ン

ド
等

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

で
き

る
場

合
で

，

避
難

所
の

確
保

が
困

難
な

ど
，

や
む

を
得

な
い

場
合

に
は

車
中

泊
の

活
用

を
検

討
（

鹿
児

島
県

）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
横

浜
市

：
地

域
防

災
拠

点
の

開
設

・
運

営
の

ポ
イ

ン
ト

を
作

成
，

安
全

な
親

類
や

友
人

宅
へ

の
分

散
避

難
も

検
討

す
る

よ
う

呼
び

か
け

る
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/9
/3
；

神
奈

川
県

横
浜

市
）

• 
神

奈
川

県
秦

野
市
：
車

中
泊

へ
の

対
応

と
し

て
，
災

害
時

応
援

協
定

を
締

結
し

た
業

者
の

立
体

駐
車

場
を

借
り

る
計

画
を

進
め

て
い

る
（

タ

ウ
ン

ニ
ュ

ー
ス

，
20

20
/7

/1
7，

神
奈

川
県

秦
野

市
）

• 
神

奈
川

県
大

和
市
：
大

雨
時

の
避

難
の

心
得

と
し

て
，

分
散

避
難

や
垂

直
避

難
の

検
討

を
呼

び
掛

け
る

他
，

PS
メ

ー
ル

，
「

ヤ
マ

ト
SO

S
支

援
ア

プ
リ

」
，

フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
等

の
情

報
発

信
ツ

ー
ル

を
活

用
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
0/

16
；

神
奈

川
県

大
和

市
）
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富
山

県
• 
富

山
県

砺
波

市
：

車
中

避
難

者
に

保
健

師
が

健
康

状
態

の
聴

き
取

り
を

行
い

，
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

へ
の

注
意

喚
起

を
行

う
等

の
訓

練
を

実
施
（

北
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/2

7；
富

山
県

砺
波

市
）

愛
知

県
• 
愛

知
県

豊
明

市
：

地
震

時
に

は
，

屋
内

へ
の

避
難

で
は

な
く

，
学

校
の

運
動

場
な

ど
を

開
放

し
，

テ
ン

ト
や

自
家

用
車

内
で

の
避

難
も

認
め

る
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/4
；

愛
知

県
豊

明
市

）

三
重

県
• 
三

重
県

：
（

一
部

の
市

町
村

）
車

中
泊

用
の

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
商

業
施

設
や

工
場

の
駐

車
場

の
確

保
を

進
め

て
い

る
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
）

京
都

府
• 
京

都
府

：
（

一
部

の
市

町
村

）
車

中
泊

用
の

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
商

業
施

設
や

工
場

の
駐

車
場

の
確

保
を

進
め

て
い

る
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
那

智
勝

浦
町

：
避

難
所

に
行

く
以

外
の

避
難

方
法

が
あ

る
こ

と
を

周
知

す
る

広
報

ビ
ラ

を
各

戸
に

配
布
（

朝
日

新
聞

，

20
20

/8
/1

3）

島
根

県
• 
島

根
県

：
避

難
所

の
分

散
で

市
町

村
間

の
調

整
が

必
要

に
な

る
ケ

ー
ス

を
想

定
し

，
避

難
者

の
移

動
手

段
の

確
保

や
，

避
難

所
の

運
営

人
員

の
派

遣
等

を
検

討
（

読
売

新
聞

，
20

21
/1

/1
7；

島
根

県
）

岡
山

県
• 
岡

山
県

総
社

市
：

キ
ャ

ン
プ

用
テ

ン
ト

と
空

き
家

・
ア

パ
ー

ト
の

分
散

配
置
（

産
経

新
聞

，
20

20
/4

/2
3；

岡
山

県
総

社
市

）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県

松
山

市
：

ど
の

避
難

所
に

最
大

ど
れ

く
ら

い
の

人
が

集
ま

り
そ

う
か

を
把

握
し

，
災

害
時

の
避

難
所

設
営

や
別

の
避

難
先

へ
の

誘
導

に
活

か
す

た
め

，
災

害
時

に
ど

こ
に

避
難

す
る

予
定

か
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

2/
17

）

高
知

県
• 
高

知
県

日
高

村
：

車
中

泊
避

難
を

想
定

し
，

駐
車

場
を

一
般

と
車

中
泊

専
用

に
分

け
，

感
染

防
止

の
た

め
1
台

分
ず

つ
車

の
間

隔
を

空

け
る

訓
練

を
実

施
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/8
；

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/9
；

さ
ん

す
い

防
災

研
究

所
，

20
20

/6
/8
）

長
崎

県
• 
長

崎
県

長
崎

市
：

親
戚

や
友

人
宅

へ
の

避
難

を
勧

め
る
「

私
の
（

マ
イ

）
避

難
所

」
運

動
の

一
環

で
，
「

マ
イ

避
難

所
シ

ー
ル

」
を

全
世

帯
に

配
布
（

FN
N
，

20
20

/9
/1
；

長
崎

県
長

崎
市

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

益
城

町
：

1
人

当
た

り
4
平

方
メ

ー
ト

ル
で

試
算

し
た

と
こ

ろ
，

1
避

難
所

の
収

容
人

数
が

5
分

の
1
に

減
少

，
避

難
所

を
増

や

す
こ

と
が

難
し

く
親

戚
や

知
人

宅
な

ど
に

逃
れ

る
縁

故
避

難
を

呼
び

掛
け

る
（

秋
田

魁
新

報
社

，
20

20
/5

/2
7；

熊
本

県
益

城
町

）
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③
自
宅
療
養

者
等
の
避
難
の
検
討

◯
自

宅
療

養
者

等

の
避

難
の

検
討

課
題

• 
自

宅
療

養
中

な
ど

感
染

の
疑

い
の

あ
る

人
の

避
難

場
所

が
確

保
で

き
な

い
（

熊
本

日
日

新
聞

，
20

20
/4

/2
7）

• 
支

援
者

の
不

接
触

に
よ

り
支

援
･
避

難
が

滞
る
（

福
井

新
聞

，
20

20
/5

/3
）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
保

健
福

祉
部

局
等

と
連

携
し

自
宅

療
養

者
の

情
報

を
共

有
し

予
め

災
害

時
の

対
応

・
避

難
方

法
等

を
決

め
本

人
に

伝
え

て
お

く
（

家
族

と

離
れ

て
避

難
す

る
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
も

伝
え

る
）
，

宿
泊

療
養

施
設

等
に

速
や

か
に

避
難

で
き

な
い

場
合

に
は

ま
ず

避

難
所

に
避

難
し

宿
泊

療
養

施
設

等
が

決
ま

る
ま

で
待

機
，

決
ま

り
次

第
速

や
か

に
移

送
，

発
災

時
の

自
宅

療
養

者
の

安
否

確
認

方
法

を

事
前

に
検

討
し

本
人

に
伝

え
て

お
く
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

16
，

20
20

/1
2/

17
）

対
策

• 
該

当
者

に
家

族
と

は
離

れ
て

避
難

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
事

前
に

説
明
（

D
R

I，
20

20
/4

/3
0）

• 
防

護
服

を
着

た
救

急
隊

員
や

市
職

員
が

自
宅

に
迎

え
に

行
く

･
避

難
に

は
公

用
車

を
使

う
･
対

象
者

が
自

力
で

歩
け

な
い

場
合

は
予

備

の
救

急
車

で
搬

送
（

神
戸

新
聞

N
EX

T，
20

20
/4

/2
4）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

：
自

宅
療

養
者

の
避

難
誘

導
な

ど
の

対
応

の
考

え
方

を
対

応
方

針
に

ま
と

め
，

市
町

村
に

通
知
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
）

実
践

事
例

宮
城

県
• 
宮

城
県

仙
台

市
：

現
時

点
で

は
自

宅
療

養
が

決
ま

っ
た

段
階

で
，

患
者

の
居

住
地

な
ど

を
考

慮
し

て
個

別
に

避
難

先
を

決
め

て
お

き
災

害
に

備
え

る
方

針
（

河
北

新
報

，
20

20
/6

/4
；

宮
城

県
仙

台
市

）

埼
玉

県
• 
埼

玉
県

：
台

風
上

陸
時

の
避

難
に

お
い

て
，

自
宅

療
養

の
軽

症
者

ら
を

地
域

の
避

難
所

で
受

入
れ

る
の

で
は

な
く

，
県

が
確

保
し

た
医

師
や

看
護

師
が

い
る

ホ
テ

ル
に

台
風

最
接

近
の

48
時

間
前

ま
で

に
移

送
（

産
経

新
聞

，
20

20
/6

/2
3；

埼
玉

県
）

千
葉

県
• 
千

葉
県

：
自

宅
療

養
者

の
搬

送
に

関
し

て
，

避
難

先
や

搬
送

手
段

を
県

が
調

整
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
；

千
葉

県
）

• 
千

葉
県

市
川

市
：

自
療

養
中

の
軽

症
者

や
同

居
者

に
専

用
の

避
難

所
を

用
意
（

市
施

設
を

活
用

す
る

予
定

）
，

食
事

や
身

の
回

り
の

も
の

は
各

自
で

用
意

し
て

も
ら

う
，

自
力

避
難

が
困

難
な

人
に

は
保

健
所

の
協

力
を

得
て

搬
送
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/3
；

千
葉

県
市

川
市

）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
：

自
宅

療
養

者
の

避
難

が
必

要
な

場
合

，
宿

泊
療

養
へ

の
切

り
替

え
の

意
向

を
確

認
，

希
望

が
あ

れ
ば

県
が

施
設

へ
の

搬
送

お
よ

び
受

け
入

れ
を

実
施
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
；

神
奈

川
県

）

福
井

県
• 
福

井
県

高
浜

町
：

避
難

所
の

数
を

増
や

し
，

自
宅

待
機

中
の

濃
厚

接
触

者
向

け
の

避
難

先
を

確
保

す
る

考
え
（

福
井

新
聞

，
20

20
/6

/2
；

福
井

県
高

浜
町

）

大
阪

府
• 
大

阪
府

：
自

宅
療

養
者

や
濃

厚
接

触
者

の
避

難
場

所
を

保
健

所
が

予
め

確
保
（

大
阪

府
）

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

養
父

市
：

災
害

時
に

外
出

が
困

難
で

避
難

先
を

確
保

で
き

な
い

感
染

者
を

救
急

車
な

ど
で

公
民

館
に

開
設

す
る

専
用

避
難

所
（

和

室
）
に

搬
送

す
る

方
針
（

神
戸

新
聞

N
EX

T，
20

20
/4

/2
4；

兵
庫

県
養

父
市

）

宮
崎

県
• 
宮

崎
県

：
感

染
者

は
自

宅
療

養
を

せ
ず

，
指

定
医

療
機

関
に

入
院

も
し

く
は

，
県

が
指

定
す

る
宿

泊
施

設
に

て
療

養
す

る
こ

と
と

し
，

濃
厚

接
触

者
に

つ
い

て
は

専
用

避
難

所
の

確
保

を
市

町
村

に
呼

び
掛

け
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）
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④
避
難
者
の

健
康
状
態
の
確
認

◯
避

難
者

の
健

康

状
態

の
確

認

課
題

• 
検

温
や

問
診

な
ど

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
を

す
る

職
員

の
増

員
や

確
保

が
困

難
（

島
根

県
出

雲
市
；
島

根
県

安
来

市
）（

読
売

新
聞

，
20

21
/1

/1
7）

• 「
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
に

よ
る

体
調

異
常

の
把

握
に

時
間

を
要

す
る
（

北
海

道
弟

子
屈

町
）（

北
海

道
弟

子
屈

町
）

• 
想

定
を

大
幅

に
超

え
る

人
数

の
避

難
者

が
短

時
間

に
来

た
場

合
，

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
通

り
の

受
入

れ
（

受
入

れ
時

の
手

指
消

毒
，

マ
ス

ク

の
配

布
，

検
温

等
）
が

出
来

な
い
（

福
岡

県
大

牟
田

市
）（

N
H

K
，

20
20

/8
/4
）

• 
避

難
所

に
医

療
ス

タ
ッ

フ
が

常
駐

し
て

い
な

い
（

岐
阜

県
美

濃
加

茂
市

）（
日

本
経

済
新

聞
，

20
20

/5
/2

9)
• 
避

難
所

に
お

け
る

感
染

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

対
応

し
て

い
な

い
（

N
H

K
，

20
20

/4
/1

6）
• 
非

接
触

型
の

体
温

計
の

確
保

の
め

ど
が

立
た

な
い

･
体

調
に

つ
い

て
避

難
者

の
申

告
に

頼
ら

ざ
る

を
得

な
い
（

N
H

K
，

20
20

/4
/3

0）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
健

康
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
作

成
し

避
難

所
内

の
ど

の
部

屋
・

ス
ペ

ー
ス

に
振

り
分

け
る

判
断

基
準

を
決

め
て

お
く

，
受

付
担

当
者

は
マ

ス
ク

・
使

い
捨

て
手

袋
を

着
用

，
自

宅
療

養
者

が
一

時
的

に
避

難
し

た
場

合
に

健
康

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
だ

け
で

な
く

PC
R
陽

性
と

な
っ

た
月

日
等

を
確

認
，

体
調

の
変

化
が

見
ら

れ
た

際
に

は
避

難
所

の
保

健
班

等
に

連
絡

す
る

よ
う

周
知

，
避

難
者

が
自

己
ア

セ
ス

メ
ン

ト

で
き

る
よ

う
紙

媒
体

の
記

録
用

紙
を

準
備
（

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
・

ア
プ

リ
も

活
用

）（
内

閣
府

，
20

20
/0

6/
16

）

• 
受

付
時

に
避

難
者

の
体

温
や

体
調

の
確

認
・

要
配

慮
者

の
確

認
・

避
難

者
カ

ー
ド

を
書

い
て

も
ら

う
，

受
付

に
は

ク
リ

ア
フ

ェ
ン

ス
と

消
毒

液
を

設
置

，
手

指
の

消
毒
・
検

温
・
問

診
票

の
提

出
・
避

難
者

カ
ー

ド
の

提
出
・
避

難
ス

ペ
ー

ス
へ

誘
導

と
い

っ
た

動
線

を
準

備
（

内

閣
府

，
20

20
/0

6/
15

）

対
策

• 
正

確
に

体
温

を
測

定
し

，
共

有
を

回
避

す
る

た
め

，
腋

下
体

温
計

を
避

難
者

各
自

で
用

意
（

N
H

K
，

20
21

/1
/2

6）
• 
検

温
場

所
で

は
3
密

に
な

ら
な

い
よ

う
配

慮
し

，
対

応
職

員
は

防
護

服
を

着
用
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/1

2/
2）

• 
避

難
者

の
記

録
，

健
康

状
態

を
伝

え
る

リ
ス

ト
バ

ン
ド

を
着

用
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/1

2/
2）

• 
感

染
症

対
策

に
つ

い
て

避
難

者
の

理
解

を
得

る
に

は
，

心
理

的
な

ケ
ア

も
合

わ
せ

て
対

応
が

可
能

な
感

染
管

理
認

定
看

護
師

な
ど

が
必

要
（

ヒ
ュ

ー
モ

ニ
ー

，
20

20
/1

0/
5）

• 
運

営
ス

タ
ッ

フ
自

身
の

体
温

測
定

と
持

参
し

な
い

避
難

者
の

た
め

，
非

接
触

の
体

温
計

を
複

数
準

備
（

高
山

，
20

20
/8

/3
0）

• 
避

難
所

の
受

付
で

避
難

者
の

体
温

測
定
（

非
接

触
型

の
体

温
計

を
使

用
）
･
問

診
（

症
状

･
最

近
の

行
動

履
歴

の
聞

き
取

り
）
の

実
施
（

中
澤

，

20
20

/4
/1

8；
福

島
民

友
新

聞
，

20
20

/5
/1

1；
N

H
K
，

20
20

/5
/1

3）
• 
業

務
後

に
休

暇
を

与
え

る
な

ど
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
の

態
勢

整
備
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

0）
• 

37
.5

度
以

上
の

発
熱

者
を

別
の

個
室

に
誘

導
（

高
知

新
聞

，
20

20
/5

/1
）

• 
避

難
所

で
の

体
温

計
の

用
意

，
避

難
所

開
設

時
の

保
健

師
の

派
遣

･
巡

回
態

勢
の

整
備
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3）

• 
家

族
単

位
で

倦
怠

感
･
味

覚
臭

覚
障

害
の

有
無

な
ど

を
避

難
者

名
簿

に
記

入
（

千
葉

県
南

房
総

市
）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

山
形

県
• 
山

形
県

大
江

町
：

検
温

・
手

指
消

毒
の

ほ
か

健
康

状
態

や
介

護
の

有
無

を
調

べ
る

問
診

票
を

記
入

し
て

も
ら

う
（

河
北

新
報

，

20
20

/7
/3

0；
山

形
県

大
江

町
）

岡
山

県
• 
岡

山
県

倉
敷

市
：

避
難

者
一

人
一

人
に

職
員

が
非

接
触

型
の

体
温

計
で

検
温

，
熱

が
あ

る
人

の
た

め
に

別
室

を
確

保
（

山
陽

新
聞

，

20
20

/7
/8
；

岡
山

県
倉

敷
市

）

山
口

県
• 
九

州
，

山
口

県
：

避
難

所
に

て
保

健
師

ら
に

よ
る

避
難

者
の

検
温

や
体

調
の

聞
き

取
り

な
ど

入
念

に
実

施
（

産
経

新
聞

，
20

20
/1

2/
25

；

山
口

県
）

熊
本

県
• 
熊

本
県

芦
北

町
：

避
難

所
入

口
で

ス
タ

ッ
フ

が
非

接
触

型
の

体
温

計
で

住
民

の
検

温
を

行
い

，
手

指
消

毒
を

実
施
（

N
H

K
，

20
20

/7
/5
；

熊
本

県
芦

北
町

）

• 
熊

本
県

八
代

市
：

体
温

や
マ

ス
ク

着
用

を
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

サ
ー

モ
モ

ニ
タ

ー
を

設
置
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/9

/2
）
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鹿
児

島
県

• 
鹿

児
島

県
与

論
町

：
事

前
に

住
民

へ
配

布
し

て
い

た
体

調
把

握
の

た
め

の
問

診
票

を
避

難
所

で
回

収
（

南
海

日
日

新
聞

，
20

20
/9

/2
；

鹿

児
島

県
与

論
町

）

実
践

事
例

北
海

道
• 
北

海
道

弟
子

屈
町

：
避

難
所

運
営

検
証

訓
練

に
お

い
て

，
体

調
の

異
常

を
早

期
に

発
見

で
き

る
よ

う
駐

車
場

で
も

検
温

を
実

施
（

北
海

道

弟
子

屈
町

）

青
森

県
• 
青

森
県

今
別

町
：

一
般

社
団

法
人

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

ジ
ャ

パ
ン

推
進

協
議

会
に

よ
る

避
難

所
運

営
訓

練
に

お
い

て
，

持
病

な
ど

事
前

登

録
し

た
参

加
者

を
入

り
口

で
顔

認
識

し
，

薬
品

な
ど

必
要

な
物

資
を

素
早

く
判

断
で

き
る

A
Iを

用
い

た
検

温
を

実
施
（

河
北

新
報

，

20
20

/7
/6
；

青
森

県
今

別
町

）

宮
城

県
• 
宮

城
県

仙
台

市
：

1
日

1~
2
回

，
健

康
調

査
カ

ー
ド

等
に

体
調

等
を

記
録

し
，

後
に

避
難

所
で

感
染

者
が

発
生

し
た

場
合

の
追

跡
に

避
難

者
の

記
録
（

避
難

者
カ

ー
ド

，
避

難
者

名
簿

）
を

作
成
（

宮
城

県
仙

台
市

）

• 
宮

城
県

石
巻

市
：

最
大

45
カ

所
開

設
す

る
避

難
所

の
う

ち
40

カ
所

は
保

健
師

が
待

機
（

河
北

新
報

，
20

20
/1

0/
7）

• 
宮

城
県

亘
理

町
：

町
役

職
員

向
け

の
地

震
訓

練
（

事
前

告
知

な
し

）
に

お
い

て
，

迅
速

に
初

動
対

応
が

で
き

る
か

確
認

す
る

た
め

，
避

難

所
に

な
っ

て
い

る
亘

理
小

学
校

で
住

民
の

体
調

を
確

認
す

る
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

や
体

温
計

を
準

備
す

る
等

の
避

難
所

開
設

の
準

備
を

実

施
（

K
H

B
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/8
/1

9；
河

北
新

報
，

20
20

/8
/1

9）

千
葉

県
• 
千

葉
県

船
橋

市
：

避
難

者
全

員
に

健
康

管
理

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

配
布

し
，

各
人

で
毎

日
の

体
調

管
理

を
行

う
（

千
葉

県
船

橋
市

）

• 
千

葉
県

南
房

総
市

：
避

難
所

で
の

非
接

触
赤

外
線

温
度

計
（

な
い

場
合

は
普

通
の

体
温

計
）
･
検

温
の

準
備

，
37

.5
度

以
上

の
発

熱
が

4
日

以
上

続
い

て
い

る
か

，
ま

た
，

倦
怠

感
や

呼
吸

困
難

が
あ

る
か

な
ど

定
期

的
な

健
康

状
態

の
確

認
（

千
葉

県
南

房
総

市
）

• 
千

葉
県

鴨
川

市
：

避
難

所
に

入
る

前
の

全
員

体
温

測
定

と
保

健
師

の
問

診
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

朝
日

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

産

経
新

聞
，

20
20

/4
/1

4；
N

H
K
，

20
20

/4
/1

8；
福

島
民

報
，

20
20

/4
/1

8；
東

京
新

聞
，

20
20

/4
/2

2；
西

日
本

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

毎
日

新
聞

，

20
20

/4
/2

8；
時

事
通

信
社

，
20

20
/5

/2
；

Sa
nk

ei
B

iz
，

20
20

/5
/1

1；
東

京
新

聞
，

20
20

/5
/1

5）
，

避
難

所
受

付
で

の
全

員
体

温
測

定
や

基

礎
疾

患
の

有
無

の
確

認
･

37
.5

度
以

上
の

発
熱

者
は

保
健

師
に

相
談

し
受

入
を

判
断
（

N
H

K
，

20
20

/4
/1

3）

福
井

県
• 
福

井
県

：
避

難
所

の
外

に
検

温
・

問
診

の
ポ

イ
ン

ト
を

設
置

し
，

防
護

具
を

着
用

し
た

ス
タ

ッ
フ

が
検

温
と

問
診
（

福
井

県
）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

：
非

接
触

型
の

体
温

計
や

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
を

準
備

，
避

難
所

受
付

時
の

混
雑

を
避

け
る

た
め

避
難

所
受

付
時

に
持

病
な

ど
を

記
入

す
る
「

避
難

者
カ

ー
ド

」
と

体
調

を
記

入
す

る
「

健
康

状
態

チ
ェ

ッ
ク

カ
ー

ド
」
を

事
前

に
記

入
し

持
参

し
て

も
ら

う
，

保
健

師
や

衛

生
班

の
定

期
的

な
巡

回
に

よ
り

避
難

所
内

や
車

中
泊

等
の

す
べ

て
の

避
難

者
の

健
康

管
理

を
徹

底
（

岐
阜

県
）

• 
岐

阜
県

美
濃

加
茂

市
：

マ
ス

ク
の

着
用

と
検

温
に

加
え

，
風

邪
の

症
状

な
ど

健
康

状
態

の
記

入
を

求
め

る
独

自
の

チ
ェ

ッ
ク

カ
ー

ド
の

作
成
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/5

/2
9；

岐
阜

県
美

濃
加

茂
市

)

静
岡

県
• 
静

岡
県
：
既

存
の

防
災

ア
プ

リ
「

県
防

災
」
に

避
難

所
で

の
接

触
を

避
け

る
た

め
，

食
事

の
配

布
や

健
康

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

の
連

絡
の

一
斉

送

信
が

可
能

な
機

能
を

追
加
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/1

1/
29

；
静

岡
県

）
，

機
能

の
追

加
に

向
け

た
体

験
会

を
実

施
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/1

2/
27

）

京
都

府
• 
京

都
府

福
知

山
市

：
車

い
す

や
担

架
で

の
要

配
慮

者
の

避
難

輸
送

訓
練

に
お

い
て

検
温

を
実

施
し

し
た

と
こ

ろ
，

長
時

間
日

差
し

に

さ
ら

さ
れ

た
こ

と
が

原
因

で
体

調
が

良
好

に
も

関
わ

ら
ず

微
熱

を
検

知
，

日
よ

け
等

の
対

策
の

必
要

性
を

把
握
（

両
丹

日
日

新
聞

，

20
20

/8
/3

1）

山
口

県
• 
山

口
県

宇
部

市
：

避
難

所
開

設
時

の
保

健
師

の
派

遣
･
巡

回
態

勢
（

N
H

K
，

20
20

/4
/1

6；
山

口
県

宇
部

市
）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

：
避

難
所

に
い

る
要

援
護

者
の

体
調

管
理

，
課

題
整

理
，

日
常

生
活

上
の

相
談

を
受

け
る

な
ど

の
支

援
を

行
う

専
門

職
を

派
遣

す
る

た
め

，
県

と
県

内
の

各
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

が
協

定
を

締
結
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/1
0/

18
；

佐
賀

県
）

• 
佐

賀
県

嬉
野

市
：

災
害

時
に

最
初

に
開

設
さ

れ
る

市
内

の
避

難
所

2
カ

所
の

入
口

に
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

を
設

置
し

，
通

過
者

を
同

時
に

20
人

ま
で

検
温

す
る
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/6

/1
8；

佐
賀

県
嬉

野
市

)
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⑤
手
洗
い
，

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
基
本
的
な
対
策
の
徹
底

◯
手

洗
い

，
咳

エ

チ
ケ

ッ
ト

等
の

基

本
的

な
対

策
の

徹

底

課
題

• 
避

難
者

に
よ

っ
て

危
機

感
（

マ
ス

ク
を

着
用

し
な

い
，

長
時

間
の

会
話

な
ど

）
が

異
な

り
，

対
策

の
徹

底
が

難
し

い
（

N
H

K
，

20
20

/8
/4
）

• 
体

温
計

も
品

薄
が

続
き

ゴ
ム

手
袋

や
防

護
服

，
消

毒
液

な
ど

も
足

り
て

い
な

い
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/5

/1
1）

• 
消

毒
液

や
マ

ス
ク

な
ど

の
資

材
の

確
保

に
1
つ

の
自

治
体

で
対

応
す

る
の

は
難

し
い
（

福
島

県
須

賀
川

市
）（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/5

/1
1）

• 
消

毒
液

等
の

費
用

の
負

担
（

福
島

民
報

，
20

20
/4

/1
8）

• 
品

薄
に

よ
り

マ
ス

ク
･
消

毒
液

･
除

菌
ス

プ
レ

ー
な

ど
の

衛
生

用
品

を
自

治
体

が
確

保
で

き
な

い
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

N
H

K
，

20
20

/4
/1

6；
東

京
新

聞
，

20
20

/4
/2

2；
西

日
本

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

N
H

K
，

20
20

/4
/3

0；
福

井
新

聞
，

20
20

/5
/3
）

対
策

• 
食

べ
物

は
直

接
手

で
食

べ
ず

，
食

器
は

食
品

用
ラ

ッ
プ

フ
ィ

ル
ム

を
か

け
て

使
用
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/2
3）

• 
避

難
す

る
際

に
は

個
別

包
装

さ
れ

た
使

い
捨

て
マ

ス
ク

を
携

帯
し

，
外

し
た

際
は

S
字

フ
ッ

ク
に

掛
け

て
お

く
，

消
毒

液
は

持
ち

運
び

に
便

利
な

ス
プ

レ
ー

タ
イ

プ
を

用
意
（

熊
本

大
学

病
院

災
害

医
療

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

，
20

20
/9

/1
4；

熊
本

日
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
2）

• 
マ

ス
ク

を
着

用
す

る
こ

と
が

困
難

な
人

が
い

る
世

帯
に

は
，

可
能

で
あ

れ
ば

個
室

を
提

供
（

高
山

，
20

20
/8

/3
0）

• 
避

難
所

入
り

口
･
ト

イ
レ

の
入

り
口

に
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

の
設

置
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

3）
• 
手

指
の

消
毒

･
手

洗
い

場
の

設
置

･
タ

オ
ル

の
共

用
禁

止
（

高
知

新
聞

，
20

20
/5

/1
；

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/5

/1
1）

• 
断

水
し

石
鹸

も
な

い
場

合
に

は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

水
や

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
で

の
手

洗
い
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

2）
• 
避

難
所

入
り

口
に

消
毒

液
の

設
置

･
手

指
消

毒
や

マ
ス

ク
着

用
の

義
務

づ
け
（

中
澤

，
20

20
/4

/1
8）

• 
国

に
よ

る
衛

生
用

品
の

備
蓄

と
被

災
地

に
送

る
態

勢
の

整
備

，
備

蓄
関

連
予

算
か

ら
の

マ
ス

ク
確

保
の

予
算

の
割

当
，

避
難

所
で

の
消

毒
液

･
マ

ス
ク

･
ア

ル
コ

ー
ル

除
菌

シ
ー

ト
の

用
意
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

福
島

民
友

新
聞

，

20
20

/5
/8
；

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

：
避

難
所

の
立

ち
上

げ
や

避
難

者
の

診
療

支
援

に
あ

た
る

N
PO

法
人

TM
AT

の
隊

員
に

よ
る

マ
ス

ク
や

ゴ
ー

グ
ル

の
装

着
，

腰

に
手

指
消

毒
液

を
携

帯
し

た
対

応
（

徳
洲

会
グ

ル
ー

プ
医

師
リ

ク
ル

ー
ト

サ
イ

ト
，

20
20

/7
/2

8）
• 
熊

本
県

八
代

市
：

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

用
の

消
毒

液
が

誤
っ

て
手

指
用

と
し

て
体

育
館

に
置

か
れ

た
こ

と
が

あ
っ

た
た

め
，

消
毒

液
に

関
す

る
説

明
書

を
作

成
し

掲
示
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/9

/2
）

• 
熊

本
県

人
吉

市
：

避
難

者
と

の
面

会
は

親
族

ら
に

限
定

し
，

出
入

り
す

る
際

に
検

温
，

手
指

消
毒

，
マ

ス
ク

着
用

を
要

請
（

産
経

新
聞

，

20
20

/8
/2
）

• 
熊

本
県

多
良

木
町

：
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

員
が

検
温

し
て

マ
ス

ク
や

手
袋

を
着

用
し

，
被

災
者

が
並

ぶ
際

に
密

に
な

ら
な

い
よ

う
工

夫
す

る
な

ど
，

厳
格

な
感

染
対

策
を

す
る

こ
と

で
，

村
か

ら
避

難
所

で
の

炊
き

出
し

を
許

可
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
21

）

実
践

事
例

北
海

道
• 
北

海
道

札
幌

市
：

市
民

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
に

て
，

市
民

が
で

き
る

備
え

と
し

て
マ

ス
ク

や
消

毒
液

，
ス

リ
ッ

パ
と

い
っ

た
衛

生
用

品
の

備
蓄

等
に

つ
い

て
説

明
（

N
H

K
，

20
21

/2
/2
）

• 
北

海
道

標
茶

町
：

避
難

所
で

の
消

毒
液

･
マ

ス
ク

の
準

備
（

時
事

通
信

社
，

20
20

/5
/2

)

茨
城

県
• 
茨

城
県

：
地

方
創

生
臨

時
交

付
金

を
活

用
し

，
避

難
所

で
使

用
す

る
感

染
症

対
策

用
品

を
備

蓄
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
茨

城
県

）

• 
茨

城
県

常
総

市
：

外
国

人
避

難
者

を
想

定
し

，
翻

訳
機

を
用

い
て

手
指

の
消

毒
を

呼
び

掛
け

る
訓

練
を

実
施
（

茨
城

新
聞

，
20

20
/9

/1
5）

栃
木

県
• 
栃

木
県

佐
野

市
：

配
布

用
マ

ス
ク

の
確

保
に

向
け

た
備

蓄
関

連
予

算
の

一
部

割
当

の
検

討
（

下
野

新
聞

，
20

20
/4

/1
0；

栃
木

県
佐

野
市

）
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千
葉

県
• 
千

葉
県

南
房

総
市

：
避

難
所

で
の

マ
ス

ク
，

手
指

洗
用

消
毒

液
（

エ
タ

ノ
ー

ル
）
，

ペ
ー

パ
ー

タ
オ

ル
や

薬
用

ハ
ン

ド
ソ

ー
プ

の
準

備
（

千

葉
県

南
房

総
市

）

• 
千

葉
県

鴨
川

市
：

避
難

所
で

の
マ

ス
ク

･
消

毒
液

･
ア

ル
コ

ー
ル

除
菌

シ
ー

ト
の

準
備
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

N
H

K
，

20
20

/4
/1

3；
産

経
新

聞
，

20
20

/4
/1

4；
N

H
K
，

20
20

/4
/1

8；
東

京
新

聞
，

20
20

/4
/2

2；
西

日
本

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

毎
日

新
聞

，

20
20

/4
/2

8；
東

京
新

聞
，

20
20

/5
/1

5；
千

葉
県

鴨
川

市
）

石
川

県
• 
石

川
県

珠
洲

市
：

2
万

枚
の

マ
ス

ク
を

購
入

し
避

難
者

に
配

布
す

る
，

こ
れ

ま
で

の
備

蓄
と

合
わ

せ
て

2
万

1,
30

0
枚

の
準

備
（

N
H

K
，

20
20

/5
/2

5）

福
井

県
• 
福

井
県

：
マ

ス
ク

・
石

け
ん

・
消

毒
液
（

エ
タ

ノ
ー

ル
等

）
･
ウ

ェ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

･
ペ

ー
パ

ー
タ

オ
ル

な
ど

を
備

蓄
（

福
井

県
）

長
野

県
• 
長

野
県

松
本

市
：

感
染

症
対

策
用

の
物

資
と

し
て

，
マ

ス
ク

な
ど

の
ほ

か
，

ふ
た

付
き

の
ご

み
箱

等
の

購
入

を
検

討
（

市
民

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/1
2/

4）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県

松
山

市
：

市
の

指
定

避
難

所
で

あ
る

小
学

校
の

体
育

館
倉

庫
で

消
毒

液
や

マ
ス

ク
等

を
保

管
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

2/
17

）

福
岡

県
• 
福

岡
県

：
マ

ス
ク

･
消

毒
液

な
ど

必
要

な
物

資
の

必
要

数
の

把
握

と
準

備
（

福
岡

県
）
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⑥
避
難
所
の

衛
生
環
境
の
確
保

◯
避

難
所

の
衛

生

環
境

の
確

保

課
題

• 
新

型
コ

ロ
ナ

関
連

の
国

の
交

付
金

等
で

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
の

購
入

を
検

討
す

る
も

，
十

分
な

数
を

確
保

で
き

な
い
（

岩
手

県
山

田
町

）
，

食
料

や
飲

料
水

の
買

い
替

え
が

優
先

と
な

り
，

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
な

ど
居

住
環

境
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

備
品

は
後

回
し

に
な

る
（

岩
手

県
大

船
渡

市
）（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
13

）

• 
避

難
所

の
床

に
雑

魚
寝

に
よ

る
床

付
近

で
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

リ
ス

ク
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/5

/8
；

N
H

K
，

20
20

/5
/1

3）
• 
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

の
保

管
場

所
が

十
分

確
保

で
き

な
い
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

9）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
特

に
多

く
の

避
難

者
等

が
手

を
触

れ
る

箇
所
（

ド
ア

ノ
ブ

・
手

す
り

・
ス

イ
ッ

チ
等

）
は

1
日

に
こ

ま
め

に
，

ト
イ

レ
は

目
に

見
え

る
汚

物
が

あ
れ

ば
そ

の
都

度
，

汚
れ

が
特

に
見

え
な

く
て

も
1
日

3
回

以
上

消
毒

液
を

使
用

し
清

拭
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

16
）

• 
マ

ス
ク

な
ど

の
個

人
防

護
具
・
体

温
計
・
消

毒
液
・
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン
・
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

な
ど

必
要

な
物

資
を

平
時

か
ら

確
保

し
備

蓄
（

内

閣
府

，
20

20
/0

6/
15

）

対
策

• 
感

染
症

対
策

の
た

め
，

避
難

所
で

履
く

ス
リ

ッ
パ

や
サ

ン
ダ

ル
は

避
難

者
各

自
が

持
参
（

N
H

K
，

20
21

/1
/2

6）
• 
都

道
府

県
市

町
村

は
必

要
に

応
じ

て
日

本
環

境
感

染
学

会
等

と
連

携
し

，
感

染
制

御
チ

ー
ム

を
要

請
す

る
（

ヒ
ュ

ー
モ

ニ
ー

，

20
20

/1
0/

12
）

• 
靴

，
サ

ン
ダ

ル
，

コ
ッ

プ
，

タ
オ

ル
な

ど
を

他
人

と
共

有
し

な
い

よ
う

管
理
（

読
売

新
聞

，
20

20
/9

/2
3）

• 
土

足
禁

止
エ

リ
ア

，
靴

か
ら

ス
リ

ッ
パ

に
履

き
替

え
る

場
所

を
明

確
に

す
る
（

Fo
rb

es
 JA

PA
N
，

20
20

/7
/1

6；
読

売
新

聞
，

20
20

/9
/2

3）
• 
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

設
営

体
験

イ
ベ

ン
ト
（

事
前

の
清

掃
と

消
毒

，
適

切
な

配
置

の
検

討
，

組
立

）
を

行
う

な
ど

，
日

頃
か

ら
の

準
備
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/8
/5
）

• 
清

掃
に

使
う

ア
ル

コ
ー

ル
が

な
い

場
合

に
は

台
所

の
合

成
洗

剤
で

代
用
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

2）
• 
ト

イ
レ

の
ド

ア
ノ

ブ
･
履

物
の

消
毒
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/5

/9
；

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/5

/1
1）

• 
熱

中
症

対
策

と
し

て
扇

風
機

･
空

調
の

用
意
（

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/2
；

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

• 
床

に
落

下
し

た
ウ

イ
ル

ス
飛

沫
や

粉
塵

を
防

ぐ
た

め
，

段
ボ

ー
ル

な
ど

の
簡

易
ベ

ッ
ド
（

高
さ

37
cm

程
度

）
を

用
意
（

日
本

経
済

新
聞

，

20
20

/4
/1

3；
福

島
民

友
新

聞
，

20
20

/5
/8
；

N
H

K
，

20
20

/5
/1

3；
山

口
県

医
師

会
報

，
20

20
/8

/1
5；

河
北

新
報

，
20

20
/8

/2
8；

読
売

新
聞

，

20
20

/9
/2

3）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

：
政

府
か

ら
の

プ
ッ

シ
ュ

型
支

援
分

を
含

め
，

県
内

10
市

町
村

向
け

に
約

25
00

台
の

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ト
を

調
達

，
7
月

15
日

時
点

で
避

難
す

る
約

21
00

人
分

を
確

保
し

，
多

く
の

避
難

所
に

お
い

て
整

備
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/7

/2
5；

日
本

赤
十

字
社

徳
島

県
支

部
，

20
20

/8
/6
；

熊
本

県
）

• 
熊

本
県

人
吉

市
：

豪
雨

直
後

は
床

に
マ

ッ
ト

を
敷

い
た

雑
魚

寝
状

態
だ

っ
た

が
，

7
月

10
日

に
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

40
0
台

を
設

置
（

産
経

新
聞

，
20

20
/8

/2
；

熊
本

県
人

吉
市

）
，

1
日

3
回

の
ペ

ー
ス

で
ロ

ビ
ー

や
ト

イ
レ

な
ど

を
清

掃
・

消
毒
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/9

/4
）

実
践

事
例

北
海

道
• 
北

海
道

弟
子

屈
町

：
避

難
所

内
で

は
食

堂
ス

ペ
ー

ス
を

分
離

，
食

卓
は

間
隔

を
取

り
，

使
い

捨
て

の
食

器
を

使
用

し
て

飲
食

物
の

共
有

を
し

な
い

よ
う

周
知
（

北
海

道
弟

子
屈

町
）

宮
城

県
• 
宮

城
県

仙
台

市
：

大
き

な
ご

み
袋

や
使

い
捨

て
で

き
る

雨
合

羽
等

が
あ

る
場

合
は

，
清

掃
・

消
毒

の
際

や
感

染
が

疑
わ

れ
る

避
難

者
を

介
助

す
る

時
に

簡
易

な
防

護
衣

と
し

て
活

用
（

宮
城

県
仙

台
市

）

秋
田

県
• 
秋

田
県

大
館

市
：

避
難

か
ら

3
日

分
を

想
定

し
た

数
の

感
染

対
策

用
品
（

間
仕

切
り

や
ダ

ン
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
な

ど
）
を

各
公

民
館

に
整

備
，

不
足

時
は

相
互

に
調

整
（

北
鹿

新
聞

社
，

20
21

/1
/1

5）

茨
城

県
• 
茨

城
県

水
戸

市
：

避
難

所
と

な
る

小
・

中
学

校
校

舎
の

ト
イ

レ
洋

式
化
（

茨
城

県
水

戸
市

）
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千
葉

県
• 
千

葉
県

：
避

難
所

内
は

内
履

き
と

外
履

き
（

土
足

）
エ

リ
ア

に
分

け
，

生
活

区
域

へ
は

土
足

で
入

ら
な

い
（

千
葉

県
）

静
岡

県
• 
静

岡
県

：
炊

き
出

し
は

1
人

分
ず

つ
小

分
け

，
共

用
の

食
事

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
は

推
奨

し
な

い
（

静
岡

県
）

三
重

県
• 
三

重
県

：
「

地
域

減
災

力
強

化
推

進
補

助
金

」
に

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
，

間
仕

切
り

，
マ

ス
ク

や
消

毒
液

を
追

加
し

，
市

町
の

取
り

組
み

を

支
援
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
三

重
県

）

大
阪

府
• 
大

阪
府

東
大

阪
市

：
2m

×
2m

の
テ

ン
ト

と
簡

易
ベ

ッ
ド

を
本

年
度

か
ら

購
入

し
，

来
年

度
以

降
も

追
加

し
整

備
（

東
大

阪
経

済
新

聞
，

20
21

/1
/1

5；
大

阪
府

東
大

阪
市

 ）

島
根

県
• 
島

根
県

奥
出

雲
町

：
雪

害
に

備
え

て
自

分
達

に
で

き
る

こ
と

を
議

論
し

た
高

校
生

が
町

に
要

望
し

，
段

ボ
ー

ル
製

の
簡

易
ベ

ッ
ド

や
仕

切
り

板
を

組
み

立
て

る
な

ど
の

避
難

所
生

活
体

験
を

実
施
（

山
陰

中
央

新
報

，
20

21
/2

/8
）

岡
山

県
• 
岡

山
県

：
居

住
空

間
は

土
足

禁
止

を
徹

底
，

ご
み

を
扱

う
人

は
マ

ス
ク

や
手

袋
を

着
用

す
る
（

岡
山

県
）

• 
岡

山
県

岡
山

市
：

軽
量

で
強

度
が

高
い

発
泡

樹
脂

製
の

簡
易

ベ
ッ

ド
を

備
蓄

物
資

に
追

加
（

山
陽

新
聞

，
20

20
/9

/3
）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県
：
ト

イ
レ

の
洋

式
化

や
自

動
水

栓
の

設
置

，
空

調
設

備
の

高
度

化
等

の
衛

生
環

境
整

備
に

係
る

補
助

制
度

を
創

設
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）

福
岡

県
• 
福

岡
県

：
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

や
布

団
の

配
置

を
互

い
違

い
に

し
，

飛
沫

感
染

を
避

け
る
（

福
岡

県
）

• 
福

岡
県

う
き

は
市

：
災

害
時

の
避

難
所

で
ベ

ッ
ド

代
わ

り
に

な
る

果
樹

用
コ

ン
テ

ナ
を

JA
か

ら
無

償
借

用
で

き
る

協
定

を
締

結
（

読
売

新
聞

，
20

20
/7

/3
）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

武
雄

市
：

掃
除

や
消

毒
な

ど
避

難
者

に
も

運
営

に
加

わ
っ

て
も

ら
う

，
携

帯
用

ト
イ

レ
3,

00
0
セ

ッ
ト

や
消

毒
剤

，
使

い
捨

て
ほ

乳
瓶

な
ど

を
用

意
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/5

/2
0；

佐
賀

県
武

雄
市

）

長
崎

県
• 
長

崎
県

佐
世

保
市

：
複

数
の

人
手

が
触

れ
る

場
所

・
物

品
等

 （
机

・
ド

ア
ノ

ブ
な

ど
の

目
に

見
え

る
物

）
 を

定
期

的
に

消
毒
（

長
崎

新
聞

，

20
20

/6
/2

6；
長

崎
県

佐
世

保
市

）

大
分

県
• 
大

分
県
：
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

液
等

の
避

難
所

の
衛

生
環

境
お

よ
び

，
避

難
者

の
健

康
管

理
に

関
す

る
備

蓄
品

を
市

町
村

が
購

入
す

る
場

合
，

費
用

の
二

分
の

一
以

内
を

補
助

す
る

事
業

の
創

設
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）

そ
の

他
• 
中

国
武

漢
市

：
軽

症
者

向
け

の
体

育
館

な
ど

の
隔

離
施

設
・

仮
設

病
院

等
で

の
簡

易
ベ

ッ
ド

の
使

用
（

一
般

社
団

法
人

 避
難

所
・

避
難

生

活
学

会
，

20
20

/4
/5
）
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⑦
十
分
な
換
気
の
実
施
，
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等

◯
十

分
な

換
気

課
題

• 
台

風
に

よ
る

強
風

で
ド

ア
や

窓
を

開
け

ら
れ

ず
，

換
気

で
き

な
い
（

佐
賀

県
佐

賀
市

）（
佐

賀
新

聞
，

20
20

/9
/9
）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
冬

期
に

お
い

て
換

気
に

よ
り

室
温

を
保

つ
こ

と
が

困
難

な
場

合
，
温

か
い

服
装

を
心

が
け

る
よ

う
周

知
し

，
暖

房
や

保
湿

に
必

要
な

設
備

，

毛
布

や
防

寒
着

等
の

防
寒

対
策

に
係

る
備

品
等

を
備

蓄
（

内
閣

府
，

20
20

/1
2/

17
）

• 
気

候
上

可
能

な
限

り
常

時
，

困
難

な
場

合
は

こ
ま

め
に
（

30
分

に
1
回

以
上

・
数

分
間

程
度

・
窓

を
全

開
）
，

2
方

向
の

窓
を

同
時

に
開

け
て

行
う

，
ド

ア
が

1
つ

し
か

な
い

場
合

は
ド

ア
を

開
け

る
，

換
気

扇
が

あ
る

場
合

は
換

気
扇

と
窓

の
開

閉
を

併
用

，
可

搬
式

の
空

気

清
浄

機
と

窓
の

開
閉

を
併

用
．

冬
期

に
お

い
て

は
二

段
階

換
気

や
，

開
放

し
た

窓
の

近
く

に
暖

房
器

具
を

設
置

す
る

こ
と

で
室

温
の

低

下
を

防
ぐ

事
が

可
能

だ
が

火
災

予
防

に
留

意
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

16
，

20
20

/1
2/

17
）

対
策

• 
高

齢
者

の
い

る
世

帯
は

で
き

る
だ

け
風

上
で

過
ご

し
て

も
ら

い
，

風
の

流
れ

を
つ

く
る

た
め

，
扇

風
機

を
用

意
（

高
山

，
20

20
/8

/3
0）

• 
換

気
は

1
時

間
に

1
回
（

10
分

程
度

）
な

ど
時

間
を

決
め

て
行

う
･
窓

を
開

け
て

窓
の

方
向

に
扇

風
機

な
ど

を
向

け
て

空
気

を
循

環
さ

せ

る
（

山
本

，
20

20
/5

/1
9，

6/
2）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

人
吉

市
：
最

も
大

き
い

避
難

所
の

ス
ポ

ー
ツ

施
設
「

人
吉

ス
ポ

ー
ツ

パ
レ

ス
」
に

お
い

て
ド

ア
を

開
け

放
っ

て
換

気
を

徹
底
（

N
H

K
，

20
20

/7
/7
）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

南
城

市
：
市

役
所

内
に

設
置

し
た

屋
外

用
テ

ン
ト

の
出

入
り

口
を

1
張

り
ご

と
に

別
方

向
に

向
け

，
換

気
に

配
慮
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/8
/3

1）

実
践

事
例

千
葉

県
• 
千

葉
県

船
橋

市
：

基
本

的
に

入
口

を
開

放
し

，
最

低
1
時

間
に

2
回

は
窓

を
開

け
，

十
分

な
換

気
を

実
施
（

千
葉

県
船

橋
市

）

• 
千

葉
県

館
山

市
：

避
難

所
の

換
気

用
の

大
型

扇
風

機
等

を
使

用
で

き
る

よ
う

，
電

気
自

動
車

を
通

じ
て

避
難

所
な

ど
に

電
気

を
供

給
し

て
も

ら
う

協
定

を
三

菱
自

動
車

工
業

と
締

結
（

N
H

K
，

20
20

/1
0/

28
；

千
葉

県
館

山
市

）

静
岡

県
• 
静

岡
県

御
殿

場
市

：
避

難
所

に
な

る
可

能
性

の
あ

る
市

体
育

館
の

3D
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
実

証
実

験
を

実
施

，
内

部
の

気
流

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

，
ウ

イ
ル

ス
の

た
ま

り
や

す
い

場
所

を
把

握
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/5

/2
6）

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

：
学

校
等

の
体

育
館

に
お

け
る

換
気

設
備

の
導

入
支

援
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
兵

庫
県

）

岡
山

県
• 
岡

山
県

：
2
つ

以
上

の
窓

を
同

時
に

開
け

る
な

ど
定

期
的

に
換

気
を

実
施

す
る
（

岡
山

県
）

高
知

県
• 
高

知
県

：
壁

を
取

り
外

し
て

通
気

の
確

保
や

，
ポ

ン
プ

で
空

気
を

抜
き
「

陰
圧

テ
ン

ト
」
に

も
な

る
「

大
ス

パ
ン

シ
ェ

ル
タ

ー
」
を

用
い

た

訓
練

を
実

施
（

朝
日

新
聞

，
20

21
/1

/1
6）

福
岡

県
• 
福

岡
県

：
1
時

間
に

2
回

程
度

の
換

気
（

福
岡

県
）
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◯
ス

ペ
ー

ス
の

確

保

課
題

• 
避

難
所

数
を

増
や

し
た

が
，

1
人

当
た

り
の

面
積

を
増

や
し

た
た

め
収

容
人

数
が

減
少
（

神
奈

川
県

小
田

原
市

；
 神

奈
川

県
愛

川
町

）（
東

京
新

聞
，

20
20

/1
1/

15
）

• 
台

風
10

号
で

は
高

齢
者

や
技

巧
実

習
生

な
ど

受
入

れ
想

定
を

上
回

る
人

数
が

避
難

し
，

1
人

用
の

ス
ペ

ー
ス

を
2
人

で
使

用
（

沖
縄

県
南

大
東

島
）（

琉
球

新
報

，
20

20
/9

/5
）

• 
現

状
で

は
，
住

民
に

向
け

て
避

難
所

に
い

る
避

難
者

数
や

受
入

可
能

状
況

と
い

っ
た

情
報

の
提

供
が

出
来

な
い
（

大
分

県
日

田
市

）（
N

H
K
，

20
20

/7
/2

0）
• 
小

規
模

な
避

難
所

で
は

専
用

の
ス

ペ
ー

ス
を

設
け

る
な

ど
エ

リ
ア

分
け

す
る

の
が

難
し

く
，

 専
用

の
ス

ペ
ー

ス
に

職
員

を
配

置
す

る
と

職

員
が

不
足

す
る
（

福
岡

県
）（

N
H

K
，

20
20

/6
/5
）

• 
避

難
所

の
感

染
対

策
で

1~
2m

の
間

隔
を

と
れ

ば
定

員
は

半
数

以
下

に
な

り
，

高
齢

者
や

障
害

者
ら

特
別

の
配

慮
が

必
要

な
人

を
受

入
れ

る
避

難
所

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
な

い
恐

れ
（

兵
庫

県
明

石
市

・
魚

住
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
）（

神
戸

新
聞

，
20

20
/5

/3
0）

• 
通

常
は

52
0
人

を
収

容
で

き
る

と
こ

ろ
，
感

染
対

策
の

た
め

に
半

分
以

下
の

22
6
人

し
か

受
け

入
れ

が
で

き
な

い
（

岐
阜

県
美

濃
加

茂
市

）

（
日

本
経

済
新

聞
，

20
20

/5
/2

9)
• 
体

の
不

自
由

な
人

の
世

話
の

必
要

性
か

ら
接

触
が

避
け

ら
れ

な
い
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/5
/2

0）
• 

2m
ほ

ど
の

間
隔

を
空

け
て

配
置

し
た

場
合

に
利

用
可

能
数

60
人

の
部

屋
に

1/
3
の

20
人

し
か

入
れ

な
い
（

千
葉

県
稲

毛
区

の
黒

砂
公

民

館
）（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

9）
• 

1
人

当
た

り
3
平

方
メ

ー
ト

ル
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

た
場

合
に

通
常

時
の

1/
4
か

ら
1/

3
程

度
の

受
け

入
れ

し
か

で
き

な
い
（

福
島

県
郡

山
市

）（
福

島
民

友
新

聞
，

20
20

/5
/1

1）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

の
設

置
は

区
画

間
の

距
離

を
あ

け
る

必
要

が
無

い
事

か
ら

，
テ

ー
プ

に
よ

っ
て

区
画

を
示

す
よ

り
も

収
容

可
能

人
数

を
増

や
し

や
す

い
た

め
，

限
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

し
か

な
い

場
合

に
は

有
効
（

内
閣

府
，

20
20

/1
0/

8）
• 
家

族
の

避
難

者
と

単
身

の
避

難
者

を
考

慮
し

た
レ

イ
ア

ウ
ト

を
検

討
し

て
収

容
人

数
の

算
出

や
，

受
入

を
実

施
（

内
閣

府
，

20
20

/1
0/

8）
• 
メ

ジ
ャ

ー
や

養
生

テ
ー

プ
等

を
用

意
・

通
路

を
確

保
・

占
有

ス
ペ

ー
ス

の
範

囲
を

養
生

テ
ー

プ
で

明
示

，
一

家
族

が
目

安
で

3m
×

3m
の

1
区

画
を

使
用

，
家

族
間

の
距

離
は

1m
以

上
あ

け
る

，
区

画
間

の
通

路
の

幅
は

1–
2m

以
上
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

15
）

対
策

• 
世

帯
ご

と
に

遮
蔽

，
も

し
く

は
養

生
テ

ー
プ

等
を

用
意

し
て

占
有

ス
ペ

ー
ス

を
明

示
し

，
他

の
世

帯
と

少
な

く
と

も
2m

以
上

の
距

離
を

確
保

，
食

事
は

他
の

世
帯

と
一

緒
に

と
ら

な
い

よ
う

呼
び

掛
け
（

高
山

，
20

20
/8

/3
0）

• 
国

際
赤

十
字

等
の

基
準

で
は

1
人

当
た

り
の

居
住

ス
ペ

ー
ス

を
最

低
3.

5
平

方
メ

ー
ト

ル
の

確
保
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
0）

• 
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

た
め

，
受

入
れ

可
能

な
避

難
者

の
数

が
想

定
よ

り
も

少
な

く
な

る
こ

と
を

事
前

に
住

民
に

周
知
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

0）
• 
避

難
者

1
人

当
た

り
2m

四
方

の
ス

ペ
ー

ス
の

確
保
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

：
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

の
設

置
や

，
居

住
ス

ペ
ー

ス
の

2m
間

隔
の

確
保

を
し

た
こ

と
に

よ
り

，
避

難
所

の
定

員
数

が
減

少
し

，
避

難
者

に
対

し
て

他
の

避
難

所
へ

の
移

動
を

促
し

た
（

岐
阜

県
a；

岐
阜

県
b）

岡
山

県
• 
岡

山
県

倉
敷

市
：
各

家
庭

の
ス

ペ
ー

ス
を

区
切

る
た

め
球

技
用

ネ
ッ

ト
を

活
用

，
ネ

ッ
ト

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

を
か

ぶ
せ

飛
沫

を
防

止
（

山

陽
新

聞
，

20
20

/7
/8
）

大
分

県
• 
大

分
県

日
田

市
：
通

常
は

使
用

し
な

い
部

屋
も

開
放

し
て

対
応

し
た

が
，

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
が

困
難

と
な

り
，

受
け

入
れ

が
で

き
な

か
っ

た
避

難
者

を
市

の
公

用
車

な
ど

で
隣

の
地

区
の

避
難

所
に

移
動
（

N
H

K
，

20
20

/7
/2

0）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

宮
古

島
市

：
約

2.
5m

四
方

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

の
仕

切
り

で
世

帯
ご

と
の

避
難

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/9
/1
）
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実
践

事
例

北
海

道
• 
北

海
道

標
茶

町
：

避
難

所
で

の
1
人

当
た

り
約

4
平

方
メ

ー
ト

ル
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
（

時
事

通
信

社
，

20
20

/5
/2

)，
避

難
所

で
避

難
者

が
休

む
た

め
の

マ
ッ

ト
の

間
隔

を
空

け
て

配
置
（

北
海

道
新

聞
，

20
20

/3
/1

1；
北

海
道

標
茶

町
）

秋
田

県
• 
秋

田
県

秋
田

市
：

大
雪

に
よ

る
停

電
の

た
め

設
置

さ
れ

た
避

難
所

へ
き

た
避

難
者

を
，

複
数

の
部

屋
に

分
け

て
受

け
入

れ
（

日
本

経
済

新

聞
，

20
21

/1
/8
）

• 
秋

田
県

大
館

市
：
現

在
の

1人
当

た
り

3平
方

メ
ー

ト
ル

を
6平

方
メ

ー
ト

ル
に

広
げ

る
方

針
（

秋
田

魁
新

報
社

，
20

20
/5

/2
7；

北
鹿

新
聞

社
，

20
21

/1
/1

5）

群
馬

県
• 
群

馬
県

前
橋

市
：

避
難

者
同

士
が

約
2m

の
間

隔
を

確
保

で
き

る
よ

う
間

仕
切

り
や

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

な
ど

を
使

用
（

群
馬

県
前

橋
市

）

千
葉

県
• 
千

葉
県

船
橋

市
：

受
付

や
ト

イ
レ

の
前

は
養

生
テ

ー
プ

等
で

1m
間

隔
の

目
印

を
つ

け
る
（

千
葉

県
船

橋
市

）

• 
千

葉
県

鴨
川

市
：

避
難

所
で

の
換

気
と

2m
以

上
の

間
隔

の
確

保
の

準
備

，
避

難
所

の
担

当
者

が
避

難
者

の
座

る
場

所
を

指
定
（

朝
日

新

聞
，

20
20

/4
/1

3；
N

H
K
，

20
20

/4
/1

3；
東

京
新

聞
，

20
20

/4
/2

2；
西

日
本

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

毎
日

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

東
京

新
聞

，

20
20

/5
/1

5；
千

葉
県

鴨
川

市
）

• 
千

葉
県

市
川

市
：

避
難

所
で

の
1
人

当
た

り
6
平

方
メ

ー
ト

ル
の

確
保
（

東
京

新
聞

，
20

20
/5

/9
；

千
葉

県
市

川
市

）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
横

浜
市
：
避

難
所

開
設

訓
練

に
て

，
町

会
ご

と
に

避
難

所
内

の
配

置
を

決
定

，
密

回
避

策
と

し
て

，
注

意
を

促
す

た
め

の
ソ

ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
係

を
設

置
し

た
声

掛
け

を
実

施
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
0/

8；
神

奈
川

県
横

浜
市

）

• 
神

奈
川

県
川

崎
市

：
避

難
所

入
り

口
の

カ
メ

ラ
映

像
か

ら
，

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
混

雑
状

況
を

可
視

化
で

き
る

富
士

通
の
「

A
I画

像
解

析
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

」
の

実
証

実
験

を
実

施
（

Im
pr

es
sW

at
ch
，

20
20

/8
/2

5；
富

士
通

，
20

20
/8

/2
4；

産
経

新
聞

，
20

21
/1

/7；
神

奈
川

県
川

崎
市

）

福
井

県
• 
福

井
県

：
床

に
養

生
テ

ー
プ

等
で

，
1
人

当
た

り
4
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
の

ス
ペ

ー
ス

，
通

路
幅

2m
を

確
保
（

福
井

県
）

山
梨

県
• 
山

梨
県

都
留

市
：

避
難

者
1
人

あ
た

り
の

占
有

ス
ペ

ー
ス

を
約

3
平

方
メ

ー
ト

ル
と

し
，

隣
の

人
と

の
間

隔
を

1m
以

上
確

保
（

テ
レ

ビ

山
梨

，
20

20
/9

/2
7）

長
野

県
• 
長

野
県

：
避

難
所

の
1
人

当
た

り
収

容
面

積
を

一
人

当
た

り
4
平

方
メ

ー
ト

ル
，

世
帯

間
の

間
隔

を
2m

以
上

，
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
確

保
の

た
め

高
さ

2m
程

度
の

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

設
け

る
（

長
野

県
）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

：
世

帯
ご

と
の

居
住

ス
ペ

ー
ス

の
間

隔
を

2m
空

け
る
（

岐
阜

県
）

• 
岐

阜
県

美
濃

加
茂

市
：

段
ボ

ー
ル

で
組

み
立

て
た

避
難

者
用

の
ス

ペ
ー

ス
は

互
い

に
2m

の
距

離
を

空
け

，
受

付
は

透
明

の
ア

ク
リ

ル
板

で
仕

切
る

と
い

っ
た

避
難

所
運

営
訓

練
を

実
施
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/5

/2
9；

岐
阜

県
美

濃
加

茂
市

)

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

：
3
人

家
族

で
1
世

帯
当

た
り

20
平

方
メ

ー
ト

ル
の

居
住

面
積

が
必

要
と

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

，
居

住
面

積
の

確
保

が
難

し
い

場
合

に
は

世
帯

ご
と

に
間

仕
切

り
を

設
置
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/9

/7
；

兵
庫

県
）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
海

南
市

：
和

歌
山

県
・

海
南

市
・

内
閣

府
合

同
の

避
難

所
運

営
訓

練
に

お
い

て
，

体
育

館
前

の
1
回

目
の

受
付

後
，

体
育

館

内
に

2
回

目
の

受
付

を
設

け
避

難
者

を
単

身
や

2
人

，
3，

4
人

世
帯

な
ど

規
模

に
応

じ
て

避
難

ス
ペ

ー
ス

を
割

り
振

り
（

産
経

新
聞

，

20
20

/1
1/

16
；

和
歌

山
放

送
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
1/

17
；

産
経

新
聞

，
20

20
/1

1/
16

；
朝

日
新

聞
，

20
21

/1
/1

6；
和

歌
山

県
海

南
市

）

高
知

県
• 
高

知
県

高
知

市
：

1
人

当
た

り
の

ス
ペ

ー
ス

を
こ

れ
ま

で
の

2
平

方
メ

ー
ト

ル
か

ら
4
平

方
メ

ー
ト

ル
に

広
げ

る
（

高
知

新
聞

，

20
20

/5
/3

1；
高

知
さ

ん
さ

ん
テ

レ
ビ

，
20

21
/1

/1
9；

高
知

県
高

知
市

）
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福
岡

県
• 
福

岡
県

：
避

難
所

の
居

住
区

で
は

個
人

ま
た

は
家

族
ご

と
に

2m
程

度
の

間
隔

を
空

け
る
（

福
岡

県
）

• 
福

岡
県

北
九

州
市

：
避

難
所

開
設

を
こ

れ
ま

で
の

10
5
カ

所
か

ら
14

5
カ

所
に

拡
充

し
て

避
難

所
の

ス
ペ

ー
ス

確
保

を
検

討
（

福
岡

県
北

九
州

市
）

• 
福

岡
県

朝
倉

市
：
避

難
所

の
1
人

当
た

り
の

収
容

面
積

を
従

来
の

4.
7
倍

に
拡

大
（

1
人

当
た

り
1.

65
平

方
メ

ー
ト

ル
か

ら
7.

7
平

方
メ

ー

ト
ル

）（
朝

日
新

聞
，

20
20

/4
/2

8；
朝

日
新

聞
，

20
20

/5
/1

2；
福

岡
県

朝
倉

市
）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

大
町

町
：

居
住

地
や

要
支

援
者

に
よ

っ
て

避
難

先
を

分
け

る
･
避

難
者

受
入

可
能

数
40

0
人

の
町

公
民

館
を

59
区

画
（

1
区

画
：

2m
×

2m
）
に

分
け

て
間

隔
を

取
り

利
用

人
数

を
制

限
す

る
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/5
/2

0；
佐

賀
県

大
町

町
）

• 
佐

賀
県

武
雄

市
：

段
ボ

ー
ル

間
仕

切
り

を
設

置
し

て
1
人

4
平

方
メ

ー
ト

ル
の

広
さ

を
確

保
（

1
人

当
た

り
通

常
の

2
倍

の
広

さ
）（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/5

/2
0；

佐
賀

県
武

雄
市

)
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⑧
発
熱
，
咳

等
の
症
状
が
出
た
者
の
た
め
の
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

◯
専

用
ス

ペ
ー

ス

の
確

保
（

個
室

，
専

用
ト

イ
レ

）

課
題

• 
感

染
が

疑
わ

れ
る

人
の

隔
離

ス
ペ

ー
ス

が
と

れ
な

い
（

福
井

新
聞

，
20

20
/5

/3
）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
自

宅
療

養
者

の
一

時
的

な
避

難
ス

ペ
ー

ス
は

一
般

の
避

難
者

と
は

別
の

建
物

が
望

ま
し

い
，

同
一

建
物

の
場

合
は

動
線

を
分

け
，

専
用

階
段

と
ス

ペ
ー

ス
，

専
用

の
ト

イ
レ

に
す

る
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

16
）

対
策

• 
避

難
者

が
発

熱
等

の
症

状
が

あ
る

場
合

，
常

に
マ

ス
ク

を
し

て
個

室
で

過
ご

す
の

が
望

ま
し

い
が

，
個

室
が

確
保

で
き

な
い

場
合

は
，

換
気

状
態

を
確

認
し

，
透

明
シ

ー
ト

等
の

間
仕

切
り

を
設

置
し

た
上

で
，

で
き

る
だ

け
風

下
で

過
ご

し
て

も
ら

う
（

高
山

，
20

20
/8

/3
0）

• 
体

調
不

良
者

専
用

の
ト

イ
レ

が
確

保
で

き
な

い
場

合
，

手
洗

い
を

徹
底

し
，

使
用

後
は

ス
タ

ッ
フ

が
消

毒
実

施
（

高
山

，
20

20
/8

/3
0）

• 
小

学
校

の
体

育
館

の
場

合
，

教
室

な
ど

の
活

用
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

3）
• 
学

校
の

避
難

所
で

感
染

者
専

用
の

部
屋

が
確

保
で

き
な

い
場

合
に

は
ス

ク
リ

ー
ン

や
カ

ー
テ

ン
な

ど
を

利
用

し
て

2m
程

度
の

高
さ

で
空

間
を

区
切

る
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

2）
• 
発

熱
者

の
車

待
機

，
テ

ン
ト

や
キ

ャ
ン

ピ
ン

グ
カ

ー
の

活
用
（

や
む

な
く

車
中

泊
す

る
場

合
は

，
小

ま
め

な
水

分
摂

取
や

マ
ッ

サ
ー

ジ
）

（
N

H
K
，

20
20

/5
/1

0；
読

売
新

聞
，

20
20

/5
/1

2）
• 
避

難
所

運
営

で
予

め
高

齢
者

や
妊

婦
の

専
用

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
（

Sa
nk

ei
B

iz
，

20
20

/5
/1

1）
• 
発

熱
者

向
け

の
別

の
避

難
所

の
用

意
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

宮
古

島
市

：
体

調
不

良
者

専
用

の
ス

ペ
ー

ス
や

ト
イ

レ
を

設
置
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/9

/1
）

実
践

事
例

岩
手

県
• 
岩

手
県

岩
泉

町
：

避
難

所
運

営
研

修
会

に
お

い
て

段
ボ

ー
ル

の
柱

で
簡

単
に

組
み

立
て

て
作

れ
る

居
住

ス
ペ

ー
ス

や
，

感
染

が
疑

わ
れ

る
人

を
隔

離
し

，
療

養
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

使
用

す
る

テ
ン

ト
の

紹
介
（

テ
レ

ビ
岩

手
，

20
20

/5
/2

8；
岩

手
県

岩
泉

町
）

茨
城

県
• 
茨

城
県

神
栖

市
：

避
難

所
入

所
時

に
発

熱
や

咳
の

症
状

が
あ

る
人

は
，

福
祉

避
難

所
と

し
て

開
設

す
る

福
祉

セ
ン

タ
ー

な
ど

2
カ

所
に

移
動

し
て

も
ら

う
（

茨
城

県
神

栖
市

）

• 
茨

城
県

境
町

：
新

型
コ

ロ
ナ

患
者

の
療

養
施

設
と

し
て

の
使

用
も

想
定

し
た

ト
イ

レ
付

き
移

動
式

住
宅
（

コ
ン

テ
ナ

ハ
ウ

ス
等

）
を

整
備

（
産

経
新

聞
，

20
21

/1
/7
）

千
葉

県
• 
千

葉
県

市
川

市
：

屋
根

付
き

個
室

式
プ

ラ
ベ

ー
ト

テ
ン

ト
の

活
用

す
る

方
針
（

間
仕

切
り

テ
ン

ト
1,

24
6
張

り
の

購
入

費
と

し
て

5
千

万

円
余

の
契

約
議

案
を

提
出

）（
東

京
新

聞
，

20
20

/5
/9
；

千
葉

県
市

川
市

）
，

軽
症

･
濃

厚
接

触
者

は
自

宅
療

養
の

ほ
か

市
の

公
共

施
設

な

ど
に

入
っ

て
も

ら
う

方
針
（

千
葉

県
市

川
市

）

埼
玉

県
• 
埼

玉
県

東
松

山
市

：
着

替
え

や
授

乳
の

た
め

に
用

意
し

た
テ

ン
ト

型
の
「

避
難

ル
ー

ム
」
が

体
調

不
良

者
用

の
個

室
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

活

用
す

る
た

め
追

加
購

入
を

検
討
（

東
京

新
聞

，
20

20
/5

/1
9）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
横

浜
市
：
体

調
不

良
者

用
の

個
人

テ
ン

ト
等

を
配

備
し
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
21

/1
/7
）
，
濃

厚
接

触
者

等
の
『

専
用

避
難

場
所

』

を
確

保
す

る
仕

組
み

を
整

備
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
21

/1
/7
）

長
野

県
• 
長

野
県

東
御

市
：

防
災

訓
練

に
て

，
東

御
中

央
公

園
の

体
育

館
に

開
設

さ
れ

た
避

難
所

と
災

害
対

策
本

部
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

つ
な

ぎ
，

公
園

内
の

別
の

建
物

に
発

熱
症

状
が

あ
る

人
専

用
の

ス
ペ

ー
ス

を
設

置
（

信
濃

毎
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
19

；
長

野
県

東
御

市
）
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静
岡

県
• 
静

岡
県

：
一

般
避

難
所

に
要

配
慮

者
の

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
る
「

東
部

モ
デ

ル
」
を

全
35

市
町

村
に

導
入

，
熱

が
あ

る
人

の
動

線
も

分
け

て

別
室

に
隔

離
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
11
；

静
岡

県
）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

：
「

健
康

状
態

チ
ェ

ッ
ク

カ
ー

ド
」
や

問
診

に
よ

り
発

熱
・

体
調

不
良

の
あ

る
人

を
分

け
る

，
発

熱
・

体
調

不
良

と
判

断
さ

れ
た

人
を

避
難

所
に

設
け

る
専

用
ス

ペ
ー

ス
に

誘
導

，
医

療
機

関
等

へ
搬

送
す

る
ま

で
待

機
し

て
も

ら
う
（

岐
阜

県
）

滋
賀

県
• 
滋

賀
県

大
津

市
：

体
調

不
良

者
の

隔
離

や
密

集
回

避
の

た
め

，
高

齢
者

や
障

害
者

ら
が

使
い

や
す

い
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

が
設

置
で

き
る

大
き

さ
の

避
難

所
用

テ
ン

ト
を

2
千

張
購

入
（

京
都

新
聞

，
20

21
/1

/3
0）

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

川
西

市
：
「

ワ
ン

ズ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」（

千
葉

県
船

橋
市

）
と

災
害

，
観

光
に

関
す

る
包

括
連

携
協

定
を

締
結

，
乗

用
車

な
ど

で
け

ん
引

が
で

き
る

キ
ャ

ン
ピ

ン
グ

ト
レ

ー
ラ

ー
を

災
害

発
生

時
に

は
避

難
所

へ
と

移
動

し
，

感
染

疑
い

の
あ

る
世

帯
の

一
時

隔
離

に
使

用

（
兵

庫
県

川
西

市
）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
海

南
市
：
和

歌
山

県
・
海

南
市
・
内

閣
府

合
同

の
避

難
所

運
営

訓
練

に
お

い
て

，
発

災
か

ら
24

時
間

経
過

し
た

段
階

を
想

定
し

，

一
般

の
避

難
者

が
発

熱
者

の
い

る
卓

球
場

な
ど

の
ト

イ
レ

を
使

用
し

な
い

よ
う

徹
底
（

和
歌

山
放

送
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
1/

17
；

和
歌

山

県
海

南
市

）

広
島

県
• 
広

島
県

広
島

市
：

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
約

85
0
張

り
の

テ
ン

ト
を

用
意

，
拠

点
の

指
定

避
難

所
14

0
カ

所
に

配
布
（

中
国

新
聞

，

20
20

/5
/3

1；
広

島
県

）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県

：
発

熱
等

の
有

症
状

者
を

一
時

的
に

収
容

す
る
「

テ
ン

ト
」
等

の
備

蓄
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）

福
岡

県
• 
福

岡
県

香
春

町
：

地
域

ご
と

に
一

般
の

人
向

け
の

避
難

所
・

高
齢

者
な

ど
支

援
が

必
要

な
人

の
避

難
所

・
発

熱
な

ど
の

症
状

が
あ

る
人

専
用

の
避

難
所

を
そ

れ
ぞ

れ
設

け
る
（

N
H

K
，

20
20

/6
/5
，

福
岡

県
香

春
町

）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

佐
賀

市
：

簡
易

ト
イ

レ
，

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

の
組

み
立

て
と

い
っ

た
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

対
策

を
考

え
て

の
防

災
資

材
組

み
立

て
訓

練
を

実
施
（

佐
賀

県
佐

賀
市

）

◯
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ

ン
区

切
り

課
題

• 
深

夜
に

ト
イ

レ
に

行
っ

た
利

用
者

が
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

で
区

切
ら

れ
た

自
分

の
居

住
区

画
が

分
か

ら
ず

，
担

当
職

員
が

本
人

確
認

し
案

内
す

る
と

い
う

事
態

が
複

数
件

発
生
（

熊
本

県
益

城
町

）（
消

防
防

災
科

学
セ

ン
タ

ー
，

20
20

/1
2/

15
）

• 
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

や
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

は
家

族
構

成
に

あ
わ

せ
た

区
画

の
変

更
と

い
う

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

な
対

応
が

困
難
（

熊
本

県
益

城

町
）（

消
防

防
災

科
学

セ
ン

タ
ー

，
20

20
/1

2/
15

）

• 
格

差
を

生
ま

な
い

た
め

に
避

難
者

全
員

分
の

仕
切

り
が

必
要

に
な

る
（

岩
手

県
山

田
町

）（
朝

日
新

聞
，

20
20

/1
0/

13
）

• 
1.

8m
の

段
ボ

ー
ル

間
仕

切
り

を
使

う
と

風
通

し
が

悪
く

な
り

暑
い

と
の

理
由

か
ら

，
避

難
者

が
低

い
仕

切
り

を
使

用
（

佐
賀

県
武

雄
市

）

（
読

売
新

聞
，

20
20

/9
/8
）

• 
段

ボ
ー

ル
な

ど
に

よ
る

避
難

所
内

の
間

仕
切

り
に

つ
い

て
，

災
害

発
生

時
の

初
動

対
応

に
追

わ
れ

る
た

め
迅

速
な

設
置

は
難

し
い
（

宮
城

県
東

松
島

市
）（

河
北

新
報

，
20

20
/4

/2
2）

• 
特

に
発

災
直

後
は

間
仕

切
り

の
資

材
が

不
足
（

下
野

新
聞

，
20

20
/4

/1
0）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
飛

沫
感

染
を

防
ぐ

た
め

少
な

く
と

も
座

位
で

口
元

よ
り

高
い

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

15
）
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対
策

• 
避

難
所

の
定

員
超

え
を

見
越

し
，

間
仕

切
り

を
多

め
に

用
意

す
る

な
ど

準
備

が
必

要
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/8
）

• 
他

の
世

帯
と

2m
以

上
の

間
隔

を
空

け
た

上
で

の
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

区
切

り
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

0）
• 
つ

い
た

て
･
段

ボ
ー

ル
に

よ
る

間
仕

切
り

･
区

分
け
（

東
京

新
聞

，
20

20
/4

/2
2；

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/2
；
福

島
民

友
新

聞
，

20
20

/5
/1

1；
N

H
K
，

20
20

/5
/1

3）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

下
呂

市
：

テ
ー

ブ
ル

を
つ

い
た

て
代

わ
り

に
す

る
な

ど
の

対
策

を
実

施
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/7

/8
）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

武
雄

市
：

避
難

者
が

多
く

，
備

蓄
し

て
い

る
段

ボ
ー

ル
製

ベ
ッ

ド
が

不
足

し
た

が
，

協
定

を
結

ぶ
企

業
の

協
力

や
代

用
品

で
対

応
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

• 
佐

賀
県

基
山

町
：

避
難

者
が

多
く

，
敷

物
や

仕
切

り
用

の
段

ボ
ー

ル
が

不
足

し
た

が
，

協
定

を
結

ぶ
企

業
の

協
力

や
代

用
品

で
対

応
（

佐

賀
新

聞
，

20
20

/9
/9
）

熊
本

県
• 
熊

本
県

八
代

市
：

支
援

物
資

で
高

さ
約

2m
の

カ
ー

テ
ン

式
間

仕
切

り
を

設
置
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/9

/2
）

• 
熊

本
県

人
吉

市
：

東
京

の
N

PO
法

人
か

ら
提

供
を

受
け

た
間

仕
切

り
セ

ッ
ト

を
組

立
て

，
縦

横
2m

の
段

ボ
ー

ル
製

の
柱

と
は

り
で

四
角

い
枠

組
み

を
つ

く
り

，
周

囲
に

布
を

掛
け

る
こ

と
で

個
室

の
空

間
を

設
け

た
（

N
H

K
，

20
20

/7
/5
）
，

日
中

は
熱

中
症

と
防

犯
対

策

の
た

め
1m

間
隔

を
保

持
し

，
カ

ー
テ

ン
を

開
放
（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/1
9）

，
避

難
所

に
お

い
て

人
と

人
の

間
隔

を
広

げ
て

，
卓

球
競

技
で

使
用

す
る

フ
ェ

ン
ス

を
活

用
し

て
世

帯
ご

と
に

仕
切

り
を

設
置
（

TB
S，

20
20

/7
/6
；

東
京

新
聞

，
20

20
/7

/7
；

熊
本

日
日

新
聞

，

20
20

/1
2/

1；
産

経
新

聞
，

20
20

/1
2/

12
）

• 
熊

本
県

芦
北

町
：

群
馬

県
建

設
業

協
会

が
製

作
し

た
段

ボ
ー

ル
製

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
「

K
A

M
IK

A
B

E（
か

み
か

べ
）
」
が

無
償

提
供

さ
れ

3
世

帯
が

3
週

間
ほ

ど
利

用
（

東
京

新
聞

，
20

20
/1

1/
12

）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

浦
添

市
：

市
役

所
内

に
屋

外
用

テ
ン

ト
を

11
張

り
設

置
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/9

/1
；

沖
縄

県
浦

添
市

）

• 
沖

縄
県

南
城

市
：
世

帯
ご

と
に

分
け

る
た

め
，
市

役
所

内
に

屋
外

用
テ

ン
ト

を
20

張
り

設
置
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/9

/1；
沖

縄
県

南
城

市
）

• 
沖

縄
県

南
大

東
村

：
会

議
用

デ
ス

ク
と

段
ボ

ー
ル

で
間

仕
切

り
を

設
置
（

琉
球

新
報

，
20

20
/9

/5
）

実
践

事
例

北
海

道
• 
北

海
道

新
ひ

だ
か

町
：

暖
房

装
置

を
使

っ
て

温
か

い
空

気
を

送
り

込
む

こ
と

も
で

き
る
「

エ
ア

テ
ン

ト
」
を

災
害

時
の

患
者

の
待

機
場

所

や
感

染
疑

い
の

あ
る

人
の

隔
離

場
所

と
し

て
活

用
（

N
H

K
，

20
20

/1
2/

10
）

• 
北

海
道

標
茶

町
：

床
テ

ー
プ

の
2m

四
方

の
枠
（

1
枠

1
人

）
･
家

族
人

数
分

の
枠

を
ま

と
め

て
用

意
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/4

/1
3；

毎
日

新
聞

，
20

20
/4

/2
8；

朝
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

岩
手

県
• 
岩

手
県

野
田

村
：

実
際

に
避

難
所

で
使

用
す

る
段

ボ
ー

ル
製

の
間

仕
切

り
や

簡
易

テ
ン

ト
が

準
備

さ
れ

，
職

員
が

組
み

立
て

を
行

う
等

の
職

員
向

け
体

験
会

を
実

施
（

岩
手

放
送

，
20

20
/5

/2
1；

岩
手

め
ん

こ
い

テ
レ

ビ
，

20
20

/5
/2

6；
岩

手
県

野
田

村
）

宮
城

県
• 
宮

城
県

：
間

仕
切

り
や

ベ
ッ

ド
に

使
用

す
る

段
ボ

ー
ル

製
品

の
調

達
協

定
を
「

東
日

本
ダ

ン
ボ

ー
ル

工
業

組
合

」
と

締
結
（

宮
城

県
）

秋
田

県
• 
秋

田
県

：
災

害
時

に
大

型
テ

ン
ト

な
ど

の
供

給
を

受
け

る
た

め
，

太
陽

工
業

(大
阪

市
)と

協
定

を
締

結
（

秋
田

県
）

山
形

県
• 
山

形
県

：
N

PO
法

人
「

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

・
ア

ー
キ

テ
ク

ツ
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
と
「

避
難

所
用

間
仕

切
り

シ
ス

テ
ム

の
供

給
等

に
関

す
る

協

定
」
を

締
結
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）

群
馬

県
• 
群

馬
県

富
岡

市
：

避
難

所
内

の
飛

沫
感

染
等

を
防

ぐ
た

め
，

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
を

備
え

付
け

た
段

ボ
ー

ル
製

の
間

仕
切

り
30

区
画

分
を

用
意
（

上
毛

新
聞

，
20

20
/5

/2
3；

群
馬

県
富

岡
市

）
，

市
が

区
長

の
集

会
な

ど
に

間
仕

切
り

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
貸

し
出

し
，

住
民

が
組

み

立
て

る
訓

練
を

実
施
（

東
京

新
聞

，
20

20
/9

/1
1）
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• 
群

馬
県

：
群

馬
県

建
設

業
協

会
が

段
ボ

ー
ル

製
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン
「

K
A

M
IK

A
B

E（
か

み
か

べ
）
」
を

製
作

，
協

会
支

部
で

分
散

備
蓄

す
る

と
と

も
に

，
市

区
町

村
を

巡
回

し
設

営
訓

練
を

実
施
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
東

京
新

聞
，

20
20

/1
1/

12
）

茨
城

県
• 
茨

城
県

取
手

市
：

福
祉

避
難

所
運

営
を

担
当

す
る

市
福

祉
部

の
職

員
も

参
加

し
，

障
が

い
者

の
た

め
の

避
難

所
訓

練
を

実
施

，
間

仕
切

り
を

し
た

中
に

設
置

し
た

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
を

体
験
（

茨
城

県
取

手
市

）

埼
玉

県
• 
埼

玉
県

春
日

部
市

：
避

難
所

用
簡

易
間

仕
切

り
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

供
給

を
受

け
る

た
め

，
災

害
支

援
N

PO
「

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

・
ア

ー
キ

テ

ク
ツ

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」（

東
京

都
）
と

災
害

協
定

を
締

結
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/7

/1
4；

埼
玉

県
春

日
部

市
）

• 
埼

玉
県

志
木

市
：

避
難

所
開

設
訓

練
に

お
い

て
，

農
業

用
シ

ー
ト

で
簡

易
型

の
間

仕
切

り
を

作
成

し
，

2m
四

方
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保

（
N

H
K
，

20
20

/7
/2

9；
埼

玉
県

志
木

市
）

• 
埼

玉
県

川
越

市
：

一
般

的
な

学
校

体
育

館
だ

と
20

張
り

程
度

設
置

可
能

な
避

難
所

用
テ

ン
ト

を
本

年
度

中
に

1,
50

0
張

り
備

蓄
す

る
（

埼

玉
新

聞
，

20
20

/1
0/

18
）

東
京

都
• 
東

京
都
：
間

仕
切

り
と

段
ボ

ー
ル

簡
易

ベ
ッ

ド
を

セ
ッ

ト
で

提
供

し
て

も
ら

う
た

め
，

N
PO

法
人
「

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー
・
ア

ー
キ

テ
ク

ツ
・
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

」
と

協
定

を
締

結
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

1/
22

；
東

京
都

）

• 
東

京
都

目
黒

区
：
短

時
間

で
組

み
立

て
ら

れ
る

不
織

布
素

材
の

感
染

防
止

用
テ

ン
ト

を
導

入
（

TO
K

Y
O

 F
M
，

20
20

/9
/1

1；
東

京
都

目
黒

区
）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
：

紙
の

管
と

布
で

，
誰

で
も

簡
単

に
組

み
立

て
ら

れ
る
「

避
難

所
用

間
仕

切
り

シ
ス

テ
ム

」
を

新
た

に
備

蓄
し

て
市

町
村

に
貸

し
出

せ
る

態
勢

を
整

備
（

神
奈

川
県

）

• 
神

奈
川

県
横

浜
市
：
港

北
区

内
の

企
業

と
災

害
発

生
時

に
活

用
す

る
段

ボ
ー

ル
製

品
の

調
達

に
関

す
る

協
定

を
締

結
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
21

/1
/7
；

神
奈

川
県

横
浜

市
）

• 
神

奈
川

県
愛

川
町

：
避

難
所

開
設

訓
練

に
お

い
て

，
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
設

置
で

き
る

ク
イ

ッ
ク

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
や

段
ボ

ー
ル

を
使

っ
た

飛
沫

防
止

の
間

仕
切

り
の

組
立

て
を

実
施
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/8
/2

8；
神

奈
川

県
愛

川
町

）

新
潟

県
• 
新

潟
県

：
N

PO
と

協
定

を
締

結
し

，
「

避
難

所
用

・
紙

の
間

仕
切

り
シ

ス
テ

ム
」
お

よ
び
「

紙
の

ハ
ニ

カ
ム

製
簡

易
ベ

ッ
ド

」
の

提
供

を
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

備
，

県
と

し
て

各
50

0
セ

ッ
ト

を
現

物
備

蓄
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
新

潟
県

）

富
山

県
• 
富

山
県

：
関

係
企

業
・

団
体

と
協

定
を

締
結

し
，

災
害

時
に

市
町

村
の

避
難

所
に

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
や

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
を

供
給

で
き

る
体

制
を

整
備
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1）

長
野

県
• 
長

野
県

松
本

市
：

高
さ

1.
5m

で
個

別
に

ス
ペ

ー
ス

を
仕

切
る

こ
と

が
で

き
る

段
ボ

ー
ル

の
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

を
年

内
に

購
入

し
，

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

保
管

，
避

難
状

況
を

み
て

各
避

難
所

に
配

布
を

検
討
（

市
民

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/1

2/
4；

長
野

県
松

本
市

 ）
• 
長

野
県

伊
那

市
：
災

害
時

に
段

ボ
ー

ル
の

シ
ー

ト
や

ケ
ー

ス
，
簡

易
ベ

ッ
ド

等
の

供
給

を
受

け
る

た
め

，
レ

ン
ゴ

ー
松

本
工

場
（

松
本

市
）
，

ア
リ

マ
ッ

ク
ス
（

伊
那

市
）
と

協
定

を
締

結
（

長
野

日
報

，
20

20
/1

0/
21

；
長

野
県

伊
那

市
）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

高
山

市
：

避
難

所
開

設
・

運
営

訓
練

に
お

い
て

体
調

不
良

者
専

用
の

場
所

に
仕

切
り

で
囲

っ
た

段
ボ

ー
ル

の
ベ

ッ
ド

を
用

意
（

岐

阜
新

聞
，

20
20

/5
/2

9:
 岐

阜
県

高
山

市
）

• 
岐

阜
県

美
濃

加
茂

市
：

避
難

所
開

設
・

運
営

訓
練

に
お

い
て

段
ボ

ー
ル

の
間

仕
切

り
を

使
っ

て
通

常
の

避
難

所
の

2・
3
倍

の
広

さ
の

居

住
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

，
畳

や
ブ

ル
ー

シ
ー

ト
も

使
い

区
画

を
分

け
る

方
法

を
確

認
（

岐
阜

新
聞

，
20

20
/5

/2
9；

岐
阜

県
美

濃
加

茂
市

）

静
岡

県
• 
静

岡
県

：
間

仕
切

り
や

ベ
ッ

ド
に

使
用

す
る

段
ボ

ー
ル

製
品

の
調

達
協

定
を
「

東
日

本
ダ

ン
ボ

ー
ル

工
業

組
合

」
，

避
難

所
用

簡
易

間
仕

切
り

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
供

給
協

定
を

災
害

支
援

N
PO
「

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

・
ア

ー
キ

テ
ク

ツ
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
そ

れ
ぞ

れ
と

締
結
（

静
岡

新

聞
，

20
20

/8
/9
；

静
岡

県
a；

静
岡

県
b）
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• 
静

岡
県

掛
川

市
：

図
書

館
の

展
示

イ
ベ

ン
ト

で
ダ

ン
ボ

ー
ル

製
の

間
仕

切
り

部
屋

や
隔

離
エ

リ
ア

な
ど

の
実

物
を

置
き

，
効

果
や

設
置

方
法

，
避

難
者

の
心

構
え

な
ど

感
染

防
止

対
策

を
踏

ま
え

た
避

難
所

運
営

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

紹
介
（

中
日

新
聞

，
20

20
/1

1/
14

）

三
重

県
• 
三

重
県

志
摩

市
：

避
難

所
運

営
に

必
要

な
段

ボ
ー

ル
製

品
の

調
達

を
で

き
る

よ
う

八
木

段
ボ

ー
ル

株
式

会
社

と
協

定
を

締
結
（

三
重

県
志

摩
市

）

滋
賀

県
• 
滋

賀
県

大
津

市
：

高
さ

1m
45

cm
の

5
～

6
人

用
ド

ー
ム

型
テ

ン
ト

を
20

00
張

購
入
（

N
H

K
，

20
21

/1
/2

1；
滋

賀
県

大
津

市
）

大
阪

府
• 
大

阪
府

：
避

難
が

短
期

間
の

場
合

は
テ

ー
プ

で
区

画
を

区
切

っ
て

家
族

単
位

で
1m

以
上

の
距

離
を

確
保

，
避

難
が

長
期

に
わ

た
る

場
合

は
大

人
が

座
っ

た
状

態
で

口
元

よ
り

高
い

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

設
置
（

N
H

K
，

20
20

/6
/3
；

大
阪

府
）

• 
大

阪
府

八
尾

市
：

避
難

所
設

営
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
，

高
さ

1.
45

m
，

幅
0.

65
m

の
間

仕
切

り
を

つ
な

ぎ
合

わ
せ

避
難

者

用
の

ス
ペ

ー
ス

を
作

成
す

る
と

い
っ

た
避

難
所

設
営

の
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施
（

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/3
1）

• 
大

阪
府

寝
屋

川
市

：
単

身
者

向
け
（

4
平

方
メ

ー
ト

ル
）
と

複
数

世
帯

向
け
（

9
平

方
メ

ー
ト

ル
）
の

テ
ン

ト
の

組
立

訓
練

を
実

施
（

寝
屋

川

つ
ー

し
ん

，
20

20
/9

/1
9）

兵
庫

県
• 
兵

庫
県

加
古

川
市

：
施

設
内

の
換

気
が

で
き

る
送

風
機

の
レ

ン
タ

ル
等

に
向

け
，

借
建

設
機

械
レ

ン
タ

ル
の

ア
ク

テ
ィ

オ
関

西
支

店
と

協
定

を
締

結
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/0

7/
02

；
兵

庫
県

加
古

川
市

）

• 
兵

庫
県

：
災

害
時

に
被

災
市

町
を

補
完

す
る

た
め

，
間

仕
切

り
や

受
付

ア
ク

リ
ル

板
な

ど
を

県
下

6
カ

所
の

広
域

防
災

拠
点

に
備

蓄
（

全

国
知

事
会

，
20

20
/8

/2
1）

奈
良

県
• 
奈

良
県

葛
城

市
：

段
ボ

ー
ル

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
や

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
な

ど
の

物
資

の
協

力
を

要
請

で
き

る
よ

う
株

式
会

社
高

木
包

装
と

協
定

を
締

結
（

奈
良

県
葛

城
市

）

• 
奈

良
県

：
N

PO
法

人
「

ボ
ラ

ン
タ

リ
ー

・
ア

ー
キ

テ
ク

ツ
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
と
「

避
難

所
用

間
仕

切
り

シ
ス

テ
ム

の
供

給
等

に
関

す
る

協

定
」
を

締
結
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
奈

良
県

）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
：

県
で

一
括

し
て

段
ボ

ー
ル

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

購
入

し
緊

急
配

備
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
和

歌
山

県
）

• 
和

歌
山

県
田

辺
市

：
感

染
防

止
対

策
を

盛
り

込
ん

だ
避

難
所

の
開

設
訓

練
に

お
い

て
，

高
さ

約
12

0c
m

の
段

ボ
ー

ル
製

の
間

仕
切

り
の

組
立

て
を

実
施
（

紀
伊

民
報

，
20

20
/6

/4
，

和
歌

山
県

田
辺

市
）

岡
山

県
• 
岡

山
県

岡
山

市
：

ナ
イ

ロ
ン

製
で

約
2m

四
方
（

約
3
畳

）
，

高
さ

1.
8m

の
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

を
用

意
（

山
陽

新
聞

，
20

20
/9

/3
；

岡
山

県

岡
山

市
）

徳
島

県
• 
徳

島
県

徳
島

市
：

指
定

避
難

所
へ

新
た

に
備

蓄
す

る
ワ

ン
タ

ッ
チ

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
テ

ン
ト

の
取

り
扱

い
に

関
す

る
動

画
を

公
開

　
 

（
徳

島
県

徳
島

市
）

愛
媛

県
• 
愛

媛
県

西
予

市
：

避
難

所
で

の
一

定
間

隔
を

開
け

た
ベ

ッ
ド

の
配

置
･
段

ボ
ー

ル
に

よ
る

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
区

切
り
（

一
般

社
団

法
人

 避
難

所
・

避
難

生
活

学
会

，
20

20
/4

/5
）

福
岡

県
• 
福

岡
県

：
個

室
を

確
保

で
き

な
い

場
合

，
ス

ペ
ー

ス
を

区
切

る
た

め
の

資
材

と
し

て
，

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
，

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
お

よ
び

テ
ン

ト
等

を
準

備
（

福
岡

県
）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

唐
津

市
：

体
育

館
を

避
難

所
に

見
立

て
，

ロ
ー

ル
マ

ッ
ト

で
個

人
の

区
画

の
設

置
や

体
調

の
悪

い
人

用
に

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
で

分
離

部
屋

を
設

置
す

る
な

ど
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/5

/2
7；

佐
賀

県
唐

津
市

）

• 
佐

賀
県

武
雄

市
：

段
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ド
と

合
わ

せ
て

50
0
セ

ッ
ト

の
間

仕
切

り
を

準
備
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/5

/2
0；

佐
賀

県
武

雄
市

)
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◯
一

般
避

難
者

の

ゾ
ー

ン
･
動

線
分

け

課
題

• 
受

付
時

の
チ

ェ
ッ

ク
で

体
温

が
ク

リ
ア

で
も

，
そ

の
後

の
問

診
で

疑
い

が
あ

っ
た

場
合

に
導

線
が

混
同

す
る

な
ど

限
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

で
の

対
応

が
難

し
い
（

神
奈

川
県

横
浜

市
）（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
0/

8）
• 
世

話
を

す
る

ス
タ

ッ
フ

が
ベ

ク
タ

ー
（

媒
介

者
）
と

な
ら

な
い

よ
う

に
人

数
を

増
や

す
な

ど
の

対
策

が
必

要
と

な
る
（

ヒ
ュ

ー
モ

ニ
ー

，

20
20

/1
0/

5）
• 
ト

イ
レ

を
一

般
用

と
分

け
て

い
な

い
な

ど
，

体
調

不
良

の
人

が
過

ご
す

ス
ペ

ー
ス

の
分

離
が

完
全

で
は

な
い
（

熊
本

県
八

代
市

）（
神

戸
新

聞
，

20
20

/9
/2
）

• 
ト

イ
レ

な
ど

の
動

線
を

完
全

に
分

け
る

の
は

難
し

い
（

千
葉

県
鴨

川
市

）（
日

刊
工

業
新

聞
，

20
20

/5
/2

9）
• 
車

待
機

･
車

中
泊

の
場

合
の

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

リ
ス

ク
（

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

• 
症

状
が

あ
る

人
の

動
線

を
完

全
に

分
離

す
る

こ
と

は
難

し
い
（

時
事

通
信

社
，

20
20

/5
/2

)
• 
避

難
者

分
散

の
必

要
性

に
よ

り
職

員
の

配
置

が
難

し
い
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/4

/2
8）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
一

般
避

難
者

の
占

有
ス

ペ
ー

ス
と

は
別

の
棟

・
階

等
に

あ
る

換
気

が
で

き
る

部
屋

へ
案

内
，

濃
厚

接
触

者
の

ゾ
ー

ン
と

発
熱

者
な

ど
の

ゾ
ー

ン
は

分
け

る
（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

15
）

対
策

• 
個

室
化

で
感

染
の

リ
ス

ク
は

減
ら

せ
る

が
，

そ
の

他
の

病
気

に
気

づ
き

に
く

い
こ

と
か

ら
，

家
族

や
友

人
と

い
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

を
温

存
す

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

必
要
（

ヒ
ュ

ー
モ

ニ
ー

，
20

20
/1

0/
5）

• 
避

難
所

開
設

後
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
は

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

あ
ら

か
じ

め
避

難
所

ご
と

に
レ

イ
ア

ウ
ト

を
検

討
（

神
戸

新
聞

，
20

20
/9

/2
）

• 
発

症
者

お
よ

び
疑

い
者

は
，

ゾ
ー

ニ
ン

グ
（

2m
通

路
の

確
保

，
食

寝
分

離
）
さ

れ
た

専
用

保
護

エ
リ

ア
へ

誘
導

し
，

エ
リ

ア
外

に
出

る
際

の
行

動
に

つ
い

て
も

感
染

源
と

な
ら

な
い

よ
う

到
着

時
に

指
導

を
行

う
（

山
口

県
医

師
会

報
，

20
20

/8
/1

5）
• 
避

難
所

受
付

の
段

階
で

，「
健

康
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
を

参
考

に
，「

感
染

者
」
，「

症
状

の
あ

る
人

」
，「

要
配

慮
者

」
，「

そ
の

他
一

般
の

人
」

の
4
つ

に
居

住
区

分
す

る
（

JV
O

A
D
，

20
20

/5
/2

9）
• 
学

校
の

避
難

所
受

付
で

の
「

感
染

者
や

濃
厚

接
触

者
」「

熱
な

ど
の

症
状

が
あ

る
人

」「
持

病
な

ど
で

配
慮

が
必

要
な

人
」「

症
状

の
な

い
一

般

の
人

」
の

4
つ

に
区

分
け

･
感

染
者

や
症

状
が

あ
る

人
に

は
専

用
の

教
室

を
準

備
し

･
一

般
の

人
は

体
育

館
に

避
難
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

2）
• 
避

難
所

開
設

時
に

個
々

の
ス

ペ
ー

ス
や

通
路

の
テ

ー
プ

分
け
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/4
/2

8）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

小
城

市
：

受
付

時
の

検
温

で
発

熱
が

分
か

っ
た

避
難

者
に

対
し

，
体

調
不

良
者

専
用

の
個

室
や

ト
イ

レ
，

洗
面

台
を

案
内
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/9

/9
）

熊
本

県
• 
熊

本
県

人
吉

市
：

避
難

所
と

な
っ

た
体

育
館

で
は

保
健

師
が

避
難

者
の

検
温

や
体

調
の

聞
き

取
り

を
重

ね
，

入
り

口
で

は
念

入
り

に
体

調
を

確
認
（

産
経

新
聞

，
20

20
/1

2/
12

；
熊

本
県

人
吉

市
）

• 
熊

本
県
：
市

町
村

が
発

熱
な

ど
の

感
染

が
疑

わ
れ

る
人

を
個

室
で

隔
離

し
保

健
所

へ
連

絡
し

た
後

，
県

が
対

応
（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/2
1）

鹿
児

島
県

• 
鹿

児
島

県
宇

検
村

：
「

元
気

の
出

る
館

」
を

発
熱

者
専

用
の

避
難

所
と

し
て

設
置
（

南
海

日
日

新
聞

，
20

20
/9

/1
1；

鹿
児

島
県

宇
検

村
）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

：
市

町
村

に
よ

っ
て

は
，

感
染

者
，

濃
厚

接
触

者
，

体
調

不
良

者
用

の
避

難
場

所
を

別
で

設
置

し
て

い
る

た
め

，
事

前
に

確
認

を
す

る
よ

う
住

民
に

呼
び

か
け
（

琉
球

新
報

，
20

20
/8

/3
1；

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
8/

31
）

• 
沖

縄
県

那
覇

市
：

体
調

不
良

者
に

は
別

室
を

設
け

，
ト

イ
レ

や
動

線
を

分
離
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/9

/1
）

• 
沖

縄
県

豊
見

城
市

：
市

役
所

庁
舎

の
来

訪
者

に
は

，
地

下
駐

車
場

で
検

温
・

問
診

後
に

，
一

般
の

避
難

者
，

高
齢

者
，

体
調

不
良

者
，

濃
厚

接
触

者
で

色
柄

分
け

さ
れ

た
リ

ス
ト

バ
ン

ド
を

装
着

し
て

も
ら

い
，

階
ご

と
に

分
け

て
案

内
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，
20

20
/9

/1
）
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実
践

事
例

 
北

海
道

• 
北

海
道

弟
子

屈
町
：
学

校
の

体
育

館
な

ど
を

避
難

所
と

し
た

場
合

，
避

難
所

に
入

る
ま

で
に

2
回

の
受

付
を

実
施
（

施
設

外
と

入
口

付
近

）

（
北

海
道

弟
子

屈
町

）

岩
手

県
• 
岩

手
県

岩
泉

町
：

避
難

所
運

営
研

修
会

に
お

い
て

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ
る

検
温

を
行

い
，

37
.5
℃

以
上

の
人

は
保

健
師

の
問

診
を

受
け

て
別

室
に

案
内

す
る

流
れ

を
実

践
（

テ
レ

ビ
岩

手
，

20
20

/5
/2

8；
岩

手
県

岩
泉

町
）

宮
城

県
• 
宮

城
県

石
巻

市
：

健
康

相
談

表
を

用
い

た
要

支
援

者
リ

ス
ト

の
作

成
支

援
，

発
熱

者
，

海
外

帰
国

者
ら

を
含

む
避

難
者

を
振

り
分

け
る

災
害

保
健

医
療

対
応

訓
練

を
実

施
（

河
北

新
報

，
20

20
/1

0/
16

）

福
島

県
• 
福

島
県

南
会

津
町

：
サ

ー
マ

ル
カ

メ
ラ

と
非

接
触

式
の

温
度

計
で

避
難

者
の

体
温

を
二

重
に

測
定

し
，

発
熱

者
を

個
室

で
隔

離
す

る
訓

練
を

実
施
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/9

/4
）

茨
城

県
• 
茨

城
県

水
戸

市
：

一
般

の
住

民
は

小
学

校
に

避
難

し
て

も
ら

い
，

濃
厚

接
触

者
な

ど
健

康
観

察
中

の
人

は
中

学
校

の
体

育
館

，
体

調
不

良
者

は
中

学
校

の
特

別
教

室
な

ど
に

振
り

分
け

る
（

茨
城

県
水

戸
市

）

• 
茨

城
県

，
茨

城
県

常
陸

大
宮

市
：
避

難
所

運
営

訓
練

に
お

い
て

，
2
施

設
を

一
般

避
難

者
用

と
体

調
不

良
者

用
と

し
て

避
難

所
を

設
置

し
，

体
調

不
良

者
用

で
は

，
発

熱
者

と
濃

厚
接

触
者

の
導

線
が

重
な

ら
な

い
よ

う
チ

ェ
ッ

ク
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/7

/1
2；

茨
城

県
）

• 
茨

城
県

八
千

代
町

：
避

難
所

開
設

訓
練

に
て

，
体

温
が

37
.5

度
以

上
あ

っ
た

人
を

避
難

所
（

体
育

館
）
に

隣
接

す
る

公
民

館
へ

誘
導
（

茨
城

新
聞

，
20

20
/8

/3
1；

茨
城

県
八

千
代

町
）

千
葉

県
• 
千

葉
県

鴨
川

市
：

避
難

所
に

熱
や

咳
な

ど
の

症
状

が
あ

る
人

を
別

の
部

屋
に

誘
導

す
る

準
備
（

N
H

K
，

20
20

/4
/1

3；
千

葉
県

鴨
川

市
）
，

発
熱

者
の

車
待

機
の

準
備
（

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/1
2；

千
葉

県
鴨

川
市

）

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
愛

川
町

：
誰

で
も

使
用

可
能

な
IP

無
線

機
を

導
入

し
，

災
害

対
策

本
部

と
避

難
所

，
避

難
所

間
で

の
情

報
共

有
を

訓
練
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/8
/2

8；
神

奈
川

県
愛

川
町

）

福
井

県
• 
福

井
県

：
濃

厚
接

触
者

や
感

染
の

疑
い

が
あ

る
人

の
医

療
施

設
な

ど
へ

の
移

動
が

難
し

い
場

合
は

，
一

時
的

に
専

用
ス

ペ
ー

ス
や

間
仕

切
り

で
分

離
し

た
区

画
で

隔
離

し
，

ト
イ

レ
な

ど
も

一
般

避
難

者
と

濃
厚

接
触

者
と

で
分

け
る
（

福
井

県
）

長
野

県
• 
長

野
県

高
山

村
：

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
シ

ス
テ

ム
「

ZO
O

M
」
を

用
い

て
避

難
所

の
様

子
を

災
害

対
策

本
部

の
モ

ニ
タ

ー
に

映
す

等
，

情
報

共
有

の
た

め
の

新
た

な
体

制
を

試
験

的
に

導
入
（

長
野

県
高

山
村

）

岐
阜

県
• 
岐
阜
県
：
学
校（

体
育
館
）を

避
難
所
に
し
て
い
る
場
合
，
教
室
等
を
活
用
し
，
発
熱
や
体
調
不
良
の
あ
る
方
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
る（

岐
阜
県
）

• 
岐

阜
県

高
山

市
：

避
難

所
開

設
・

運
営

訓
練

に
お

い
て

マ
ス

ク
と

フ
ェ

ー
ス

シ
ー

ル
ド

を
着

け
た

市
職

員
が

受
付

で
避

難
者

の
体

調
の

良
し

あ
し

に
よ

り
各

場
所

に
振

り
分

け
（

岐
阜

新
聞

，
20

20
/5

/2
9；

岐
阜

県
高

山
市

）

静
岡

県
• 
静

岡
県

：
避

難
場

所
や

氏
名

，
年

齢
，

体
調

な
ど

を
事

前
登

録
し

，
Q

R
コ

ー
ド

の
読

み
込

み
で

避
難

所
で

の
非

接
触

な
受

付
が

可
能

と

な
る

よ
う

，
既

存
の

防
災

ア
プ

リ
「

県
防

災
」
に

機
能

を
追

加
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/1

1/
29

；
静

岡
県

）
，

機
能

の
追

加
に

向
け

た
体

験
会

を

実
施
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/1

2/
27

）

• 
静

岡
県

浜
松

市
：

委
託

開
発

中
の

専
用

ア
プ

リ
を

用
い

た
避

難
所

運
営

の
実

証
実

験
を

実
施

，
事

前
入

力
か

ら
避

難
所

受
付

ま
で

の
流

れ
を

体
験

・
確

認
し

，
避

難
所

で
感

染
者

が
出

た
場

合
に

ア
プ

リ
を

通
じ

て
濃

厚
接

触
者

に
個

別
通

知
さ

れ
る

仕
組

み
を

学
習
（

静
岡

新

聞
，

20
20

/1
2/

7；
静

岡
県

浜
松

市
）

• 
静

岡
県

焼
津

市
：

学
校

体
育

館
に

避
難

所
を

開
設

す
る

場
合

は
，

校
舎

を
体

調
不

良
者

の
避

難
ス

ペ
ー

ス
に

活
用

し
，

体
調

不
良

者
が

い
る

家
族

ご
と

に
教

室
を

分
け

る
方

針
（

静
岡

新
聞

，
20

20
/0

7/
01

；
静

岡
県

焼
津

市
）

• 
静

岡
県

裾
野

市
：
避

難
所

開
設

訓
練

に
て

，
発

熱
や

せ
き

な
ど

の
症

状
が

あ
る

場
合

は
，

裏
口

か
ら

専
用

ス
ペ

ー
ス

に
誘

導
（

静
岡

新
聞

，

20
20

/1
0/

5；
静

岡
県

裾
野

市
）
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三
重

県
• 
三

重
県

四
日

市
市

：
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
に

向
け

た
避

難
所

運
営

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

施
行

版
」
の

検
証

訓
練

を
実

施
し

，

人
と

の
距

離
の

確
保

，
受

付
で

の
説

明
時

間
の

短
縮

，
案

内
表

示
の

拡
大

な
ど

の
改

善
点

を
整

理
（

Y
O

U
 Y

ok
ka

ic
hi
，

20
20

/9
/1

3；
三

重
県

四
日

市
市

a；
三

重
県

四
日

市
市

b 
）

大
阪

府
• 
大

阪
府

枚
方

市
：

避
難

所
運

営
訓

練
に

て
，

体
調

不
良

者
エ

リ
ア

の
場

所
や

移
動

ル
ー

ト
等

に
つ

い
て

，
現

地
を

確
認

し
な

が
ら

校
区

自
主

防
災

組
織

と
施

設
管

理
者

の
合

意
に

基
づ

き
取

り
決

め
（

大
阪

府
枚

方
市

，
20

21
/1

/5
）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
和

歌
山

市
：
避

難
所

運
営

訓
練

に
お

い
て

，
体

調
に

異
常

が
な

い
人

の
う

ち
，

要
援

護
者

は
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド

が
あ

る
ス

ペ
ー

ス
，

そ
れ

以
外

の
人

は
通

常
の

間
仕

切
り

ス
ペ

ー
ス

に
案

内
（

わ
か

や
ま

新
報

，
20

20
/1

1/
19

；
和

歌
山

県
和

歌
山

市
）

岡
山

県
• 
岡

山
県

高
梁

市
：
大

雨
に

備
え

た
避

難
訓

練
に

お
い

て
，
避

難
者

全
員

を
検

温
し

，
体

調
の

悪
い

人
は

別
の

入
口

を
案

内
す

る
「

別
室

分
離

」

の
手

順
を

確
認
（

B
lo

om
be

rg
，

20
20

/6
/2

3；
岡

山
県

高
梁

市
）

高
知

県
• 
高

知
県

四
万

十
市

：
避

難
所

運
営

訓
練

に
お

い
て

職
員

が
受

付
で

検
温

・
問

診
を

実
施

し
，

感
染

の
可

能
性

が
あ

る
人

と
そ

れ
以

外
の

人
を

敷
地

内
に

そ
れ

ぞ
れ

分
け

ら
れ

た
避

難
ス

ペ
ー

ス
に

誘
導
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/5
；

高
知

県
）

福
岡

県
• 
福

岡
県

福
岡

市
：

指
定

避
難

所
と

な
っ

て
い

る
第

一
薬

科
大

で
は

，
防

護
服

と
ゴ

ー
グ

ル
姿

の
教

員
が

体
育

館
の

入
り

口
で

避
難

者
の

体
温

を
測

り
，

症
状

が
あ

れ
ば

学
内

の
別

の
建

物
に

設
置

し
た
「

一
時

療
養

所
」
に

誘
導

し
，

保
健

所
や

医
療

機
関

の
対

応
が

決
ま

る
ま

で
待

機
し

て
も

ら
う

と
い

っ
た

訓
練

を
実

施
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/2
9；

第
一

薬
科

大
学

，
20

20
/5

/2
6）

長
崎

県
• 
長

崎
県

佐
世

保
市

：
健

康
状

態
を

確
認

し
感

染
の

疑
い

が
あ

る
と

き
は

，
症

状
（

発
症

時
期

を
含

む
）
や

連
絡

先
携

帯
番

号
等

を
避

難
所

に
設

置
し

た
相

談
票

で
申

し
出

て
い

た
だ

き
，

可
能

な
限

り
別

室
に

通
し

待
機

し
て

も
ら

う
（

長
崎

県
佐

世
保

市
）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

石
垣

市
：

避
難

所
の

区
画

お
よ

び
動

線
を

，
一

般
市

民
，

高
齢

者
，

観
光

客
，

体
調

不
良

者
の

4
つ

に
分

類
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/8
/4
）

◯
関

係
部

局
・

施

設
管

理
者

等
と

事

前
調

整

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

：
濃

厚
接

触
者

の
避

難
誘

導
な

ど
の

対
応

の
考

え
方

を
対

応
方

針
に

ま
と

め
，

市
町

村
に

通
知
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/1
0/

22
）

実
践

事
例

神
奈

川
県

• 
神

奈
川

県
横

浜
市

：
地

域
防

災
拠

点
開

設
・

運
営

訓
練

に
て

体
育

館
の

入
り

口
に

お
け

る
検

温
で

37
.5
℃

を
超

え
る

発
熱

者
や

倦
怠

感

を
訴

え
る

避
難

者
は

別
の

部
屋

に
移

し
，

区
役

所
に

PC
R
検

査
を

要
請
（

タ
ウ

ン
ニ

ュ
ー

ス
，

20
20

/1
0/

22
；

神
奈

川
県

横
浜

市
）
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⑨
避
難
者
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症
し
た
場
合

◯
避

難
者

が
新

型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
を

発
症

し

た
場

合

課
題

• 
要

配
慮

者
の

避
難

者
か

ら
感

染
者

が
出

た
場

合
の

対
応

お
よ

び
，

感
染

症
対

策
に

当
た

る
職

員
の

確
保

が
困

難
（

毎
日

新
聞

，

20
20

/1
0/

14
）

• 
避

難
所

で
ク

ラ
ス

タ
ー
（

感
染

者
集

団
）
が

発
生

し
た

場
合

に
，

避
難

所
を

閉
鎖

す
る

の
か

，
閉

鎖
す

る
事

態
と

な
っ

た
場

合
に

感
染

者

以
外

の
避

難
者

へ
ど

う
対

応
す

る
の

か
と

い
っ

た
規

定
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

な
い
（

熊
本

県
）（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/2
1）

• 
感

染
が

疑
わ

し
い

人
が

出
た

場
合

の
保

健
所

へ
の

連
絡

に
際

し
固

定
電

話
が

つ
な

が
ら

な
い

な
ど

限
界

が
あ

る
（

熊
本

県
人

吉
市

）（
東

京

新
聞

，
20

20
/7

/7
）

• 
避

難
者

の
体

調
が

悪
化

し
た

際
の

搬
送

方
法

が
課

題
（

福
島

民
友

新
聞

，
20

20
/5

/1
1）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
陽

性
者

が
判

明
し

た
場

合
に

，
濃

厚
接

触
者

を
後

追
い

可
能

と
す

る
た

め
，
避

難
者

の
滞

在
ス

ペ
ー

ス
に

番
号

等
を

付
し

，
管

理
（

内
閣

府
，

20
20

/1
0/

8）
• 
で

き
る

限
り

速
や

か
に

宿
泊

療
養

施
設

や
病

院
に

移
送

，
軽

症
者

等
と

対
応

す
る

際
は

使
い

捨
て

手
袋

・
マ

ス
ク

・
眼

の
防

護
具

を
着

用
（

軽
症

者
等

も
マ

ス
ク

を
着

用
）（

内
閣

府
，

20
20

/0
6/

16
）

対
策

• 
濃

厚
接

触
者

を
追

跡
可

能
に

す
る

た
め

避
難

者
名

簿
に

避
難

者
の

連
絡

先
の

記
録
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/5

/1
2）

• 
避

難
者

の
滞

在
先

を
細

か
く

記
録

し
濃

厚
接

触
者

の
追

跡
（

N
H

K
，

20
20

/5
/1

0）
• 
感

染
者

を
隔

離
す

る
別

の
建

物
の

用
意
（

読
売

新
聞

，
20

20
/5

/2
）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

菊
陽

町
：

マ
ス

ク
着

用
の

上
，

2 
m

間
隔

の
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

で
仕

切
ら

れ
て

い
た

た
め

，
濃

厚
接

触
者

は
い

な
い

と
判

断
し

た

が
，

避
難

所
利

用
者

と
町

職
員

の
希

望
者

を
対

象
に

PC
R
検

査
を

実
施
（

熊
本

日
日

新
聞

，
20

20
/9

/1
2；

熊
本

放
送

，
20

20
/9

/1
2；

熊

本
県

菊
陽

町
）

• 
熊

本
県

：
1
日

最
大

34
0
件

の
PC

R
検

査
が

で
き

る
県

保
健

環
境

科
学

研
究

所
の

協
力

の
も

と
，

避
難

所
で

の
感

染
拡

大
状

況
等

を
数

日
で

把
握

可
能

な
体

制
を

整
備
（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/2
1）

• 
熊

本
県

人
吉

市
：

支
援

の
た

め
派

遣
さ

れ
た

保
健

師
が

感
染

し
た

た
め

，
立

ち
寄

り
先

の
避

難
所

で
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
流

し
，

避
難

者
に

対
し

て
県

に
よ

る
PC

R
検

査
を

実
施
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/7
/1

5）

沖
縄

県
• 
沖

縄
県

那
覇

市
：

後
日

感
染

が
判

明
し

た
際

，
追

跡
調

査
が

で
き

る
よ

う
，

入
場

時
に

氏
名

・
住

所
を

必
ず

記
述
（

沖
縄

タ
イ

ム
ス

，

20
20

/9
/1
）

実
践

事
例

埼
玉

県
• 
埼

玉
県

八
潮

市
：

避
難

所
開

設
運

営
研

修
会

に
て

，
発

症
者

が
生

じ
た

場
合

に
濃

厚
接

触
者

を
後

追
い

で
き

る
よ

う
避

難
者

各
人

が
滞

在
す

る
位

置
を

名
簿

に
記

入
（

埼
玉

県
八

潮
市

）

千
葉

県
• 
千

葉
県

市
川

市
：

避
難

所
で

仮
に

体
調

が
悪

化
し

た
場

合
に

保
健

所
を

通
し

た
入

院
し

て
も

ら
う

方
針
（

東
京

新
聞

，
20

20
/5

/9
；

千
葉

県
市

川
市

）

東
京

都
• 
東

京
都

調
布

市
：
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
登

録
し

た
避

難
者

に
避

難
所

で
の

濃
厚

接
触

の
可

能
性

な
ど

を
通

知
で

き
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

企
業

の
「

サ
イ

ボ
ウ

ズ
」
が

開
発

し
た

シ
ス

テ
ム

を
試

験
的

に
導

入
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/7

/3
0；

FN
N
，

20
20

/9
/1
；

東
京

新
聞

，
20

20
/1

0/
13

；

TO
K

Y
O

 F
M
，

20
20

/1
1/

11
；

 東
京

都
調

布
市

）

岐
阜

県
• 
岐

阜
県

高
山

市
：

避
難

所
開

設
・

運
営

訓
練

に
お

い
て

具
合

が
さ

ら
に

悪
く

な
っ

た
人

は
保

健
所

の
指

示
を

仰
ぎ

救
急

車
で

医
療

機
関

へ
運

ん
だ
（

岐
阜

新
聞

，
20

20
/5

/2
9；

岐
阜

県
高

山
市

）
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愛
知

県
• 
愛

知
県

豊
明

市
：

避
難

所
へ

の
受

入
れ

後
に

感
染

の
疑

い
が

生
じ

た
人

は
，

別
に

設
け

る
専

用
の

避
難

場
所

に
移

っ
て

も
ら

う
．

自
分

で
移

動
で

き
な

い
時

は
，

運
転

者
な

ど
へ

の
感

染
防

止
の

た
め

に
内

部
を

改
装

し
た

専
用

車
両

で
運

ぶ
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/4
；

愛
知

県
豊

明
市

）

岡
山

県
• 
岡

山
県

：
発

症
し

た
人

が
い

る
場

合
は

軽
症

者
で

あ
っ

て
も

一
般

の
避

難
所

に
滞

在
す

る
こ

と
は

適
当

で
は

な
い

た
め

，
速

や
か

に
災

害
対

策
（

各
地

区
）
本

部
を

通
じ

て
保

健
所

に
連

絡
し

対
応

や
指

示
を

依
頼

す
る
（

岡
山

県
）
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⑩
 在

宅
避
難

◯
在

宅
避

難
課

題
• 
在

宅
避

難
者

の
状

態
確

認
に

は
相

当
な

人
員

が
必

要
な

た
め

発
災

直
後

は
対

応
が

困
難
（

熊
本

県
）（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/1
9）

• 
情

報
や

支
援

物
資

が
届

き
難

い
（

熊
本

県
）（

産
経

新
聞

，
20

20
/7

/1
6）

• 
災

害
時

に
は

民
生

委
員

が
在

宅
避

難
者

の
状

況
を

把
握

し
て

自
治

体
に

報
告

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

が
，

民
生

委
員

自
身

も
豪

雨
で

被
災

し
，

う
ま

く
機

能
し

な
か

っ
た
（

熊
本

県
）（

産
経

新
聞

，
20

20
/7

/1
6）

• 
自

治
体

職
員

は
避

難
所

運
営

な
ど

に
忙

殺
さ

れ
，

在
宅

避
難

者
へ

の
支

援
は

後
手

に
回

り
が

ち
（

産
経

新
聞

，
20

20
/7

/1
6）

• 
多

数
の

集
落

が
孤

立
し

て
お

り
，

在
宅

避
難

者
の

把
握

が
困

難
（

熊
本

県
球

磨
村

）（
西

日
本

新
聞

，
20

20
/7

/1
5）

対
策

ポ
イ

ン
ト

（
内

閣
府

）

• 
在

宅
等

で
避

難
生

活
を

送
っ

て
い

る
被

災
者

に
対

し
て

も
，

避
難

所
に

て
提

供
さ

れ
る

物
資

の
配

布
，

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

，

住
居

・
生

活
環

境
に

関
す

る
行

政
か

ら
の

正
確

な
情

報
の

伝
達

を
適

切
に

実
施
（

一
般

財
団

法
人

日
本

防
火

・
防

災
協

会
，

20
20

/1
0/

15
）

対
策

• 
建

物
対

策
（

耐
震

の
確

認
・
補

強
）
，
室

内
対

策
（

家
具

の
転

倒
防

止
，
ガ

ラ
ス

の
飛

散
防

止
，
火

災
の

初
期

消
火

）
，
情

報
収

集
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
，

ラ
ジ

オ
，

充
電

器
，

予
備

の
乾

電
池

）
な

ど
準

備
（

LI
FU

LL
 H

O
M

E'
S，

20
20

/1
0/

6）
• 
豪

雨
下

で
避

難
所

以
外

の
避

難
先

を
探

し
回

る
の

は
危

険
な

た
め

，
マ

ン
シ

ョ
ン

1
階

に
住

ん
で

い
る

な
ら

上
階

の
友

人
宅

に
あ

ら
か

じ
め

相
談

し
て

お
く

な
ど

事
前

に
連

携
（

毎
日

新
聞

，
20

20
/9

/2
4）

• 
在

宅
を

前
提

と
し

，
次

に
親

類
縁

者
，

最
後

に
避

難
所

へ
の

避
難

を
検

討
（

東
京

新
聞

，
20

20
/9

/1
0）

• 
自

宅
の

ト
イ

レ
が

使
用

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
に

備
え

て
携

帯
用

ト
イ

レ
な

ど
災

害
用

の
ト

イ
レ

を
備

蓄
（

ウ
ン

ロ
グ

，
20

20
/8

/2
8）

• 
支

援
物

資
の

受
取

や
，
地

域
活

動
に

参
加

す
る

な
ど

し
て

人
と

接
す

る
こ

と
に

な
る

た
め

感
染

予
防

品
を

備
蓄
（

東
京

新
聞

，
20

20
/7

/2
2）

• 
戸

別
訪

問
な

ど
で

在
宅

避
難

者
の

状
況

を
迅

速
に

把
握
（

産
経

新
聞

，
20

20
/7

/1
6）

• 
分

散
型

避
難

の
概

念
を

取
り

入
れ

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
，

自
宅

避
難

を
す

る
人

へ
の

備
蓄

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
（

Sa
nk

ei
B

iz
，

20
20

/7
/2
）

• 
在

宅
避

難
者

も
物

資
調

達
や

情
報

収
集

の
拠

点
と

し
て

避
難

所
を

積
極

的
に

活
用
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/5
；

産
経

新
聞

，

20
20

/7
/1

6）
• 
居

住
空

間
確

保
の

た
め

の
家

具
の

転
倒

防
止

と
避

難
グ

ッ
ズ

の
用

意
，

1
週

間
分

の
食

料
・

水
の

備
蓄
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/5
；

地

震
IT

SU
M

O
.C

O
M
）

• 
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
で

自
宅

は
避

難
が

必
要

な
場

所
か

を
把

握
，

被
災

の
可

能
性

が
低

い
場

合
は

自
宅

内
の

安
全

な
場

所
で

待
機

，

浸
水

区
域

で
も

マ
ン

シ
ョ

ン
下

層
階

に
住

ん
で

い
る

場
合

に
は

想
定

浸
水

深
上

の
階

に
避

難
す

る
「

垂
直

避
難

」
を

検
討
（

te
nk

i.j
p，

20
20

/5
/1

5）

実
践

事
例

（
令

和
2
年

7
月

豪
雨

）

（
令

和
2
年

台
風

第
9・

10
号

）

熊
本

県
• 
熊

本
県

人
吉

市
：

台
風

10
号

接
近

に
よ

り
球

磨
川

氾
濫

の
恐

れ
が

あ
る

と
し

て
，

チ
ャ

ー
タ

ー
バ

ス
に

よ
る

在
宅

避
難

者
の

熊
本

市
へ

の
広

域
避

難
を

実
施
（

西
日

本
新

聞
，

20
20

/9
/6
；

熊
本

県
人

吉
市

）
，

人
吉

ス
ポ

ー
ツ

パ
レ

ス
で

は
自

宅
や

知
人

宅
な

ど
避

難
所

外
で

避

難
を

続
け

る
人

に
毎

日
3
回

弁
当

を
配

布
（

東
京

新
聞

，
20

20
/8

/1
9）
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実
践

事
例

岩
手

県
• 
岩

手
県

岩
泉

町
：

名
前

や
家

族
構

成
，

病
気

な
ど

を
記

入
す

る
避

難
者

カ
ー

ド
を

全
世

帯
に

配
布

し
，

在
宅

避
難

す
る

場
合

は
事

前
に

避
難

所
に

提
出
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/1

0/
13

；
岩

手
県

岩
泉

町
）

埼
玉

県
• 
埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
：

安
全

で
あ

れ
ば

自
宅

に
と

ど
ま

っ
て

在
宅

避
難

を
す

る
よ

う
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

呼
び

か
け
（

日
本

経
済

新
聞

，

20
20

/6
/5
；

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

）

東
京

都
• 
東

京
都

足
立

区
：

は
じ

め
に

在
宅

避
難

，
次

に
縁

故
等

避
難

，
最

後
に

避
難

所
へ

の
避

難
を

検
討

す
る

等
，

分
離

避
難

を
前

提
と

し
て

避
難

の
ル

ー
ル

を
作

成
し

住
民

へ
周

知
（

日
テ

レ
，

20
20

/9
/3
；

東
京

都
足

立
区

）

• 
東

京
都

：
避

難
所

に
必

要
以

上
の

人
が

集
ま

る
こ

と
が

な
い

よ
う

，
W

eb
サ

イ
ト

や
SN

S
で

住
民

に
対

し
，

在
宅

避
難

な
ど

の
避

難
行

動
の

検
討

を
呼

び
掛

け
（

全
国

知
事

会
，

20
20

/8
/2

1；
朝

日
新

聞
，

20
20

/1
1/

17
）

愛
知

県
• 
愛

知
県

豊
橋

市
：

ヤ
フ

ー
の

防
災

ア
プ

リ
を

通
じ

，
在

宅
避

難
の

環
境

づ
く

り
を

周
知
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/5
，

愛
知

県
豊

橋
市

）

• 
愛

知
県

豊
明

市
：

避
難

所
へ

の
早

め
の

避
難

を
優

先
し

て
い

た
従

来
の

対
応

を
変

更
，

自
宅

内
で

の
在

宅
避

難
を

基
本

と
す

る
指

針
を

ま
と

め
，

公
表
（

朝
日

新
聞

，
20

20
/6

/4
；

愛
知

県
豊

明
市

）

大
阪

府
• 
大

阪
府

泉
大

津
市

：
市

民
に

向
け

て
在

宅
避

難
の

た
め

の
備

蓄
な

ど
を

準
備

す
る

よ
う

呼
び

か
け
（

日
本

経
済

新
聞

，
20

20
/6

/5
；

大
阪

府
泉

大
津

市
）

和
歌

山
県

• 
和

歌
山

県
和

歌
山

市
：

避
難

所
の

過
密

を
防

ぐ
た

め
自

宅
内

の
安

全
な

場
所

に
と

ど
ま

る
こ

と
や

，
安

全
な

親
戚

や
知

人
宅

に
避

難
す

る
方

法
も

確
認

す
る

よ
う

呼
び

掛
け
（

わ
か

や
ま

新
報

，
20

20
/5

/2
9；

和
歌

山
県

和
歌

山
市

）

岡
山

県
• 
岡

山
県
：
避

難
行

動
判

定
フ

ロ
ー

に
沿

い
，
在

宅
避

難
や

安
全

な
親

戚
，
知

人
宅

へ
の

避
難

も
検

討
す

る
た

め
の

チ
ラ

シ
を

作
成
（

岡
山

県
）

佐
賀

県
• 
佐

賀
県

佐
賀

市
：

自
宅

周
辺

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

で
危

険
個

所
を

把
握

，
自

宅
の

2
階

や
近

所
に

避
難

す
る

こ
と

を
考

慮
す

る
よ

う
周

知
（

佐
賀

県
佐

賀
市

）

• 
佐

賀
県

武
雄

市
：

自
宅

内
で

の
垂

直
避

難
，

知
人

や
友

人
宅

，
マ

イ
カ

ー
や

地
区

公
民

館
な

ど
，

既
存

の
指

定
避

難
所

以
外

も
考

慮
し

て
お

く
よ

う
市

民
に

呼
び

掛
け

る
（

佐
賀

新
聞

，
20

20
/5

/2
0；

佐
賀

県
武

雄
市

)


